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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







亮士くんピノキオと一緒に○マル人間を目指すことになる

田貫さん宇佐見さんのせいでカチカチになって覚悟を決めることになる

おおかみさんかぐや姫の問題を陰ながら解決することになる

おおかみさんこびとの国に迷い込んでこびとたちの争いに関わることになる

あとがき
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　　　亮りよう士しくんピノキオと一いつ緒しよに○人間を目指すことになる







　今日も今日とて紳しん士しの集つどいに参加していた亮士くん。紳士の集いとはアレです。まぁ、女性の美を愛めでる方々の会合みたいなものでして。

「本日の議題は、冬服の女生徒たちの中に潜ひそむ素す敵てきポイント、小さな秋を見つけよう……だ」

「冬服か」

「個人的には、冬服といえば黒タイツだな。アレは脚あしの形が強調されて美しい」

「なんだか幻げん想そう的な美しさだよな、影かげみたいで」

「そこにあるのにないような、触ふれられそうで触れられないような気がするか……たしかにな」

「ニーソおよびニーソでできる絶対領域が陽ようの萌もえだとすると、黒タイツは陰いんの萌えだな」

「わびさびを感じるな」

「そうっスね……。生なま足あしもいいっスけど、アレにはアレで趣おもむきがあるっス。涼りよう子こさん、穿はいてくれないっスかねー」

　朱しゆに交わることで、亮りよう士しくんが真っ赤に染まりきってますね。

「そう、生なま足あし、ニーソ絶対領域、黒タイツ、紺こんソックス、白ソックス、ワンポイント、それぞれによさがある。ただ、秋冬に旬しゆんなのは黒タイツだろうな」

「うむ、脚あしフェチ派は閥ばつの諸君らのその意見、とても感じ入るものがある。同じ種類のものとしては、セーターがあるだろうな。特に飾かざり気けのないセーターは、身体からだのシルエットが美しい」

「セーターは巨きよ乳にゆうだな」

「身体にぴったりぴっちりしてたらたまらんな」

「今度、桃ももちゃんに頼たのんでみるか」

「ナイスアイデアだ猿さる渡わたり。みんなで金を出してプレゼントしようぜ。犬いぬ塚づかもいいな」

「うん、わかった」

　桃ちゃんの下げ僕ぼく三人衆も相変わらず元気そうです。

「しかし、改めて考えてみれば、夏服と比べるに、そういう視覚的なものは減るな」

「だからこそ、我々の紳しん士し力りよくがものを言うのだろう。肌はだが出てないことで、そこに集中せずに、全体を見て動作に萌もえられるのが冬服のよさだ」

「なるほど、薄うす着ぎになるとどうしても、見える部分に意識が集中してしまうからな」

「寒い日の朝に、手のひらに息を吐はいて暖めている姿とかいいな」

「俺は学校に着いてコートを脱ぬぐときの動作が好きだな」

「暖だん房ぼうでちょっとほてった顔とか」

「温かい缶かんコーヒーを買って暖をとっている姿とか」

「俺は、俺のコートに手を突つっ込んで欲しい」

「いいな、それ。もてない男には縁えんがないことを除けば」

「言うな……俺は冷えきった手でほっぺたを触さわられたい。そしてひゃっとか声を上げて、してやったりという顔をした悪戯いたずら娘むすめを追いかけたい」

「青春だな……でもやっぱり『※ただし、イケメンに限る』だな……」

「彼女持ちや、つかず離はなれずな仲のいい子がいるやつが妬ねたましい」

「ああ、うらやましいな……」

　紳士たちの中にも格差があるようです。

「おいおい……できれば万人向けで頼む……切なくなるから」

「であるな」

「だがまあ、その調子で出していってくれ。知っていれば、そういう小さな素す敵てきに気づきやすくなるだろうからな」

「個人的には、もこもこの耳当てが……」

「いや、それならば…………」

「…………」

「……」

「…」

　と、まあそんな素す敵てきなというか馬ば鹿かな会話が一段落したところで、紳しん士しの一人が亮りよう士しくんに話しかける。亮士くんより少々背が低いが、鼻も高くそこそこのお顔で目め力ぢからもあるという、主人公的容姿をした少年だった。

　野球帽ぼうを逆にかぶっているところとか、思いっきり少年漫まん画がの主人公的です。

「なあ、森もり野の」

「なんっスか、ピノキオ君」

　本名、樋ひ野の基もと雄お。名前からピノキオとあだ名のついたその少年は、暗い顔で亮士くんに言う。

「……最近、ゆかりちゃんが冷たいんだ」

「え？　なんかすごくうまくいってるみたいだったっスのに？」

「そうなんだよ……だからこそ理由がわからないんだよ」

　途と方ほうに暮れてるピノキオ君。

「だからな……どうにかして理由を調べてくれないか？　ゆかりちゃんはお前と同じクラスだし、調べやすいだろう。なんだったら、御お伽とぎ銀行への依い頼らいにして俺の借りにしてもいいから」

「はあ、わかったっス」

　こうして、また新しいお話が始まりました。

　……冒ぼう頭とうで紳士の皆みなさんが出てきたことで、もうお馬鹿なことになるのは決定したようなものですが、気がつかないふりをしておいてください。




「……ということなんっスけど」

　ピノキオ君に相談された亮士くんが、話を持っていったのはりんごさんだった。

　御伽銀行地上支店で、依頼人が来なくて暇ひまなときを見計らって、りんごさんに話したのだ。ついでにその場にいたおおかみさんにも。

　まあ、ピノキオ君が大好きなゆかりさんと同じクラス……つまり亮士くんと同じクラスで、女子の皆さんとそれなりに仲良くしている亮士くんの知り合いとなると、りんごさんとマチ子さんしかいないですからね。

　おおかみさんは今でこそ受け入れられてきたとはいえ、相変わらず自分から女の子たちと進んで話したりしないですし。

「……なるほどですの」

「そのピノキオって誰だれだ？」

「まあ簡単に説明しますと、樋野基雄君。ピノキオというのはあだ名ですのね。うちのクラスの久く世ぜゆかりさん……ぜぺっとさんの彼氏ですの」

　ピッと人差し指を上げたりんごさんが説明モードで答える。

「ちなみにこの二人、くっつくまでにそれはもう劇的なストーリーがあったんですのよ。人間関係で色々あって、とんがってやさぐれてたピノキオ君の心を、ふとした拍ひよう子しに知り合いになった優やさしいぜぺっとさんが解きほぐして、そしてお互たがい恋心が芽生え～なんて涼りよう子こちゃんと森もり野の君に勝まさるとも劣おとらないラブでコメなストーリーで、恋人同士になったんですのよ。結構有名ですのよ？」

「なんでそこでオレの名前を出す!!」

「びっくりするくらいラブコメりまくってるくせに、なに言ってるんですの」

　ラブコメのメインヒロインですしね。

「見た目も、背の低いピノキオ君に、背の高いぜぺっとさんという凸でこ凹ぼこコンビで、ラブコメ主人公の素質バリバリですの。ぜぺっとさん、涼子ちゃんよりも背が高いですからね～」

　おおかみさんは亮りよう士しくんと身長がほとんど変わりませんからね。それより高いとなると女性としてはかなり身長があるほうでしょう。あと、りんごさんは知ってて口にしませんでしたが……ぜぺっとさんはスタイルがいいんですよね。

「まあそれはともかく、劇的というか物語にでもなりそうな出会いのおかげで、ピノキオ君はぜぺっとさんにベタ惚ぼれなんですのよ。そのベタ惚れレベルは、誰だれかさんを彷ほう彿ふつとさせるくらいですの」

　そこでりんごさんの視線が向かったのは亮士くん。どうやら亮士くんレベルのベタ惚れらしいです。

「たしかにかなりベタ惚れって感じでしたっスね。でもまだおれのほうがよりベタ惚れしてると思うっスけど」

　変なことで張り合う亮士くん。そんなことを言いますが、この場にはそのベタ惚れ相手であるおおかみさんがいるわけで……

「…………」

　案あんの定じよう、それを聞いたおおかみさんが真っ赤になったまま硬こう直ちよくしていた。

　右腕うでがぷるぷるしているのは、殴なぐりたいけれども、ついこの間ごめんねごめんね～と謝ったばかりだから、我が慢まんしようとか思ってるからでしょうね。

　ていうか、亮士くんは恥はずかしいことを言ってますが、別に悪いことを言ってるわけじゃないですからね。

　りんごさんはそんなおおかみさんをにやにや見ながら、話を続ける。

「そうそう、ゆかりさんのぜぺっとさんというあだ名も二人の出会いが由来になってるんですの。『ゆかりちゃんのおかげで俺は人間になれたんだ』とかそんなことをピノキオ君が言いまくってたんですのよね。童話のピノキオでピノキオが人間になれたのは、女神様からのご褒ほう美びですのよね。ゼペットおじいさんの愛でよい子になったピノキオへの。だから、その愛でピノキオ君をよい子にしたゆかりさんのあだ名が、ぜぺっとさんになったんですの。バレー部かバスケ部かってくらい背が高いですけど手芸部ですし、そのへんもゼペットさんっぽいですし」
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　あー、童話のゼペットおじいさんも木き彫ぼり名人でものを作る人でしたね。

「まあ、それはともかく、そんな波は瀾らん万ばん丈じようのあとくっついたので、そう簡単に仲がおかしくなることはないと思うんですのよね」

「ならなんの問題もねーじゃねーか」

「ただ……最近ピノキオ君がとあるアイドルに夢中だとか、ぜぺっとさんがクラスで愚ぐ痴ちってたのを聞きましたの。だからなにかあるとしたらそれかなと……」

「……なるほど、それっぽいな」

「そうっスね」

　ハッピーエンドを迎むかえたあとのラブコメ主人公が、アイドルに夢中とかなんかダメですよね。

「じゃあ、亮りよう士しがピノキオってやつにそれを言えば終わりだな」

「そうっスね。アイドルとぜぺっとさんを比べれば、ぜぺっとさんを選ぶでしょうっスし」

　と、この依い頼らいが楽に終わりそうで、よかったよかったなんて話を締しめようとした二人だが、それをりんごさんが制した。

「ちょっと待ってくださいの。ただ言うだけじゃおもしろくないですし」

　りんごさんがにやりと笑う。なにかまた悪いことを思いついたようです。

「なにより……うふふふ」

　そんなりんごさんを、おおかみさんと亮りよう士しくんはあきれた顔で見る。二人のそんな様子もお構いなしに、りんごさんは言った。

「涼りよう子こちゃんに森もり野の君」

「あん？」

「なんっスか？」

「ちょっと、ぜぺっとさんとピノキオ君を呼んできてもらえませんの？」




　というわけで、おおかみさんがてくてくと歩き教室に戻もどると。放課後の教室でお友達とだべっていた大おお柄がらの少女、ぜぺっとさんを発見した。

　いつも通りのぶっきらぼうさで、おおかみさんはぜぺっとさんに話しかける。

「今暇ひまか？」

「あ、大おお神かみさん……大だい丈じよう夫ぶだけど」

　いやクラスメイトなんだから、もう少しフレンドリーに話しましょうよ。さすがに慣れたみたいであんまり怖こわがってないようですけど……あっそうだ。ちょうどいいので、ぜぺっとさんの視線でおおかみさんを見てみましょう。

　ではスタート。
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　私が教室で友達と話していると、気がついたら目の前に、目つきの悪いスケバン少女がいた。

「……今暇か？」

「あ、大神さん……大丈夫だけど」

　名前は大神涼子さん。

「なら、ちょっと顔貸せ」

「いいけど、なにか用事かな？」

「あー、詳くわしいことはついてくりゃわかる……時間ねーしな」

「……うん、わかった」

　相変わらず大神さんは言葉が少ない。目つきも悪いし、色々な武勇伝も聞いたことがあるから、最初はすごく怖こわかった。だって女の子なのに不良と喧けん嘩かして、しかも勝ったとか。ほかにも変な組織に所属してるし、格好がまんま昔のスケバンだし。

　でも、少しは慣れたので今はあんまり怖くない。

　それに、最初の頃ころ、私は大神さんのことが怖かったけど、少しだけ親近感も持っていた。大神さんは私と一いつ緒しよで、背が高いから。

　クラスの女の子で一番背が高いのが私で、二番目が大神さん。

　大おお神かみさんは一七〇くらいありそう。というか、あって欲しい。私は一七五センチだから。クラスの女子で、私だけ一七〇センチ台はなんか嫌いやだ。

　まあそれはともかく、私は大神さんに一方的に親近感を持っていたのだ。

　今は、りんごちゃんや森もり野の君やマチ子さんと楽しそうに話したりしてるのを見るし、文化祭で一いつ緒しよにおにぎりを握にぎったりしたから、少しは仲良くなれたと思うけど、大神さんは相変わらずぶっきらぼうで……

　あ、そういえばりんごちゃんが前にツンデレ語がどうのとか話してたはず。

　えーとたしか……

　私はあのときのことを思い出す。

　教室に勢せい揃ぞろいしたクラスメイトたちの前に、先生モードなりんごちゃんがいて……

『これから、涼りよう子こちゃんと話そう、第一回ツンデレ語講座を始めますの』

　りんごちゃんがわ～わ～ぱちぱちと一人で盛り上がってて。

『……あ、その前に涼子ちゃんについて、少し話しますの。涼子ちゃんはまあ、あの通り口も悪いし、目つきも子供が泣きそうな程ほどに悪いですの。乱暴者のオオカミ気取ってますしね。ただ、誰だれにでも手を出すわけではありませんの。手を出すのはこの三つのとき、本気、つっこみ、照れ殴なぐり』

　そういえば、説明するとき伊達だてめがねかけてたな……りんごちゃんって、かわいいけど変わってるのよね。

『本気は文字通り、むかつくやつというか、悪者をやっつけるとき。これがまあ目立つせいで、涼子ちゃんは乱暴者キャラになっちゃったんですのね。でも、悪者以外はやっつけないんですのよ。堅かた気ぎをぶん殴ったとか、弱い者いじめをしたとかいう話を皆みなさんは聞いたことないでしょうですの？』

　たしかに聞いたことない。だから今も私は怖こわがりもせずに、普ふ通つうについていけてるし。

『次はつっこみおよび、照れ殴り。これはまあそのままですのよね。私とかそのほかの人が馬ば鹿かやったときに、チョップとかゲンコツを落としてくるのがそれですの。痛いですけど、悪くてたんこぶができるくらいですの。私が調子に乗って馬鹿をやる、涼子ちゃん照れてゲンコツを落とす、私が「なにするんですの」と言う、で涼子ちゃんが「うるせー!!」と、まあこれが基本形ですの。相手が男の人の場合はこれがグーパンチになりますの』

　そこまでわかってるなら、ゲンコツ落とされるようなことをしなければいいのに……と思わないでもないけど、りんごちゃんの気持ちが最近わかるようになってきた。大神さんは、いじると結構かわいい反応するし。

『そして、照れ殴り。これは、森野君が一身に受けてるやつですのね。恥はずかしくて、どうにもならないときに、反射的に手が出てしまうと。まあ、一種の甘えですの。だから、馬鹿さえやらなきゃ怖がる必要ないんですのよ』

　それでそのあと、

『ただ、あまりに成長しないというか、甘えっぱなしというか、森もり野の君が可か哀わい想そうなので、もうちょっとだけ素す直なおになってもらおうかなと思うんですのよ……』

　というわけで、大おお神かみさんを少しだけ無視するなんてひどい作戦をりんごちゃんが立てて、私たちもそれに協力することになった。でもそのおかげで、大神さんが森野君の大切さに気がついたらしいと聞いた。

　でも、ここは今は関係ない、早送り。

『……で、それを踏ふまえて本題のツンデレ語講座ですけど、涼りよう子こちゃんは、基本最低限の言葉ですまそうとしますの。なので脳内で丁てい寧ねい語かつ女言葉に換かえればいいんですのよ。最低限必要なことは言ってるはずですし』

　うーん、ということは、

「今暇ひまか？」は『今大だい丈じよう夫ぶ？』に。

「なら、ちょっと顔貸せ」は『ちょっと用事があるから、付き合ってくれる？』

「あー、詳くわしいことはついてくりゃわかる……時間ねーしな」は、『詳しいことは着いてから話すよ。詳しく話すには時間が足りないしね』

　……なるほど。わかりやすいし、そう換えたら怖こわくない。今も、ちらちら後ろを向いて、私がちゃんとついてこれてるか確かく認にんしてくれてるし。

　それに、こんなことも言ってたな。

『それでも怖かったら、犬いぬ耳みみとしっぽでも脳内でつけたらいいんですのよ。あれですの、涼子ちゃんってば、人間に優やさしくされたこともいじめられたこともある、捨てられた子犬みたいなもんなんですの。警けい戒かいして隙すきを見せず、ぐるぐる唸うなってるんですけど、人間を完全に嫌きらいになれてないんですのよ。基本、涼子ちゃんって寂さびしがり屋ですし』

　と言ってたから、言う通り脳内で耳としっぽをくっつけてみよう。

　頭にぴょこんと大きな耳、お尻しりにはふさふさのしっぽをつけて、それが歩くたびフリフリと……うん、かわいいし、すごくしっくりくる。

「……どうかしたか？」

「ううん、なんでもない」

「……そうか、もう着くぞ」

「うん、ありがとう」

「…………ふん」

　大神さんはそっぽを向く。だけど照れてるのかほっぺが赤い。

　私の脳内では、ぶんぶんとふさふさしっぽが振ふられまくってて……ああ、これがツンデレなのかーとか思った。

　う～ん、大神さんって不器用でかわいいなあ。
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　おおかみさんに連れられぜぺっとさんがやって来たのは御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会と書かれたプレハブ小屋だった。

　ボロいプレハブ小屋の中のボロいソファに、ぜぺっとさんはなんとなく落ち着かない様子で座っている。ですが無理もありません。ここは色々な意味で有名ですからね。

　主役三人組、おおかみさん、亮りよう士しくん、りんごさんの三人が所属する御伽学園学生相互扶助協会、通つう称しよう御伽銀行は、生徒たちを相互扶助の精神でもって助け合わせることで、よりよい学園生活を提供することを目的に活動している組織だ。だが、この助け合いというのがくせ者で、御伽銀行に助けてーと来て、助けてもらった人は、いつかできた借りを返すことになる。助けてもらうだけという一方通行な関係は、助け合いではないですからね。しかも、その人の意志や都合なんて関係なしで、貸しを回収されることもあり、便利だけどもできれば関かかわりたくないなーと生徒の皆みなさんは思っているわけです。

　なのでぜぺっとさんはそんな怪あやしげな組織に呼び出されて、おどおどとこの場にいる二人、りんごさん、おおかみさんの顔を交こう互ごに見ていたのだが、話を聞くとほっとしたのか落ち着いたようだった。

「……ということで相談されたんですけど」

「そうですか、基もと雄お君が……」

「で、なんでなんですの？　見たところ嫌きらいになったとかそういうことはないと思うんですけど」

「はい。……嫌いじゃないです。というか……好きです。あ、直接言ったら調子に乗りそうなので、これはここだけの話にしておいてくださいね？」

「わかってますの」

　話を聞くと、ピノキオ君は亮士くんと同じタイプですからね。

「……ということは、そんな態度を取ってるのは、なんか理由があるわけだな」

「なんで、つれない態度を取ってるんですの？　やっぱり前に愚ぐ痴ちってたアイドル関係ですの？」

　すると、今までうつむいてためらいがちに話していたぜぺっとさんが、がばっと顔を上げる。

「そうです!!　基雄君……あんなに私のことを好きだって言っておきながら、あるアイドルの大ファンになっちゃって、写真集からＣＤからＤＶＤから買いまくりで、デートにお金を遣つかわなくなったんです!!　いえ、お金ないならないで、学生なりのデートはできると思いますけど……そのお金のない理由がアイドルに貢みついでいるからとか、許せないじゃないですかっ!!」

「あー」

「たしかにそれはむかつくな」

「しかもそれだけじゃないんです!!」

　ぜぺっとさんの愚ぐ痴ちは続く。

「きれいな人見たら鼻の下伸のばすし！　しかも変な集まりに出てるみたいだし!!」

「……ほほう」

　ここでおおかみさんは脳裏に亮りよう士しくんの姿を浮かべて言った。

「気持ちはわかるぜ……どうしようもないくらいにな」

　そこで気持ちがわかるとか言ったら、おおかみさんが亮士くんのことを……ということになるんですが、今いま更さらですか。

　ていうか、あまりに共感できたんで思わず普ふ通つうに言っちゃったんでしょう。亮士くんはまだ帰ってきてないので、この場にいないですしね。

「だからここらで、私が怒おこってるぞーということをわからせようかなって」

「でも、つれなくされたことはわかっても、どうしてそうされたのかは、わかってないみたいですのよ？　森もり野の君に調べてくれと相談するくらいですし」

「そうみたいですね……でもたしかに回りくどい方法じゃダメか。女心に鈍にぶい人だし」

「…………」

　おおかみさんのぜぺっとさんを見る視線が、いつのまにか仲間を見るものになってます。

　ダメな男に惚ほれた……もとい惚れかけた女の共感でしょうか。

「どうしようかな。口で直接言うのはなんか嫌いやだし」

「そこでですの！」

　ずずいと、りんごさんが身体からだを乗り出す。

「この件、私たちに任せてもらえませんの？　悪いようにはしませんの！」

「いや、でも……」

　クラスメイトとはいえ、りんごさんは悪名高き怪あやしい組織の一員ですしね。ですがそんなぜぺっとさんにりんごさんは言う。

「ああ、貸しのほうはいいですの。ご本人が言ったように、ピノキオ君につけますのよ。それにいい機会なんですのよね」

「いい機会？」

「そうですの。まあ、ごにょごにょごにょ～という感じなんですけど」

　おおかみさんに聞こえないように、りんごさんはぜぺっとさんに耳打ちをする。

「え？　ふんふん、なるほど……うん、わかった。そういうことなら、お願いするね」

「おい、いったいなんなんだ？」

「うふふ～それは知ってのお楽しみですの」

　そんなニコニコ笑え顔がおなりんごさんに、おおかみさんは心の内を隠かくすことなくつぶやいた。

「……不安だ」




　と、なにやら女の子同士で話がまとまった頃ころ、亮りよう士しくんもピノキオ君を連れて歩いていた。

「……というのが原因っぽいス。まあ、赤あか井いさんの予想なんで本当かどうかはわかんないスけど」

「そうだったのか……」

「えーと、ピノキオ君は、ぜぺっとさんにベタ惚ぼれなんスよね？」

「おう！　やっぱりわかるか!!」

　ピノキオ君はきらきらした目で、亮士くんに詰つめ寄る。

「はあ、まあ、ピノキオ君はわかりやすいっスし」

　あなたも人のことは言えませんけどね。

「……ていうか、ピノキオ君って他人の気がしないというか、親近感がわくんスよね」

「……それは俺もだな。お前はなんだか他人の気がしない。だから相談を持ちかけたんだが」

「なんでなんスカね？」

「なんでかな？」

　…………そんな、首を傾かたむけるというわかりやすいポーズで考え込む二人に、答えをお教えしましょう。

　それは、お互たがいラブコメの主人公属性だからです。ヒロインに巡めぐり合うことのできた、とても運のいい男同士だからです。

「まあ、それはともかく、そんなにわかりやすくなってしまうくらい、ゆかりちゃんは最高なんだよ。かわいくてスタイルがよくて、ってのももちろんあるが、なによりもその心だ。温かくて包容力があるというか、安らぐというか……ゆかりちゃんのおかげで、ああ生まれてきてよかったーとか、ああ俺はこの人に会うために生まれたんだとか思ったんだよ」

「うんうん、わかるっス、わかるっス。おれも、涼りよう子こさんに出会うために生まれてきたんじゃないかと、涼子さんの魅み力りよくにくらくらするたびに思ってるんスよ」

　実に青春で思春期で青くせーお二人ですが、ラブコメの主人公なのですから仕方ありません。

「でも……そんなにベタ惚れなのに、なんでアイドルに夢中なんスか？」

　そう亮士くんに問われ、ピノキオ君はちょっと視線をさまよわせたあとで言った。

「くっいや、だってかわいいし…………ゆかりちゃんに少し似てるんだ」

「……なるほど」

「ゆかりちゃんは俺の女神で、だからこそゆかりちゃんの写真をおかずにしたら、自己嫌けん悪おがすごいことになるから、その代わりとして写真集を集めてるんだ」

「その気持ち……痛いほどわかるっス。おれもいくら妄もう想そうの中だろうと、涼子さんを汚けがすのはなんか嫌いやで……だから涼子さんに似たグラビアアイドル見つけたら、なぜかそのページに跡あとがついて、そのページが開きやすくなるんスよ」

　本人はダメだけど似てる人なら大だい丈じよう夫ぶという、微び妙みようすぎる男心です。

「そんなわけで、最初は似てるなから始まったんだけど、今時のアイドルにしちゃ、歌もうまいからＣＤ買って～ついでにグッズもみたいなことをしてたら、今のありさまに……」

　うなだれるピノキオ君。本末転てん倒とうってこういうことをいうんでしょうか。

「だがやめる!!　俺にとって一番大事なのはゆかりちゃんだからな!!」

　まあそんなこんなでピノキオ君は……

「俺が悪かった!!」

　御お伽とぎ銀行地上支店のプレハブ小屋に入るなり土下座しました。すばらしいですね。この潔いさぎよさは男として見習いたいところです。

　だが、ぜぺっとさんはぷいっとそっぽを向いてしまう。

「うおおお～ゆかりちゃん!!」

　つれなくされて、凹へこみまくりのピノキオ君。

「当たり前ですの。土下座程度じゃ乙女おとめ心は癒いえませんのよ……土下座なんてただですし」

　りんごさんらしいお言葉ですが、たしかに土下座はただです。

「というわけで、ピノキオ君。傷ついた乙女心を修復するためには、ただの謝罪じゃ物足りませんの。大謝罪を!!　一心不乱の大謝罪が必要なんですのよ!!」

　なんなんですか、そのすごそうな謝罪は。

「なんだってやる！　なんでも言ってくれ!!」

「では、ピノキオ君……あなたは真ま人間になってくださいですの。そうすればぜぺっとさんも……」

　と、そんなりんごさんの言葉の途と中ちゆうで、

「おう、見ててくれ、ゆかりちゃん!!　うおおお、み　な　ぎ　っ　て　き　た!!」

　御伽銀行地上支店を飛び出して、ピノキオ君は走り去っていく。

「…………どうやって～とか、まだなにも説明してないんですけど」

　りんごさん、ピノキオ君のあほさに、あきれを越こしてちょっと引いてます。

「……基もと雄お君、馬ば鹿かなんだから」

　ぜぺっとさんは恥はずかしそうに、大きな身体からだを丸めて言う。

　まあ、おっしゃる通りお馬鹿ですよね。実に、ラブコメの主人公に向いた性格ではありますが。

「はぁ……じゃすいませんですけど、涼りよう子こちゃんとぜぺっとさんとで連れ戻もどしてきてくれますの？　そのほうがすぐ見つかると思いますし、森もり野の君にはちょっと用があるので」

「はぁ……わかった」

「わかったわ」

　そして、あきれ顔のおおかみさん、恥はずかしそうな顔のぜぺっとさんがピノキオ君を探しに行ったあと、亮りよう士しくんがつぶやいた。

「いや……ピノキオ君、大変っスね」

「な～に他人ひと事ごとみたいに言ってるんですの。森もり野の君もやるんですのよ？」

「えっ!?　おれもっスか？」

「そうですの。だって、ぜぺっとさんがピノキオ君につれなくしている理由と、涼りよう子こちゃんが素す直なおになれない理由が同じなんですの」

「……同じ」

「ですの。なので、ピノキオ君を矯きよう正せいするついでに、森野君にも参加してもらおうかなと」

「……その理由ってなんなんスか？」

　おおかみさんについてのことなので、亮士くんは真しん剣けんな顔になって聞く。

「ん～涼子ちゃんが素直になれないのはいくつか原因があって、一つ目は涼子ちゃん自身の問題。強くないといけないという強きよう迫はく観念に伴ともなう強がり。これはまあ少しずつ解消されてますの。森野君に嫌きらわないでとか言うくらいですし……昔の涼子ちゃんじゃあり得ない言葉ですのよ」

「たしかに、アレは感動だったっス。なんというか、ああ、おれの今までの行動はムダじゃなかったんだ……とか」

　いやまあこれは、ぜぺっとさん視点のときに少し書きましたが、あまりにもおおかみさんが亮士くんに甘えっぱなしで成長しないので、りんごさんと亮士くんの叔母おばである雪ゆき女めさんの発案で、みんなしておおかみさんを無視することにしたのです。

　もちろん、それには亮士くんも無理矢理に参加させられました。そして、おおかみさんは無視されることで亮士くんの大切さに気づき、勇気を出してほんのちょっと素直になって……ネタばらしのあとに泣いちゃったのです。

　で、その素直になったときの台詞せりふが『嫌わないで……』だったのです。

　いやー、あのときのおおかみさんはかわいかったですよねー。

「二つ目は涼子ちゃんを傷つけたあのクソ野や郎ろうのこと。これはまあ、森野君に期待しますの。森野君があのクソ野郎をやっつけるなり、あのクソ野郎より強くなるなりすればまあ、涼子ちゃんもトラウマを解消して、素直になりやすくなると思いますの」

　クソ野郎という乙女おとめにあるまじき言葉を連呼するりんごさんなのですが、実際相手がクソ野郎なので仕方ありません。

「がっがんばるっス」

「そして三つ目、これが今回の話に関係する理由ですの」

「…………」

　身を乗り出し、ごくりと息を吞のむ亮士くん。

「ご存じの通り、涼りよう子こちゃんってば、あんななりでも中身は乙女おとめなわけですの。中一でおおかみの毛皮まとっちゃったもんだから、中身が成長せず中一女子のままで……しかも、私以外の女の子との交流が途と切ぎれちゃったもので、恋愛とかそれ系の情報に触ふれさせなかっ……じゃなくて、触れることがほとんどなかったんですのよ」

「赤あか井いさん、今触れさせなかったって、言おうとしましたっスよね？」

「気のせいですの」

　ちょっぴり本音を漏もらしちゃっても、りんごさんは顔色一つ変えずスルーする。さすがです。

「まあ、そんなわけで涼子ちゃんは、夢見る少女のまま成長しちゃって、少女漫まん画がの王子様とかが好みなんですのよ。でも好みは好みで、実際はそんな人いないし、いてもうさんくさいと現実を理解してますけど……痛い目見てますものね」

　おおかみさんが出会ったことのある王子様っぽい美形は、

　イケメンその１、羊ひつじ飼かい士し狼ろう、おおかみさんのトラウマの元げん凶きようでラスボス。

　イケメンその２、白はく馬ば王おう子じ、おおかみさんを拉ら致ち、亮りよう士しくんによって退治ずみ。

　イケメンその３、大おお路じ明あき弘ひろ、通つう称しようテニスの王子様、王子様として及きゆう第だい点だが、テニス馬ば鹿か。

　イケメンその４、浦うら島しま太た郎ろう、言わずもがな。極度の女好き。変態。

　イケメンその５、犬いぬ塚づかさん、野球部キャッチャーで花はな咲さきさんの女によう房ぼう役、ドＭ。

　イケメンその６、猫ねこ宮みや三さぶ郎ろう、通称猫さん。人助けが趣しゆ味み。頼たよりになるが、おおかみさんのほうが背が高かったり。そしてやっぱり変人。

　……と、六人の内二人がクズ、二人が変態、残り二人も変人と、ものすごいラインナップです。

　正統派の王子様はいません。おおかみさんの男運のなさに涙なみだが出てくるほどです。

「でも、やっぱり理想は王子様なんですのよ。そして、その王子様は……決して公園でおっぱいおっぱいと叫さけびながら走り回ったりしませんの」

　……そんなこともありましたねぇ。

「つまり……森もり野の君が変態なのが、涼子ちゃんが素す直なおになれない三つ目の理由ですの!!」

　ド～ンとかいう擬ぎ音おんを背負わせたくなる感じで、りんごさんが亮士くんを指さす。

「へっ変態ってなんっスか!!　変態って!!」

「森野君は自分が真ま人間だとでも思ってるんですの？」

　えっなに言ってんですのこいつ……なんて顔で亮士くんの顔を見るりんごさん。

「それは……」

「真人間は、涼子ちゃんの手作りおにぎりを食べて、涼子ちゃん由来の乳にゆう酸さん菌きんを摂せつ取しゆできたと大喜びしませんのよ」

「うぐっ」

「あと、涼子ちゃんが入ったあとのお風ふ呂ろの残り湯ではしゃいだり、あまつさえそれをごにょごにょなんて……」

「なっなんでそれを!!」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる亮りよう士しくん。

「乙おと姫ひめさん、ラブホテルのおばちゃんに聞き込みして、さらに森もり野の君と涼りよう子こちゃんの行動を予測してカマかけたんですけど……その反応からしてマジなんですの？　さすがの私もそれは引きますの……」

　名めい探たん偵ていなりんごさん、勝手に推すい理りして勝手に引いてます。

　ちなみに亮士くんがフィーバーしたこのラブホ事件は、犬の散歩中に雨に降られて雨宿りのためラブホに入るというお約束な事件があっただけで、別においしい展開はありませんでした。

「そもそも、変態の集つどいに足あし繁しげく通ってるくせに、今いま更さら真ま人間を気取るんじゃないですのよ。涼子ちゃん、なんにも言わないですけど、あの集まりのことよく思ってないんですのよ？　まあ、普ふ通つうの感覚の女の子なら、そう思うのは当然ですけど」

　変態の集いですからね。そしてその集まりに出ている亮士くんも変態というわけで。

「おれは……変態だったのか」

　そして、自分が変態だということに今更ながら気がついてしまった亮士くん。

　わかりやすく、四つんばいになって沈しずんでいます。

　周りがみんな変態……というか紳しん士し的だったので、それが普通だと思ってたんですよ。

「そう、どっからどう見ても立派な変態さんですの!!」

　さらにりんごさんに追い打ちをかけられ、亮士くんはとことんまで打ちひしがれる。

「……ああ……変態ですいません。…………生きててすいません」

　そんな亮士くんにりんごさんは言いました。

「でも、そんな変態な森野君に朗ろう報ほうですの!!　変態で変態で仕方ない森野君でも、私の言う通りにすれば、涼子ちゃんの隣となりに立ち、幸せにすることができるんですのよ!!」

「こっこんな変態なおれでもっスか!?　いったいおれはどうすればいいんスかぁっ!!」

　限界まで落っことしたあとに、りんごさんはかすかな希望の糸を垂たらしてあげる。落ちるところまで落とされていた亮士くんは、なんの疑いもなくその糸につかまってしまう。

　……りんごさん、変な新興宗教始めたり、詐さ欺ぎ師になったりしないといいんですが。

「そんなもん簡単ですの、真人間になればいいんですのよ!!」

「なっなるほど!!　だからピノキオ君と一いつ緒しよに真人間になれと言ったんスね!!」

「そうですの。そうすれば、涼子ちゃんがデレるのもあとわずかですの!!」

　ぐっとガッツポーズをしながらのりんごさんの言葉で、亮士くんは決意の炎ほのおを瞳ひとみに宿し復活する。

「くうっわかったっス。…………真人間におれはなる!!」

　どこぞの海かい賊ぞくみたいな台詞せりふですね。スケールは笑えるほどダウンしてますけど。

「その意気ですの!!」

　そして、自分の思った通りの方向に誘ゆう導どうできて、りんごさんはとてもうれし楽しそうだ。

「……で、どうすればいいんスかね」

　真ま人間になる方法……変態を直す方法という、都合のいいものがあるのか。

「そうですのね……変態はもう仕方ないので」

「……仕方ないんスか」

　いやりんごさん、一いつ瞬しゆんで真人間になれないってことになってるじゃないですか。今までの前フリはなんだったんですか。

「その変態さを意志の力で押さえ込むんですの。つまり、ほかの女の子を見て鼻の下を伸のばさないということですのね。

　それにこの一いち途ずというのが、王子様の条件のひとつなんですのよ。つーか、ヒロイン以外でナニをおっ勃たてる王子様なんて、王子様失格ですのよ」

　りんごさんはサブヒロイン失格ですけどね。理由は一行前の台詞せりふを読めばわかります。

「おれは涼りよう子こさん一筋ですよ!!」

「でも、ほかの女の子のスカートがチラッと風でめくれたら、思わず見ちゃうでしょう？」

「うっでもそれは……」

　まあ、男の子ですからね。だがりんごさんは言う。

「あなたは少女漫まん画がに出てくるようなイケメン王子様が、鼻の下伸ばしてパンチラを見ている姿を想像できますの？」

「ぐっ」

「ほかにもきれいな人はいる。自分よりスタイルがいい人も、頭がいい人も、お金持ちな人も。でもほかの女には見向きもせず、私だけを見てくれる……これですのよ!!　これが乙女おとめの夢で、乙女心にキュンキュンくるんですのよ!!」

「なっなるほど…………わかったっス！　よそ見せずに涼子さんだけ見てるっス!!」

「あと、王子様はもちろん真人間も、変態たちの集つどいに参加したりはしませんの」

「りょっ了りよう解かいっス!!」

　口ごもりつつも元気よく返事をする亮りよう士しくん。紳しん士したちとの語らいは、亮士くんとしても楽しみの一つだったのだが、おおかみさんと比べればどちらに天てん秤びんが傾かたむくかなど、考えるまでもないのだ。

「おれはやるっスよ!!」

　決意を胸に亮士くんが燃え上がる。

　ピノキオ君と同じく、ラブコメ主人公的反応ですね。

　まあそんなわけで、そのあと、連行されてきたピノキオ君に亮士くんと同じ感じの説明をして、亮士くんとピノキオ君の目指せ真人間!!　生活が始まったのでした。




　……そして始まった瞬しゆん間かんからくじけかけていた。

「日常生活にこんなにも萌もえがあふれていたとは……」

「気にしないようにと考えると、余計に気になるっスよね」

　どうやら知らぬ間に、紳しん士し力りよくを増大させていたらしい二人。

　露ろ出しゆつの減った冬服の女の子たちからさえ、日常に潜ひそむエロティシズムを感じ取ってしまっているようで。

「寒くなってきたよね～ほら」

「ひゃっなにすんのよ！」

「あ～あったかいわ～」

「ひゃっあんっせっ背中から手を抜ぬいて!!」

　とか、

「あーちょっと太ったのよね～」

「食欲の秋のあとだもんね～どれ」

「ちょっお腹なかはつままないでよ!!　いやつまめるほどないんだけど!!　ほんとに!!」

「じゃあ二にの腕うでで我が慢まんしよう。ほうほう、コレはなかなか……霜しも降ってそうな、いいお肉」

「うるさい!!　そういうあんたは……ってなによこの腕の細さ!!」

「ふっふっふっ、腕だけじゃないわよ～。師し匠しようから竜りゆう宮ぐう流瘦そう身しん術を学んでいる私に、死角はない……っていつまで人の腕触さわってるのよ!!」

「いや、なんかふにふにしてて気持ちよくて……私も弟子でしになろうかなー。そういえば二の腕と、胸の柔やわらかさが同じって聞いたことあるんだけど試ためしていい？」

「ダメ!!」

　それを、目で、耳で、鼻で、皮ひ膚ふで、五感に引っかかる萌もえを、二人は意志の力で必死に無視しようとする。

「くっ」

「うう……」

　なにやら歯を食いしばり、声を漏もらしている。そこまで見たいんですか、気になるんですか……と言いたくなりますが、仕方ないかもしれません。

　見るなと言われれば見たく、聞くなと言われれば聞きたくなるのが人間ですよね。

　というわけで、教室内は目や耳に毒すぎる。どこか女の子のいない場所はないだろうかと、二人は人ひと気けのない場所を探して学園内をうろつくことにする。

　そんなとき、紳士の皆みなさん……皆さんおなじみおっぱい大好き三人衆に遭そう遇ぐうしました。

「おっ、森もり野のにピノキオ」

「久しぶりだぜ」

「だね～」

　冒ぼう頭とうの紳しん士しの集つどいでお馬ば鹿かなことを言っていたこの三人のお名前は、猿さる渡わたり、雉きじ野の、犬いぬ塚づかといいまして、おっぱい風紀委員桃ももちゃんの下げ僕ぼくだったりもします。つまりおっぱいに魂たましいを売り渡わたした男たちなのです。

「お久しぶりっス」

「ちーっす」

「……そういえば、最近お前ら顔を出さないな？」

　そう、亮りよう士しくんとピノキオ君の二人は、真ま人間になるために紳士の集まりには参加していないのです。

「ええまあ、かくかくしかじかで……」

　というわけで、亮士くんが現状を説明をする。

　それを聞いた三人は、

「くっ薄はく情じような……やっぱり男同士の友情なんて、女で壊こわれるんだぜ」

「そう言うな。……こいつらは、自分の道を見つけたんだ」

「うん、友達として祝ってあげるべきだよね」

「……そうだな……変なこと言って悪かったぜ。俺らは俺らの道を行く。だからお前らもがんばれ」

「ハイっス!!」

「おう!!」

　麗うるわしき友情です。

「でも惜おしいな、今日は桃ちゃんに服をプレゼントする日だぞ？」

「桃ちゃんのことだから、プレゼントすると着て見せてくれるはずなんだよね」

「そうそう……で、買ってきたのは前に言ってたぴったりセーターと、秘密のいくつかなんだが、それを着た桃ちゃんの姿を見られないなんて、ほんとにほんとにほんと[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]に残念だぜ」

　……気のせいでした。……この人たち絶対、ラブコメってる亮士くんたちに嫉しつ妬としてますね。

　まあ、おおかみさんもぜぺっとさんも、見た目はかわいいですからね。背が二人とも高いので美人といったほうがいいかもしれませんが。

「ぐおおお、気になるっス。桃ちゃん先せん輩ぱい、どんなん着ちゃうんスか!!」

「耐たえろ、耐えるんだ!!」

　お耳がダンボ状態のお二人。ですがどうにかこうにか、理性が勝ちました。

「そうだ森もり野の!!　俺らの女神の名を唱となえて耐えるんだ!!」

「なるほどっス!!　涼りよう子こさん、涼子さん、涼子さん」

「ゆかりちゃん、ゆかりちゃん、ゆかりちゃん」

　だが、おっぱい三人衆の追つい撃げきはさらに続く。

「この間なんて……」

「雉きじ野のっ！」

「はっ!?　……いやすまんな。あまりに楽しかったから思わず口が軽くなっちまったぜ」

「涼りよう子こさん、涼子さん、涼子さん、涼子さん、涼子さん」

「ゆかりちゃん、ゆかりちゃん、ゆかりちゃん、ゆかりちゃん、ゆかりちゃん」

　まったく、もてない男のひがみはみにくいです。

　まあ仮にも紳しん士しなので、陰いん湿しつなものではなく愉ゆ快かいな嫌いやがらせの範はん囲いですが。

　そしてその日から紳士たちは、なぜか亮りよう士しくんやピノキオ君の側そばにやって来ては思わせぶりなことを言ったり、素す敵てきな内容の本をすぐ側で見て感想を言い合ったりと、愉快な嫌がらせをし始めました。

　放課後、亮士くんとピノキオ君が教室でくじけないようお互たがいに励はげまし合っていると、にこやかな笑え顔がおで紳士の皆みなさんがやって来た。その笑顔は悪気がない実に温かなものなのだが……

「森もり野の～いいもん見せてやろう!!　脚あしフェチの脚フェチによる脚フェチのための脚にこだわったスペシャルな自家製写真集だ!!　わざわざ、高校陸上の県大会まで行って撮とってきたんだぜ!!　いやー、さすが走り込んでいるだけあって、いい脚がたくさんあった……これなんかほら」

「おいっ!!」

「あっすっすまん……お前にはもう必要なかったんだったな」

「そうだ、森野はもう俺たちの手の届かないところに行ってしまったんだ」

「……さみしいな」

「ああ……」

「にしても、これいい脚だな……」

「たまらんな……」

「あーあーきーこーえーなーいー」[image: ←]耳を押さえている亮士くん。

　わざとらしい小芝しば居いです。その魔まの手てはもちろん、ピノキオ君にも延びていく。

「ピノキオーいいもん持ってきたぞ。おっぱい三人衆監かん修しゆうのテレビドラマ、バラエティ、ワイドショー、映画などからおっぱいシーンを抜ぬき出した、おっぱい傑けつ作さく選!!　おっぱい星人にはたまらんだろう」

「そうそう、直接見えてはいないが、ちょっとしたところで担かい間ま見みえる谷間やそのシルエット。お色気シーンではないからこその、エロティシズムが満まん載さいだ」

「さすがあの三人だ……」

「うむ、さすがだな……って、いかん、しまった!!」

「ああそうか!!　ピノキオはもう卒業したんだったか!!」

「いやすまないな」

「ほんとうに」

「…………」[image: ←]なんとも言えない顔をしたピノキオ君。

　ここまであからさまだと、もはや賞賛の言葉しか浮かびません。

　いやいや、男たちが馬ば鹿かやるときの、結束力が遺い憾かんなく発揮されてますねー。

「こいつら……」

「ピノキオ君、気にしちゃダメっス!!　手のひらに名前を書いて吞のむんス」

　二人はそれぞれの女神の名前を手のひらに書いて吞み込む。

　……おおかみさんが万能薬になってますね。




　そしてしばらく、亮りよう士しくんたちが元の仲間からの愉ゆ快かいな試練に耐たえ続けていると、唐とう突とつにその試練がやんだ。

「今日は来ないっスね」

「勝ったのか……」

　ほっとする二人……が、それは嵐あらしの前の静けさだった。

「久しぶりだな」

「ジャック!!」

「どうやらラスボス登場のようだな」

　そう、満を持してか、無む駄だな威い厳げんを漂ただよわせた少年、紳しん士したちのボス、遥はるかなる高みを目指すことからその名をいただいた、ジャックさんがやって来たのだ。

　このジャックさん、相変わらず中肉中背で見た目は普ふ通つうなのにもかかわらず、まとったオーラがハンパではない。

「ついてこい」

「ちょっ、どこに行くんスか」

「そうだぜ、ジャック」

「どこに行くかだと？　そんなものは決まっている、お前たちの愛を試ためす場だ」

「俺たちの愛……」

「……っスか」

　そして、二人が連れていかれたのは、御お伽とぎ学園内にある室内温水プールだった。

　なぜか、紳士の皆みなさんが水着で勢せい揃ぞろいしている。

　鯨くじらを模した外観をしたこの建物が建てられた理由は、がんばっている水泳部のためにというものだった。だが、噓うそか真まことかまことしやかにささやかれている理由があった。それは学園長の趣しゆ味み。

　……年中水着姿が見られますからね。

　考えるまでもなく、裏の理由のほうに重きが置かれてますよね。

　室内温水プールという手間もお金もかかるこの施し設せつだが、授業でも使われたりするので、生徒……男子生徒からは、水泳部がひいきされているという声は上がらなかった。

　……年中水着姿が見られますからね。

　ジャックさんがコホンと咳せき払ばらいしたあとに、おもむろに、二人に向けて語り出す。

「ここに案内したのはほかでもない。お前たちが我らとは別の道を見いだす……それはとても寂さびしく惜おしいことではある。だが、だからこそ、仲間の門出を祝うのも、壁かべを乗り越こえようとするのを手伝うのも、同志の、朋ほう友ゆうのなすべきこと……故ゆえに我々は、お前たちが真ま人間になることに協力しようではないか!!　これは去りゆく二人への最後の手た向むけ!!」

「ジャック……」

「ジャック……」

「あともてない男のひがみだ!!」

「……ジャック」

「……ジャック」

　こんな情けなさすぎることを言っても、カリスマの威い厳げんが落ちないジャックさんはさすがです。紳しん士したちの長だけのことはあります。

「心配するな、見届け人ももちろん用意している!!」

　その声と共に現れたのは、満面の笑えみを浮かべたりんごさんと、りんごさんに引っ張られたおおかみさんおよびぜぺっとさんだった。

「おいりんご、そんなに引っ張るな」

「そうよりんごちゃん、いったいなに？」

　それを見た亮りよう士しくんは叫さけんだ。

「りょっ涼りよう子こさん、なんで!!」

「いやまあなんというか……りんごがなぁ」

　おおかみさんの手を引くりんごさんは、こんなおもしろいお祭りに乗り遅おくれてなるものかって顔してますね。ていうか、たぶんですが、このお祭りの主しゆ催さい者でしょうね。

　もちろん、寝ね耳みみに水みずのピノキオ君も動どう揺ようしています。

「ゆかりちゃんも!!」

「いえ、説明もなしに連れてこられて、なにがなんだか……」

　ですが、そんな混乱中の二人を無視して、ジャックさんの話は進む。

「というわけで、どきっ!?　女だらけの水泳大会、ポロリもあるよＩＮ御お伽とぎ学園を開催する!!」

「「なっなんだってー!?」」

　名前だけで伝わってくるあまりに素す敵てきなイベントに、亮士くんとピノキオ君はお約束な感じで思わず声を上げてしまう。

「…………つもりだったのだが、この誘さそいに乗ってくれる女の子がいなかった!!」

　まあそんなことをしてくれるほど仲のいい女子がいたならば、紳しん士しの集つどいで女の子について語ってないですよね。実地訓練してますよね。

「だが!!　それでも二人ほど承しよう諾だくしてくれた。お前たちは、そんな二人の協力の下もと、ある試練に挑ちよう戦せんしてもらう。この試練を乗り越こえられれば……お前たちは、お前たちの女神からの信を獲かく得とくできるだろう!!　そして、その試練の名は……愛のバランスアイランドー!!」

　わーわーどんどんぱふぱふと、水着姿の紳士の皆みなさんが盛り上げる。

　それにしても、お色気バラエティのノリですね……。

「試練の内容だが、人はバランスを取るときに手を広げるが、そのときにまっすぐ遠くを見るほど、よりバランスを取りやすくなる。自転車に初めて乗るときのコツもそうだな。

　試ためしに目を閉じ片足で立ってみるといい、一気に難易度が増す。つまりバランスを保つには、視線を一点に集中する必要があるのだ。故ゆえにあれだ!!」

　ジャックさんが芝しば居いがかった仕種しぐさで指をさす。その先には、25メートルある室内温水プールの真ん中辺りに、二つの円形の小さな島のようなものが浮いていました。

「二人にはアレに乗ってもらう。向きは彼女たち二人のほうを向いてだ。ただあの上に立つだけなら問題ないはずだ……だが、その横には、お前たちの視線を奪うばおうという刺し客かくがいる。つまり、お前たちが意識を彼女たち二人から刺客のほうに向ければ、バランスを崩くずし水の中に落っこちる。だが、誘ゆう惑わくに打ち勝ち、水に落ちずに彼女たちを見つめ続けることができれば、つまりこの愛の試練に打ち勝つことができれば、その想おもいは彼女たちに伝わるに違ちがいない!!」

　愛の試練とそれっぽいことを言われれば、ラブコメの主人公属性であるお二人は燃え上がります。

「なるほど……俺のゆかりちゃんへの愛を見せてやる!!」

「おれもっス!!　涼りよう子こさん見ててくださいっス!!」

「くっくっくっ、その威い勢せいがいつまで続くか……ちなみに発案は、御お伽とぎ銀行所属赤あか井い林りん檎ご君だ!!」

「りんご、またお前かっ!!」

　おおかみさんが叫さけぶが、りんごさんは天使の微笑ほほえみでそれをスルーする。

「構想を話したら、ジャックさんたちが、一晩でやってくれましたの」

　どこぞのジェバンニもびっくりです。

「いやいや、こんなおいしい……もとい、友情のためならば、徹てつ夜やの一つや二つ、苦労の内に入らない」

「さすがですの～!!」

「ふっふっふっ」

「おほほほほ」

　どう考えても悪者な二人に、おおかみさんはぼやく。

「……なんでいっつもこう、くだらねーことばかり……」

　まあ、りんごさんですから仕方ない。

　というわけで、始まった愛の試練という名の、馬ば鹿かイベント。

　ではこちらに～と、おおかみさんとぜぺっとさんは、用意された椅い子すに座る。

　その間に亮りよう士しくんとピノキオ君の二人は、水着にお着き替がえ。男なので着替えシーンはありません。ちなみに水着は見苦しくないようトランクスタイプです。

「涼りよう子こさん見ててくださいっス！」

「ゆかりちゃんも見ててくれ、俺の勇姿を!!　そしてどれだけ俺が真ま人間になったのかを!!」

「ふっふっふっ、真人間を名乗るなら、この試練を乗り越こえてからにしろっ!!」

　亮士くんとピノキオ君は、ジャックさんとなにやらラストバトル前っぽい会話をしながら、プールの中心辺りにぷかぷかと浮かぶ島に泳いでいく。そして、紳しん士しの皆みなさんに協力してもらいながらその上に乗った。

　水の中を見ると、流れていったり、簡単に方向が変わってしまわないように、ヒモに繫つながった重りが沈しずんでいるようだ。

　その上で、足を開いて踏ふん張り、手を広げ、水着姿の亮士くんとピノキオ君はそれぞれの女神のほうを見てバランスを保つ。

　そんな二人の勇姿を見て、おおかみさんは言った。

「帰りてぇ」

　気持ちはわかりますが、もう少し我が慢まんしてください。

「では始めましょうですの」

「うむ、そうだな」

　りんごさんはいつの間にかジャックさんの隣となり、アシスタント的なポジションに収まっていました。

「ではまず一人目の美少女は……こちらだっ!!」

　マントをまとって現れたのは……

「くっくっくっ、聞いたわよ……実におもしろいことになってるじゃない」

　ツインテールがチャームポイント。ロリでぺったんこなミニマムボディ、そして毒舌と、どこかの誰だれかとキャラがモロかぶりな宇う佐さ見みさんだった。

「かぶってないですの!!」

「かぶってないわよ!!」

　えーまあ、それはともかく、宇佐見さんです。

「ふっあいつらにはさんざん煮にえ湯ゆを飲まされてるから、今日はその意い趣しゆ返がえしに来たわ!!　そう、私の魅み力りよくで森もり野のをめろめろにして、二人の関係めちゃくちゃにしてやる!!　私はそのためにこんな馬ば鹿かなイベントに参加することにしたのよ!!」

　さすが、宇う佐さ見みさん。本編では敵かたき役、映画版では仲間役という立ち位置がありありと想像できるほどの、素す敵てきなライバルキャラっぷりです。

　そんな宇佐見さんに、新生宇佐見さんファンクラブの面々が歓かん声せいを上げる。

「さすが宇佐見ちゃん!!」

「黒いぞー!!」

「さいてーだ!!　だがそれがいい!!」

「うるさいわよっ!!」

　相変わらずマニアックというか変な趣しゆ味みの人ばかり、宇佐見さんの周りには集まっているようです。

「ともかく、この宇佐見美み々みちゃんの魅み力りよくに酔よいしれなさい!!」

　ばさーっとマントを脱ぬぐと、そこには水着姿の宇佐見さんが。

「「「「「おおー!!」」」」」

　室内プールに響ひびき渡わたる紳しん士したちの歓声。宇佐見さんは亮りよう士しくんを悩のう殺さつしようとマイクロビキニを着用していた。

「いやぁ。この時期に見る水着もすばらしいなぁ」

「小さい秋もいいが、時期のギャップというのもいいもんだ！」

「レアだからな。旬しゆんもいいが、旬を外れているのもコレはコレで！」

「真冬に部屋をガンガンに暑くして食べるアイスは、格別にうまいんだよ」

　宇佐見さんはもちろん美少女です。陸上部でちゃんと活動しているので引き締しまってますし、背は低いですが均整の取れた身体からだつきをしています。まあ、胸はないですが……それを補ってあまりある魅力があり、紳士たちの歓声がそれを証明しています。

　ですが……

「…………」

「…………」

　まったく反応しない亮士くん＆ピノキオ君。プールの上で、おおかみさんとぜぺっとさんのほうを見つめ、微び動どうだにしない。

「……これでどう～？」

　宇佐見さんがセクシーポーズを決める。

「「「「「おおおお!!」」」」」

　歓声を上げる紳士の皆みなさんだが、

「…………」

「…………」

　やっぱり反応しない亮士くん、ピノキオ君。

「うっふ～ん」

「「「「「おおおお!!」」」」」

　歓かん声せいを上げる紳しん士しの皆みなさんだが、

「…………」

「…………」

　またまた反応しない亮りよう士しくん、ピノキオ君。

　その後も同じようなことが続き、宇う佐さ見みさんがとうとう切れた。

「きーっ!!　なによそれっ!?　この宇佐見美み々み様がここまでサービスしてるってのに、なにが不満だってーのよ!!」

　地じ団だん駄だを踏ふむ宇佐見さん。そんな宇佐見さんに視線を向けることすらせず、

「いや、おれロリコンじゃないんで」

　びしっと亮士くんが真顔で言うと、

「おれはおっぱい星人だ」

　同じくピノキオ君も真顔でそう言う。

　まあ、おおかみさんは背が高いですし、そんなおおかみさんが好みド真ん中なというか、ド真ん中になってしまった亮士くんはロリコンじゃあないのです。

　ピノキオ君はまあ、そのままです。ぜぺっとさんは背も高いですが、スタイルもよくて身体からだのボリューム感もすごいですからね。

　そんな二人に、りんごさんがなぜか勝ち誇ほこった顔でにやにやしながら言った。

「前座はこのあたりで終しゆう了りようですの」

「なに、前座扱あつかいしてんのよっ!?　どう考えてもメインでしょうがっ!!」

　キャラがかぶってるからか、近親憎ぞう悪おだからかなんだかわかりませんが、とってもそりの合わないお二人ですので、宇佐見さんがこんな扱いをされると、りんごさんが喜ぶのです。性格悪いです。

「ふっ」

　あ、今りんごさんが鼻で笑いました。ものすごい性格の悪さです。

「むき[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　そんな宇佐見さんを新生宇佐見さんファンクラブの面々が慰なぐさめる。

「まあまあ、落ち着いて宇佐見ちゃん」

「俺たちは大好きですよ」

「そうそう、貧乳はステータスなんですよ」

「希少価値があるんですよ」

「あんたらみたいな、オタクやらロリコンやらに好かれたってうれしくないのよ!!」

　宇佐見さんがギロリと睨にらむ。だが……それは新生宇佐見さんファンクラブの面々にとってはご褒ほう美びにしかならない。

「はぁはぁ…………いいなあ、このきつさ」

「ああ、美少女になじられるとドキドキするよな」

「黒さと見た目のギャップがすばらしい……ふぅ」

　この新生ファンクラブには、美少女にののしられたいとかそんな感じの病やんだメンバーが集まっています。ロリコンとドＭばっかりです。

「あのすみません、このロリコンどもめって言ってもらえませんか？」

「このロリコンどもめっ!!　って、なに言わせんのよっ!!」

　宇う佐さ見みさんって結構ノリがいいですよね。

「つーか、なんで私に近づいてくる男はこんなやつばかりなのよっ!!」

　たぶん宇佐見さんの性格のせいですよ。

「ま、それはそうと、さっさと出てってくださいの。あとがつかえてますので」

「くっそー!!　あんたら覚えてなさいよ[image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　ファンクラブの面々に囲まれ、宇佐見さんが室内プールを出ていく。

　お約束すぎる捨すて台詞ぜりふが素す敵てきです。

　まあ、そんな前座のあと、

「だから前座って言うんじゃないわよ!!」

「いや宇佐見ちゃん、もう行きましょう」

「ちくしょーっ!!」

　……真打ちが登場しました。

「…………桃ももちゃん、お願いします」

　エロ風紀委員、桃ちゃんでした。

「はぁ～い」

　桃ちゃんの登場に、ふたたび紳しん士したちの雄お叫たけびが室内プールにこだました。

「「「「「うおおおおおおおおっ」」」」」

　宇佐見さんのときもなかなかにすごかったが、桃ちゃんの場合は桁けたが違ちがった。

　なぜなら……

「ヒモだ！」

「ヒモだぜっ！」

「ヒモだねっ！」

「ヒモじゃあ!!」

「ヒモッ!!」

　そうヒモでした。いやもうアレを水着と呼ぶのは、水着に対する冒ぼう瀆とくなんじゃないかってくらいヒモでした。一応大事な部分は隠かくれてますが、やっぱりヒモでした。

　この桃ももちゃん、風紀委員のくせして、自分が一番風紀を乱してるんですよ……その身体からだで。

　まあ、すごいスタイルしてますからね。ぼんきゅっぼんですよ。

「なんか、ここに来たら温水プールを独ひとり占じめできるって聞いたんだけどぉ？」

「これが終わったら、好きにしていいですのよ」

「そうなの？」

　なんて桃ちゃんの登場に、亮りよう士しくんとピノキオ君はギリギリどうにか耐たえている。

「耐えろ森もり野の、ここが正しよう念ねん場ばだぞ」

「耐えるっス」

　……個人的には、こんなことを言ってるだけでアウトだと思います。

　ただ幸いなことに、おおかみさんもぜぺっとさんも、桃ちゃんを見て度ど肝ぎもを抜ぬかれていたので大だい丈じよう夫ぶでした。

「あいかわらず、すげぇ」

「噂うわさには聞いてたけど……」

　おおかみさんとぜぺっとさんは呆ぼう然ぜんと桃ちゃんを眺ながめる。

　ぜぺっとさんは長身で胸も大きく、かなりスタイルがいいほうなのだが……アレにはただ驚おどろくだけしかできないようだ。

　その後、ノリのいい桃ちゃんは、紳しん士しの皆みなさんに請こわれるがままにセクシーポーズを決めていく。

「視線をこっちください!!」

「こう？」

「うっ腕うでを組んで!!」

「は～い」

　それが聞こえるだけに、亮士くんとピノキオ君は大ピンチ。アレが気にならない男はいませんよ。

「ぐぐぐぐ」

「ぎぎぎぎ」

　いや、歯ぎしりするぐらい見たいんですか……いやまあ気持ちはわかりますが。

「おっおれはもうダメっス」

「耐えるんだ、耐えるんだ森野!!　お前の想おもいはその程度か!!」

「くっ……涼りよう子こさんは宇宙一!!」

「そうだ、その調子だ！　……だが、このままでは厳しいか……こっこうなったら、禁じ手を使うしかない!!」

「きっ禁じ手っスか？」

「お前は大おお神かみの水着姿を見たことがあるか？」

「あるっス!!」

「ならばその姿を脳裏に思い浮かべろ!!　いくら桃ももちゃん先せん輩ぱいの水着姿がすごかろうと、最愛の女神の水着姿を超こえることはない!!」

「はっ!?　その通りっス!!」

「いくぞ!!」

「ハイっス！」

「うおおおお!!」

「はあああっス!!」

　主人公が必殺の技わざを繰くり出す際、パワーをためてるときに出してそうな雄お叫たけびを上げる二人。

　※なにやらバトル物でありそうな会話と光景ですが、ただ自分たちの好きな女の子を脳内で剝むいて水着にしているだけです。

「なっなんだこの視線は……つい最近浴びたことがある気がする」

「なんだか、身体からだが熱くなってきたわ」

　その視線に、おおかみさんとぜぺっとさんはびりびり震ふるえ居い心地ごこちを悪そうにする。

　まあ、憎にくからず思っている相手にここまでじろじろ見られたら、なんかもやもやしますよね。

　が、ここで本日最大の歓かん声せいが響ひびいた。

「女め豹ひようのポーズお願いします!!」

「こうかしらん？」

「「「「「うおおおおおおおおおお」」」」」

　窓ガラスが振しん動どうし、水面が揺ゆれるほどの歓声。

　女豹のポーズとは、まあ四つんばいになって、こう色々と素す敵てきなことになっているポーズのことです。桃ちゃんがやるとすごいんです。

「くっ意識が持っていかれそうだ!!」

「これほどまでに強大なオーラは初めてっス」

「だが負けん……俺たちは負けるわけにはいかないんだ!!」

「さっ最後の力を!!」

「振ふり絞しぼる!!」

　※なにやらバトルものでありそうな会話ですが、ただ桃ちゃんを見ないように耐たえているだけです。

「おおおおおお!!」

「はあああああ!!」

　そして二人はピカッと光…………ることはありませんでしたが、いつのまにか穏おだやかな顔をしていました。

「おお、アレこそは!!」

　ジャックさんが驚きよう愕がくの表情を浮かべながら言う。

「穏おだやかな心を持ちながら、激しい愛によって目覚めたスーパー紳しん士しだ!!」

「おお……」

「アレが伝説の……」

　そんな盛り上がっている紳士の皆みなさんの反応に、おおかみさんがあきれ顔で言った。

「…………なんだそりゃ」

　……まあ、そりゃそうですよね。

　男の子にとっては共通の話題なんで、紳士の皆さんはノリにノってるみたいですが。

　あ、りんごさんは女の子のくせに悶もだえてます。

「ああ……なんて楽しいんですの？　ここまで愉ゆ快かいなリアクションしてくれるとは思いませんでしたの」

　まあ、そんなりんごさんはともかく、悟さとりを開いたような穏やかな顔で、ピノキオ君と亮りよう士しくんはそれぞれの女神に言った。

「ゆかりちゃん、俺のためにぴっちり身体からだのラインが出る薄うす手でのセーターを着てくれないか？」

「涼りよう子こさん、おれは黒タイツを穿はいて欲しいっス」

　……いや、よりダメになってませんか？

　だが、その姿にジャックさんは感かん銘めいを受けているようで。

「すばらしい……お前たちの勝ちだ!!　君たちも見ただろう？　どんな誘ゆう惑わくにも幻げん惑わくされず、本能に打ち勝ち、君たち二人を見続けた彼らの勇姿を!!」

「いや、たしかにオレらのほうを見てるが……」

「穏やかな顔であんなことを言うって、前よりダメになってるでしょ？」

　ですよねー。

「それに結果的には向こうを見なかったけどよ」

「桃ももちゃん先せん輩ぱいのほうが気になって仕方なかったみたいだし」

「否いなっ!!　断じて否っ!!」

　だがジャックさんは反論する。

「胸、腰こし、尻しり、髪かみ、指、太もも、ふくらはぎ、くるぶし、うなじ、鎖さ骨こつ、二にの腕うで、女性はもう存在自体が芸術である!!　我らが女性が気になるのも、女体について語り合うのも当然のこと。絵画や音楽、彫ちよう刻こくなどの芸術について語り合うのとなんら変わりないことなのだ!!　むろん、そこに邪よこしまな感情があることは否定しない。我らは男だからな……しかしだ。我らは女の子を傷つけない……なぜならば紳士だからだ!!」

　そこで芝しば居いがかった動作で、ジャックさんは亮士くんたちを指さす。

「彼らもそうだ。いや彼らのほうが辛つらい戦いを強しいられているだろう。なぜなら彼らは好きな女の子を……自らの欲望のぶつけ先を見つけてしまったのだから。だが紳しん士しである彼らは、好きになった女の子を傷つけることをよしとせず、意識をほかに向けるのだ。しかし、それでも漏もれてくる想おもいがある。故ゆえに、好きな子に似ているグラビアアイドルを好きになったり、好きな子と同じ体型が好みになったりするのだ。そう、運命を見つけた男は、日常生活で垣かい間ま見みたすべてのエロスを、チラッと見えた脚あしを、胸むな元もとを、好きな女の子のものに脳内で変へん換かんしているのだ!!」

　くわっと目を見開き叫さけぶジャックさん。

「そう、男はチラリポロリのその先に、好きな女の子を見ているのだっ!!　故に、桃ももちゃんのおっぱいに意識を持っていかれそうになっても、それは君たちへの想いが噓うそであるということには繫つながらないのだっ!!」

　堂々とジャックさんが宣言する。さすがです、ムダにカリスマ性と説得力があります。

　……が、

　最後の「だっ!!」を言い終わったあたりで、おおかみさんを見て、桃ちゃんを見て、

「…………」

　じっくりと二人を見比べ、少しの間沈ちん黙もくしたあと言った。

「……すまん、少々無理があったかもしれん」

「どういうことだ、こらぁ!!」

　まあ、ペタンなおおかみさんと、ぼよよんな桃ちゃんじゃ、残念ながら違ちがいすぎますよね。

　平野と山地を比べるようなものですし。

「それにだ!!」

　あ、スルーしました。

「途と中ちゆうは桃ちゃんに意識を持っていかれそうになっていたかもしれないが、最後は……今はもう眼中になくなっているだろう？　あの穏おだやかな顔を見ろ、もう君たちのことしか目に入っていない」

　たしかになにも聞こえていないかのように、亮りよう士しくんとピノキオ君はただただ穏やかな顔でそれぞれの女神を見つめている。

「君たちしか見ていないからこその、あの言葉だ。男が持つ欲望をよそに向けないということは、すべてを君たちに注ぐということなんだからな。だが安心していい、君たちを傷つけないために大部分は意志の力で押さえ込んでいるようだからな……彼らこそ、真の紳士よ」

「漏もれた残ざん滓しだけでアレとは……」

「すさまじい紳士力だ」

　まあ、穏やかな顔してぴったりフィットのセーター着てくれとか、黒タイツ穿はいてくれとか言ってましたからね。

　そのとき、ピノキオ君が口を開いた。

「ふっ、俺はゆかりちゃんを汚けがすのが怖こわくて、そして大事だからこそまだ一線を越こえるつもりはなかった。だが、ゆかりちゃんの魅み力りよくは増す一方……だから、ある意味現実逃とう避ひ的にアイドルに手を出した。自分の意識を少しでも分散させるために。ほかの女の子に目をやったのもそう。だが見ての通り、ゆかりちゃんのためならばそんなもの、意志の力で押さえ込める。見ないでいられる。……なぜなら、この世で一番大切なのはゆかりちゃんだからだ。ゆかりちゃんが言うならば、これから俺はゆかりちゃんだけを見る。それでいて、ゆかりちゃんのあまりの魅力にわき上がる衝しよう動どうには、耐たえきってみせよう」

　ピノキオ君は穏おだやかな顔で、そう宣言する。小こ柄がらな身体からだが、その覇は気きで大きく見えます。

「……だから……つれなくしないでください！　また俺とデートしてください!!」

　そんなピノキオ君に、ぜぺっとさんは聞いた。

「……どんな格好で？」

「ぴっちりしたセーター着て!!」

　男……いや漢おとこです。

　そんなピノキオ君をぜぺっとさんはしばらく見つめたあと……大きく、ため息をついた。

「…………ふう、わかったわ」

「本当かっ!?」

　ものすごくうれしそうな顔をするピノキオ君。きらきらと素す敵てきな笑え顔がおを浮かべてます。無む垢くな少年の笑顔です。

「…………はあ、こんな基もと雄お君がかわいく見えてしまうのは、惚ほれた弱みというやつかな」

　ぜぺっとさんが苦笑する。

「うおおお、やったぜー」

　大喜びのピノキオ君、ですが未いまだ浮うき島しまの上なので、口以外はおとなしめです。……いつまでやってるんでしょうか。

　そしてお次は亮りよう士しくんの番。

「いやまあおれの言いたいことはピノキオ君が言ってくれたんスけど……」

　亮士くんがおおかみさんを見つめる。

「おれにとっても涼りよう子こさんが一番。涼子さんが望むなら、あの集まりには出ないっスし、ほかの女の子も見ないように努力するっス。だから、そのかわりに……涼子さんを見てていいっスかね。あとできれば、おれ好みの格好をしてくれたら、よそ見なんてできなくなるんじゃないかなーとか、特に黒タイツがいいかなーとか」

　亮士くんが不安と期待をごちゃ混ぜにしたような目で、おおかみさんを見る。

　おおかみさんは上うわ目めづかいでむーと睨にらむが、亮士くんもうるうるとした目で訴うつたえる。

「…………」

「…………あーわかった」

　あ、おおかみさんが根負けしました。

「気が向いたら穿はいてやる。だから、その……お前もわかったな!!」

　これはあんまりよそ見するなということでしょうね。

「あと、あの変な集まりに出ることも許してやる……お前のせっかくできた友達なんだろうしな」

　しかも、紳しん士したちの集会に参加してもいいなんて、おおかみさんも丸くなったもんです。

「ありがとうございますっス!!」

「……ふん」

　希望やら愛やらなんやらで、きらきらしてる亮りよう士しくんと、真っ赤になってるおおかみさん。

　いい光景です。

　そんな光景を見ながら、りんごさんはジャックさんに言った。

「これで、涼りよう子こちゃんの王子様願望というか潔けつ癖ぺき症しよう気味のところは、また少し緩かん和わされましたの。……私としても、とても楽しめましたし大成功でしたの。それもこれもジャックさんたちのおかげですのよ」

「いや、それはこちらの台詞せりふ……いいものを見せてもらったからな」

　これは桃ももちゃんのナイスバディか、今のおおかみさんたちのやりとりかどちらでしょうか……まあ、どっちもでしょうね。ただ割合は８対２とか９対１とかでしょうけど。どっちがどっちかは言うまでもありません。

「それに男として、他人ひと事ごとではないからな。少女たちが王子様を求める心、それはわからないでもない。男も理想を追い求めてしまうからな。だが、理想は理想、現実は現実。……そう、現実の人間は皆みな変態なのだ。だから問題はその衝しよう動どうを抑おさえられるかどうか。そして彼らは見事に抑えきってみせた。いくら中身が超絶ド変態であろうと、それを表に出さなければ、人間としてなんら恥はじることはない。心の中は外から見えないからな。そして、見えなければ、それは普ふ通つうの人となんら変わらない。つまり彼らは過か酷こくな試練を乗り越こえ、真ま人間になったのだ」

　要するに臭くさいものには蓋ふたをということですね。

「いい話ですのー」

　ハンカチで目め尻じりを押さえているりんごさん。いや、あなた本気ですか？

　しかしまあ、どうにか話がいい感じにまとまり、今まで空気を読んで口を挟はさまなかった桃ちゃんが言った。

「これで一件落着かしらん？　じゃあ、一泳ぎしちゃいましょう」

　そして、桃ちゃんがプールに向けて一歩歩き出した瞬しゆん間かん、桃ちゃんのおっぱいがぼよよんと揺ゆれ……桃ちゃんの大ボリュームを支えていた水着、というかヒモがぷちんと切れた。

　あのヒモでは、桃ちゃんのわがままボディを押さえきれなかったのだ。

「あらん？」

　こぼれ落ちる桃ももちゃんのおっぱい。

「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおっ!!」」」」」

　この場にいるすべての紳しん士しの顔がババッと桃ちゃんのほうを向き、すべての視線が桃ちゃんに集まった。

「ちょっ!?　桃ちゃん先せん輩ぱい、なんでそんなに平然としてるんですのっ!?」

「まあ、減るもんじゃないじゃない？」

　りんごさんのつっこみにも動じず、桃ちゃんはぽろりとしたまま平然としている。

「いいから隠かくしてくださいですの!!　つーか、退場ですの退場!!」

「あらん、もう、りんごちゃんそんなに押さないで……」

　りんごさんに押され、桃ちゃんが強制退場させられていく。

「「「「「あざーっす!!」」」」」

　そんな桃ちゃんにありがとうを言う紳士の皆みなさん。これほどまでに心のこもったありがとうは、そうそう聞けるもんじゃないです。

　桃ちゃんが消えたあと、紳士たちは思い思いに語り合う。

「……いやぁ、いいもん見たなあ」

「ああ、ほんとに」

「俺は今日の光景を一生忘れない」

「すごかったよなぁ」

「いやぁ、ほんとっスよ……はっ!?」

「まったくな……しまっ!?」

　ばっしゃーん

　ぼっちゃーん

　……まあ、『すべて』にわざわざ傍ぼう点てんを振ふっていた通り、『すべて』の中には亮りよう士しくんとピノキオ君が入っていまして……

「…………」

「…………」

　桃ちゃんのポロリを見たことでバランスを崩くずし、プールに落っこちた二人が、水面から顔を出すと、二人を見るおおかみさんとぜぺっとさんの視線は氷点下だった。

　二人は温水プールだというのにがたがた震ふるえ出す。

「いやっ、そのっ」

「これはっスね」

　二人だけを見つめ続けると宣言した直後にこれですからね、そりゃこうなりますよ。

　そして、

「…………」

「…………」

　……おおかみさんとぜぺっとさんは無言でその場を立ち去る。

「うわー涼りよう子こさん!!　行かないでくださいっス!!」

「ゆかりちゃん、かむばーっく!!」

　あーまあ、なんというか……おあとがよろしいようで。




　あのお馬ば鹿かな試練の翌日。

「森もり野の……大おお神かみと話したか？」

「口を利きいてくれないどころか、目も合わせてくれないっス。久しぶりに透とう明めい人間の気分を味わってるっス」

「俺もだ」

「…………」

「…………」

「「……はぁ」」

　亮りよう士しくんとピノキオ君は思いっきり打ちひしがれていた。

　そんな二人の周りには、なにやらニヤニヤしている紳しん士しの皆みなさんが集まっている。

「こんなこともあるわな!!」

「まあ、がんばれ!!」

「お前たちには、俺らがついてる!!」

「そうそう、女は星の数だけいるんだ……つかめるかどうかは別だがな！　むしろつかめないから星なんだけどな!!」

　まるで他人ひと事ごとです。実際他人事ですしね。

「そうそう、人の夢と書いて儚はかないと読むし」

「辛つらいに横棒を一本足せば、幸せという字になるんだよ」

　それにしてもひどい。どこかで聞いたことのある言葉ばかりで、言葉の軽さがすごいことになってます。慰なぐさめる気ゼロです。

　相変わらず、もてない男のひがみはみにくいですね。

「……うう、涼子さん」

「……ゆかりちゃん」

　まあ、というわけで、しばらくの間自分たちの女神に思いっきり無視されることになった、主人公体質のお二人なのでした。


めでたくなしめでたくなし
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　　　田た貫ぬきさん宇う佐さ見みさんのせいでカチカチになって覚かく悟ごを決めることになる







　ある、うららかな朝。柔やわらかな日差しと小鳥のさえずりの中、田貫さんは目覚めた。

　田貫さんは寝ねころんだまま伸のびをする。その拍ひよう子しに波打つ茶色の長い髪かみが流れる。

「うう～ん」

　白い肌はだ、華きや奢しやな身体からだつき、整った顔立ち。朝の光がそれらを淡あわく輝かがやかせ、まるで映画のワンシーンのよう。なんかもう、見た目は完全に美少女の朝の目覚めって感じなのですが……田貫さんはなんというか、ついてます。凸でこ凹ぼこで言ったら、凸のほうで、残念なことにお釜かまさんなのです。

　そんな美少女？　な田貫さんは、今何時だろうと目覚まし時計に手を伸ばそうとし……

　むにっ

　……なにやら柔らかくてすべすべなものに触さわった。

「…………」

　なんだろう……と田貫さんはそれをぺたぺたと触る。

「う……ん」

　そのなにかが鳴いた……というか、声を出した。

「…………」

　田た貫ぬきさんは無言のまま横を見ると、そこには肌はだ色いろの物体が。

「……………………………………」

　その物体……頭部から生えた長い毛が、左右でしっぽのようにまとめられている生き物はというと。目は二つに鼻は一つに鼻の穴は二つに口は一つに耳は二つに……とまあ、それはなんというか何度見直しても人でした。しかも女でした。雌めすでミスで♀で染色体にＸが二つある生き物でした。

　肌色なのは裸はだか族か、露ろ出しゆつ狂きようなのか、寝ねている間になんらかの事態で脱ぬげてしまったのか、それとも……田貫さんが混乱しまくりながら、その生き物の寝ね顔がおを見ていると、

　その生き物、宇う佐さ見みさんがぱちっと目を開けた。

「…………」

「…………」

　無言で見つめ合う二人。

「…………おはよ」

　目の前にある田貫さんの顔を見て、宇佐見さんは寝ぼけ眼まなこでとりあえずおはようの挨あい拶さつをする。

「…………おはよう」

　田貫さんも同じく、とりあえず挨拶を返す。

　二人は肩かたが肌色です。つまり上半身は裸っぽい。

　というわけで、二人は同時に布ふ団とんの中を覗のぞいた。

「…………」

　田貫さんは無言で自分の身体からだを見下ろす。下も肌色でした。布的なものが見当たりませんでした。

　胸がぺったんこですし、ナニがとは言いませんがついてました。

「…………」

　こちらもやはり、無言で自分の身体を見下ろす宇佐見さん。やっぱり肌色で布的なものは見あたりませんでした。胸はやっぱりぺったんこで、当たり前ですがナニはついてません。

　お釜かまでふわふわロングな田貫さんと、ロリでツインテールな宇佐見さん。

　この二人の出会いは、以前に田貫さんが地じ蔵ぞうさんの想おもい人びとである花はな咲さきさんに惚ほれてしまい、それを知った地蔵さんが花咲さんを取られてしまうと宇佐見さんに相談し、宇佐見さんが地蔵さんのために田貫さんのことを調べたことに始まります。その後、まあ色々あって、地蔵さんと花咲さんが恋人同士になり、田貫さんが失恋し、そのやけ食いになぜか宇佐見さんが付き合うことになって、気がつけば腐くされ縁えんな二人となっていたのです。

　そんな感じの関係なので、ベッドの上で二人とも全ぜん裸らなんてあり得えないわけで……なにも着てないことに気がついた二人はお互たがいに顔を見合わせ、そして悲鳴を上げた。

「きゃ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　……田た貫ぬきさんが。ついでに手で胸も隠かくしてます。

「いや、そこで悲鳴を上げるのは私でしょ」

　冷静につっこむ、宇う佐さ見みさん（全裸）。

「なななななんでこんなことにっ!?」

「とりあえず落ち着いて」

「おちおち落ち着けるわけがががが」

「いいから落ち着きなさい!!」

「きゃうっ!?」

　バグる田貫さんを、宇佐見さんはチョップ一発で黙だまらせる。

「うう……いたいですわ」

「あーうー、頭ががんがんする」

　頭をさする田貫さんの横で、同じく頭に手を当てる宇佐見さん。

　いきなり大声出すからですよ。

「……けど、そうも言ってられないわね」

　まあ、朝ちゅんですからね。

「というわけで、まずは昨日のことを思い出すわよ」

　そして宇佐見さんは、そう言って痛む頭を押さえつつ昨日のことを思い出し始めた。
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「ちくしょーですわ!!」

「あーはいはいそうね、ちくしょうね」

　田貫さんと宇佐見さんがわいわいやっているのは、田貫さんの部屋。二人は三年生に進級しても相変わらずです。どうやらまた失恋してやさぐれた田貫さんのやけ食いなんかに、宇佐見さんが付き合っているのでしょう。まあ、いつものことです。

　田貫さんの住まいは、とある学生マンションにあります。

　御お伽とぎ花ばな市しはよそから学生がたくさん来るので、そういう学生マンションや寮りようや下宿が充じゆう実じつしているのです。

　そして田貫さん、また男にふられたようです。

　恋多き乙女おとめ？　である田貫さんですが、見た目美少女なのに告白は連戦連敗。なぜなら田貫さんは、まずついてるとカミングアウトしてから告白するんですよね。まあ、そうしないと、あとでお互たがいに辛つらいことになりますからね。

　田た貫ぬきさんは……お釜かまなことを除のぞけば、すごく常識人でいい人なのです。

「アタクシとほかの女、なにが違ちがうっていうのよ!!　ただついてるだけですわっ!!」

「そうね」

「心の中は誰だれよりも乙女おとめですわよっ!!」

「そうね」

「ちくしょうですわよー!!」

　そう言いながら田貫さんが冷蔵庫の中から持ってきたのは、未成年が摂せつ取しゆしてはいけない液体。

「……これお酒？」

「そうよ!!　飲まなきゃやってられませんわよ!!」

　田貫さんが抱かかえているのは、チューハイやらカクテルやらの缶かんの山だった。

「冷やしてあるって、ふられること予想してたの？」

　宇う佐さ見みさん、そこはつっこまないであげてください。

「……あーまあいいか。私がしっかりしてたら、そうひどいことにもならないと思うし、あんまりアルコールの度数が高くないやつみたいだし……」

「飲んで飲んで飲みまくりますわよー!!　酒は百薬の長って言うくらいですから、失恋にだって効くはずですわよー!!」

「あーもう、そんなに一気に飲まないの……」




　そして数時間後。

「おい田貫っ!!」

「なっなにかしら」

　田貫さんではなく、宇佐見さんがすっかり出来上がってました。

　失恋でやけになった田貫に飲ませすぎたら、どうなるかわかんない[image: →]仕方ない、私がたくさん飲めば酒がなくなって田貫があまり飲めないだろう[image: →]宇佐見さん覚かく醒せい。

　たぶん、こんな感じ。

　宇佐見さんは真っ赤な顔でくだまいてます。

　目が据すわってるわ、スカートであぐらをかいているわと、どこをどう見ても天下無敵の酔よっぱらいです。恥はじらい成分の含がん有ゆう率が１％を切ってます。

「つーかね、そもそもあんたがお釜じゃなけりゃ、なんの問題もないわけよ!!」

　あっ、立たて膝ひざなんかしないでください。スカートの中身が見えますよ？

「心の中は乙女っ!!　なんですけど……」

「それをお釜かまっていうのよ!!」

「宇う佐さ見み、落ち着いて」

「落ち着いてるわよ!!」

　宇佐見さんが出来上がったおかげで、逆に冷静になったらしい田た貫ぬきさんは、宇佐見さんをなだめる側がわに回ってます。

　まあ、他人が酔よいまくったおかげで、周囲は逆に醒さめてしまうなんてことはよくありますしね。

「ごくごくごく、ぷはー」

「ああもう、宇佐見、ちょっと飲みすぎですわよ……」

「飲みすぎ？　私はぜんぜん酔ってないわよ!!」

　酔っぱらいはみんなそう言うんですよ。

　ていうか、いつの間にやら立場が逆ですよ。

　宇佐見さん、あなたここになにしに来たか覚えてますか？

「ともかくよ!!　あんたは、どうへりくつこねようが、身体からだにナニがついてんでしょうが!!」

「あっ……って宇佐見、どこ触さわってるのっ!?」

　どうやら宇佐見さんが田貫さんの大事な部分をむんずと握にぎったようです。擬ぎ音おんでいうならむぎゅです。

「むむ!?」

　むぎゅむぎゅ

　宇佐見さんは眉み間けんにしわを寄せて、むぎゅむぎゅし続ける。握るだけでなく揉もみしだいているようです。

「なっあっなにしっ!?」

「ほほう……やっぱりウチの弟たちのとは違ちがうわね。風ふ呂ろで見たくらいだけど、こんなボリュームはなかったわ」

「あっちょっまっ」

　なにやら真しん剣けんな顔で揉み続けている宇佐見さん。いや、酔いすぎでしょう。

「それに……なんというか、妙みような迫はく力りよくがあるわね。オーラというか」

「わっわかったから離はなして……」

　田貫さんは頰ほほを赤く染め、目を潤うるませ、息も絶え絶えになってます。

　そんな色っぽくなってる田貫さんを見て、宇佐見さんは一言。

「……なんか、変な気分になってきたわ」

　そりゃそうでしょう。今あなた、すごいもの握ってますよ。

　と、そこで宇佐見さんが叫さけんだ。

「そうだ!!　すべてを一気に解決する名案を思いついたわ!!」

「なんでもいいから……もう……その手を……離はなし……」

「田た貫ぬき!!　私があんたに、女のよさを教えてやるわ!!」

「……………………は!?」

　ぽかーんとする田貫さん。

「そうよ、それがいいわ!!　それで全部丸く収まるじゃない!!」

　一人納なつ得とくする宇う佐さ見みさんに、どうにか我に返った田貫さんは言う。

「いっいえ、遠えん慮りよしますわ」

「なんで今まで、思いつかなかったのかな～」

「だっかっらっ!!」

　業ごうを煮にやした田貫さんは、宇佐見さんを力づくで引き離そうとするが……

「ええい、もうこうなったら……って、なんであなたそこまで力が強いのっ!?」

　……無理でした。

「体育会系なめんじゃないわよ!!」

　酔よってリミッターが外れてるっぽいですしね。

　そして、宇佐見さんが叫さけぶと同時に、

「ぴっ!?」

　田貫さんが変な声を出して脱だつ力りよくする。

「そこ……力が抜ぬけるから……」

　どうやら宇佐見さんが手に力を込めたらしい。

　知ってますか？　ゴールデンボールって内臓なんですよ？　精子が熱に弱いから身体からだの外に出てるだけなんですよ？　だからあそこを蹴けられた男は悶もん絶ぜつするんですよ？

　なにが言いたいかというと……そりゃ内臓鷲わしづかみにされたら力が抜けますよ。

「宇佐見……お願いだから……」

　田貫さんは涙なみだ目めで懇こん願がんする。どう見ても襲おそわれてる美少女です。

「ふっ、そんなこと言ったって身体は正直……こんなにカチカチになってるじゃない」

　でもって、宇佐見さんのほうは完全におっさんです。

「しかも、山みたいにおっきくなって……」

　……いや、おっさんすぎるにも程ほどがあるでしょう。あなた本当にうら若き乙女おとめですか？

「だっだから、そこは敏びん感かんだから勝手に反応……きゃっきゃあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　そこでとうとう宇佐見さんの手が二本とも田貫さんのスカートの中に潜もぐり込み……




　自じ粛しゆく
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　というわけで……こんなあり得ない目覚めになってしまったとさ。

　二日ふつか酔よいか、それとも昨夜の出来事がひどすぎたからか、あったま痛い～となってた宇う佐さ見みさんだったが、どうにか気を取り直して言った。

「……ごほん。とりあえず情報をまとめましょうか」

「……いいですわ」

　宇佐見さんと田た貫ぬきさんは布ふ団とんをかぶって、緊きん急きゆう対策会議を始める（やっぱり全ぜん裸ら）。

「昨日、またまたふられてやけになったあんたに付き合って、この部屋に来て色々食べて、色々飲んだことまでは覚えてる？」

「覚えてますわ」

「……で、酔いが回って、私がなんか覚かく醒せいしちゃったのは？」

「……覚えてますわ」

「…………そのあと、あんたがカチカチになって、なんというか、色々と燃え上がっちゃったのは？」

「……………………………………………………………………………………──覚えてますわ」

　絞しぼり出すように、田貫さんはどうにか答える。

「……はぁ。田貫にも記き憶おくがあるってことは、夢じゃなかったわけね。まあ、たしかに身体からだに違い和わ感があるんだけど……」

　どことは言いませんが、宇佐見さんも身体は正直なようです。……身体は正直の使い方を間ま違ちがっている気がしますが、意図は伝わると思うのでスルーします。

「…………」

「…………」

　満ちる沈ちん黙もく。

　宇佐見さんも田貫さんも、居い心地ごこちが悪そうにしている。

　田貫さんはどよーんとこの世の終わりが来たような顔をしていて、宇佐見さんはそんな田貫さんを頰ほほをぽりぽりかきながら見ている。

　言っちゃあなんですが、男女逆です。

　そんな未いまだかつてない空気の中で、最初に口を開いたのは宇佐見さん……ではなく、意外なことにショックを受けまくりの田貫さんでした。

「…………そういえば、宇佐見。身体のほうは大だい丈じよう夫ぶかしら？」

　開口一番、宇佐見さんを気遣づかう田貫さん。お釜かまだけど、やっぱりいい人です。

「えっああ、大丈夫よ。いっつも運動してるからか知らないけど、聞いてたほどには痛くなかったし、なにより酔ってたし」

「そっそう」

「…………」

「…………」

　ですが、空気が持ちません。

　そしてまたしばらく無言だった二人ですが……唐とう突とつに田た貫ぬきさんが頭を抱かかえ叫さけんだ。

「……ああああ!!」

　これはあれですね。過去の恥はずかしい行動とかを思い出して、思わず叫んでしまうあれですね。

「なにっ!?」

　宇う佐さ見みさんはその行動にビクッとなる。そんな宇佐見さんを尻しり目めに、田貫さんはつぶやく。

「なんてこと…………超ちようショックですわ」

「いやいや、なんであんたがそんなにショックを受けてんのよ。受けるなら私でしょ？　初めてだったのよ？　ったく……」

　宇佐見さん、すごく正論です。

「いや、それはそうですけど……アタクシだってショックですわよ。お酒で判断力が鈍にぶっていたとはいえ、心が快楽に負けるとは……ほんと情けない。いくら酔よってたり、握にぎられたりしても、本気で暴れたらさすがにこんなことにはなってませんわよ」

　と、その瞬しゆん間かん、宇佐見さんはぐいっと、田貫さんに顔を寄せた。

「あ！　やっぱり気持ちよかったんだ!!」

「食いつくところそこなのっ!?」

　今のシーンに一番関係ないところに食いついた宇佐見さん。空気読んでください。

「でっ!?　でっ!?」

　そして、わくわくしないでください。

「はあ……女相手に感じるとか……いくら相手が宇佐見でも屈くつ辱じよくですわよ」

「うししし、そっかー気持ちよかったのかー」

　悔くやしいのか悲しいのかうれしいのかなんだかわからない、複雑な表情でそう言った田貫さんに、宇佐見さんはニヤニヤする。

　心の底から、宇佐見さんにヒロインは無理なんじゃないかと思い始めてきましたよ。

「ま、それはともかく……」

　宇佐見さんは少しの間ニヤニヤしたあと、空気を切り替かえるかのようにさらっと言った。

「ヤっちゃったもんは、仕方ないわよね」

　そんな、なにも気にしてないような宇佐見さんに、田貫さんはおそるおそる聞いた。

「宇佐見は……それでいいの？」

　まあ一大事ですよね、女の子にとっちゃあ。

「いいも悪いもないでしょ。それに……どう考えても私が襲おそったほうだし」

「まあ、それはそうなんですけど……」

　カチカチとか、身体からだが正直とか、おっさんワード使ってましたしね。

「……それにしても、私って酔ようとああなるのね。致ち命めい的な失敗をする前に気づけてよかったわ」

「いや十分致命的……って初めて飲んだの!?　初めてなのにあんなに飲みまくってたのっ!?」

「私ってこれでも、部活命のスポーツウーマンよ？　酒もタバコもやったことないわよ!!」

「……まったく。ぐいぐいいってたから、飲み慣れてるのかと思ってましたわよ」

「いやー、なんかおいしくて」

　宇う佐さ見みさんは初めて飲んだのでペースがわからず、あんなことになっちゃったらしいです。

　相変わらずしっかりちゃっかりしてそうなのに、どこか抜ぬけてて詰つめの甘い、うっかり属性持ちの宇佐見さん。宇佐見さんはうさぎっぽいですし、そういう星の下もとに生まれてきてるんでしょうか。ほらウサギとカメとか、因幡いなばの白うさぎとかもそうですし。

「まあ、それはともかく、仕方ないですますしかないじゃない。それともなに？　田た貫ぬきが責任取ってくれるっていうの？　お釜かまのくせに」

「お釜ってなによ心は……心は……………………乙女おとめのつもりだったんだけど……」

「反応してカチカチになっちゃったしね。うしし、私がそれほどまでに魅み力りよく的だった？」

「……実はアタクシはショタコンだったとか。ほら、宇佐見はぺったんこだから」

「田貫、あんた私に喧けん嘩か売ってんの？」

「それともアタクシに、実はレズっけがあったとか……」

「身体のほうで見たら、完全ノーマルだけどね」

　凸でこ凹ぼこでかちっとはまりますからね。

　そんな感じで、田貫さんはどんどん逃にげ道みちをふさがれていきます。

「心は…………乙女？」

「とうとう疑問系になってるじゃない」

　なんか自分でも自信が持てなくなっているらしいです。まあ、ヤっちゃいましたし、自分が揺ゆらぐのは仕方がないでしょう。

　そんな田貫さんを見ながら宇佐見さんは苦笑する。

「私のほうはね、見ての通り、なんでか知らないけど、そこまでショックじゃないのよ。私、あんたのこと、結構好きみたい。だからまあ、仕方ないで流せるわけだけど……」

「なっなにを言うんですわよ」

　宇佐見さんの地味な告白に、田貫さんはぼんっと赤くなる。

　ですが、宇佐見さんは頰ほほをかけらも赤く染めずに、首をかしげまくっているので、色っぽい空気にはなりません。

　そもそも、ついてる田貫さんのほうがヒロイン的反応してどうするんですか。一応、この話のヒロインは宇う佐さ見みさんのはずですよ？

「ただねぇ……これが恋愛感情かと聞かれたら、かなり疑問なわけよ」

「……それにはアタクシも同意ですわ」

　そこで田た貫ぬきさんは頰ほほを染め、宇佐見さんと目を合わせないようにしながら言う。

「アッ……アタクシも、あなたのことが結構好きなんですわよ。相手が宇佐見じゃなかったら、いくら気持ちいいからっていっても、絶対最後まで行ってないですわ。嫌きらいな人に触さわられたって気持ち悪いだけでしょうし……心は乙女おとめなんですわよ、アタクシ。そう心は乙女、心は乙女」

　田貫さん、とうとう自分に言い聞かせ出しましたよ。どうやら、自己催さい眠みんでもかけて、自分の乙女心を守ろうとしているらしいです。涙なみだぐましい努力ですね。

　そんな田貫さんをよそに、宇佐見さんは告白を聞いて地味にうれしそうにする。

「むふふ……そっかーそうよね～」

「……なにか文句でも？」

「ないわよ」

　宇佐見さんはそう言いつつも、またニヤニヤする。そんな宇佐見さんを田貫さんは無視して、言葉を続ける。

「……ごほん。それで、アタクシは今まで、女を好きになったことがないわけですわ。だから、ある意味今まで知り合った女の中で、一番親しくなって一番好感度が高い女が宇佐見なんですけど……なんだか言葉にしづらい感情で、自分でもよくわかりませんわ。恋……ではないと思うんですけど……」

「ふ～ん、なるほどね～」

　宇佐見さんはまたまたニヤニヤする。

「まあそれはともかく、時間置きましょ。今の精神状態はなんかおかしいしね」

「宇佐見は、なんだかハイになってますわよね」

　全開ですよね、なんか。

「で、しばらく今まで通りな感じで付き合いつつ、ちゃんと考えてから結論出しましょ。

　……いったいどんな結論が出るかはわかんないけど」

「そう……ですわね」

「じゃあ、そういうことで……とりあえずシャワー借りるわね」

　そう言いながらベッドを下りて、そのまま風ふ呂ろ場に向かう宇佐見さんですが……惜おしげもなく色々晒さらしてます。

「隠かくしなさい!!」

「いやもう全部見たんだし、いいじゃない」

　まあ、なにやってたかを考えれば、当たり前ではあるんですが、かといってこれは恥はじらいがなさすぎます。恥はじらいというのは、それだけで一つの萌もえ要素なんですよ？　お友達の地じ蔵ぞうさんの爪つめの垢あかでも、煎せんじて飲んでくださいよ。

「それでもっ!!」

「はいはい、ったく口うるさいわね～」

　ぶつくさ言いながら、両手でモロ見えだとＲ18になってしまう部分を隠かくし……

「……セクシー？」

「宇う佐さ見みっ!!」

「へいへいへい」

　宇佐見さんは浴室に消えていき……

「……あ、シャワー一いつ緒しよに浴びる？」

「さっさと浴びなさい!!　あと、しつこい!!」

　そうですよね、天てん丼どんは二回までですよね。

「は～い」

　というわけで、今度こそ宇佐見さんは風ふ呂ろ場に消えていき、

「………………はぁ」

　急に静かになった部屋の中に、深い深い田た貫ぬきさんのため息が響ひびき渡わたったのでした。




　そんなあり得なさすぎる出来事が起きたあとの二人はといえば……

「そういえば、最近あんたふられてないわね」

「もう、コレって男がいないんですわよ」

　あんまり変わってませんでした。

　さすがに、あのあと数日は微び妙みような空気が流れることもあったんですが、今はいつも通りに戻もどってます。

　そんな二人は放課後、校内にある休きゆう憩けい所で、お茶なんてしばいている最中です。

　手に持っているものは缶かんジュースで、座っているのはただのベンチ。それでも、そこは絵になるお二人ですから、端はたから見れば美少女同士の午後のお茶会。なんですけど……宇佐見さんは腹黒いわ、田貫さんはついてるわで、見た目と現実の差がありすぎです。まあ、ぱっと見、わからないところなんで、別にいいんですけど。

「なるほど、めぼしい男にはだいたいふられたのね」

「……そうとも言いますわ」

　ずーんと沈しずむ田貫さん。

「そういや、御お伽とぎ銀行のやつらが、あんたからゲットした情報使って貸し作りまくってるみたいよ」

「初はつ耳みみですわ」

「なんでも、付き合うと幸せになれるかもしれないいい男リストというのを、貸し一つで教えてくれるとか。しかも、誰だれにも漏もらさないというのが教える条件なので、知りたかったら御お伽とぎ銀行に行くしかなくて、あいつらは貸しを丸まる儲もうけと」

　さすが御伽銀行、あくどいですね。悪名が響ひびき渡わたっているので、聞いた人はほかに漏らさないでしょうし。

「おかげで来期の、ミスター御伽学園のランキングが変動しそうよ。あんた、顔に重きを置かないから、ランキング外の人が多かったし」

「男は中身ですわよ。……まあ、顔がいいに越こしたことはないですけど。でも、なんでそこでアタクシの男を見る目が関係あるのかしら」

「それって、実はあんたがふられた男リストだから」

「…………たしかに話しましたけど」

「リスト貰もらって、それに名前が載のっている人を注意深く観察してみたら、今まで知らなかった魅み力りよくに気がつくらしいの。それで女のほうからモーションかけて、何組か幸せカップルが誕たん生じようしたらしいわよ。付き合っている女は、たしかに幸せそうだわ」

「……アタクシの男を見る目の確かさが、また証明されましたわね」

「あれ、昔むかし惚ほれた男を盗とられるのは気にならないの？」

「ふっ、しつこい女は嫌きらわれますし、昔惚れた男の幸せを願うのがいい女ってもんですわ」

「……あんた目が潤うるんでるわよ？」

「友達なら見て見ぬふりしなさい!!」

　冷静なようでやっぱり、田た貫ぬきさんとしては色々と思うところがあるみたいですね。

「あ、そうそう。これからしばらくは、あんたに付き合ってやれないわ」

　なにがそうそうなのかはわかりませんが、宇う佐さ見みさんはいきなりそんなことを言い出す。

「ああ、大会が近いんでしたわね」

「そうよ!!　……三年の最後の大会だからね。ここでいい成績取っとかないと。ほらうちの学校って、いい成績取ったらスポーツ推すい薦せんが受けられるから。しかも、トップクラスの成績残したら授業料免めん除じよになるし」

「それは是ぜ非ひとも活かつ躍やくしたいところですわね」

「まったく、お姉ちゃんは辛つらいわ」

　宇佐見さん家ちは子だくさんで、弟が四人もいるのです。なのでできるだけ学費にお金をかけたくないのでしょう。

「というわけで、今日は遊び納めをするから付き合いなさい!!」

「はいはい、わかりましたわ。それでなにをするの？」

「ぶっちゃけ、私はお金がない!!」

　部活をがんばっている宇佐見さんには、バイトをする時間なんてあまりないのです。

「しかも、もう夕方ですわよ？」

「わかってる!!」

　放課後ですしね。

「……というわけで、あんたがパーティを開かい催さいしなさい。宇う佐さ見み美み々みちゃんがんばってパーティを!!」

「…………それは要するに、なんかおいしいものをアタクシに作れと言ってるのかしら？」

「そう!!」

　宇佐見さんはない胸を張る。態度がでかいです。どう考えても、人にものを頼たのむ態度ではありません。ですが、面めん倒どう見みがいいというか、宇佐見さんには甘かったりする田た貫ぬきさんは、ため息混じりにうなずく。

「……はあ、わかりましたわ。ただ……お酒はなしですわよ？」

「ええ～」

「ええ～じゃありませんわ!!」

　宇佐見さんは懲こりない人です。




　その後、買いものを終えて、田貫さん家ちにやって来た宇佐見さんだったが、田貫さんの部屋に入った瞬しゆん間かん言った。

「おおーあのとき以来ねー」

　あのときとは、もちろんあのときのことです。わからない方は冒ぼう頭とうを読み直しちゃってください。

　それと今いま更さらながらに田貫さん家の間取りを説明しようと思いましたが、御お伽とぎ花ばな市しでは珍めずらしくない１Ｒの学生マンションなので、説明するまでもない感じです。

　特とく徴ちようがあるとしたら、見た目完全に女子の部屋だということだけですし。

「ま、適当にくつろいでいてくださいな……って、もうくつろいでますわね」

　入って数分も経たってないのに、宇佐見さんはベッドの上に倒たおれ込んで、テレビなんかつけてました。もちろん足はぱたぱたしてます。

　そんな図ずう々ずうしい宇佐見さんに、田貫さんは苦笑しながらスーパーの袋ふくろをよっこらせと下ろし、買ってきたものを出していく。

「で、なに作るのー？」

「お鍋なべですわ」

「えーおしゃれじゃないわねー。ほら、若い二人がディナーするんだから、おフランス料理とか……」

「仕送りで暮らしてるアタクシに、なにを求めてるんですわよ。しかも、いきなり言い出すもんだから下ごしらえの時間とかなくて、できる料理は限られてきますわよ」

　田た貫ぬきさんはそう言いながら、邪じや魔まにならないよう髪かみをアップにし、フリル付きエプロンを着けていく。

　すさまじいまでの若奥様っぷりですが、この話のヒロインは宇う佐さ見みさんです。

「それに、お鍋なべは偉い大だいですわよ。お手軽で手間がかからないですし、お安くできますし、なにより締しめの雑ぞう炊すいまでおいしいですわ。特に今日作るのは寄せ鍋なので、具はお好みでなにを入れたっていいんですわよ。貧びん乏ぼう学生の味方ですわ」

「ま、私としてはおいしければどうでもいいわ」

「…………」

　宇佐見さんの傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりは、とどまるところを知りません。

「そういえばさー」

「なにかしら」

「カチカチ山の狸たぬきってひどいわよね。婆ばば汁じるとか作るし」

「…………なぜ今それを？」

「いや、田貫が鍋を作ってるからなんとなく」

「…………」

　いやまあ、たしかに連想してしまいますね。たぬきですし。

「………………ねえ田貫」

「……なに？」

「あんた、お釜かま以外になんか変な趣しゆ味みある？　たいがいの趣味は生暖かく見守ってあげられるけど、さすがに婆汁はちょっと……」

「ないから、ちょっとは黙だまってなさい!!　あと、お釜は趣味じゃない!!」

「は～い」

　その後も、性しよう懲こりもなく話しかけてくる宇佐見さんの相手を適当にしながら、料理をしていた田貫さんだったが、

「できましたわよー」

　どうやら手元を狂くるわせることもなく、無事完成したようだ。

「待ってました!!　いやー、おなかぺっこぺこよ」

　ですが宇佐見さん。あなたが邪魔しなければ、もう少し早くできたに違ちがいありませんよ？

　にしても友人同士で集まって、鍋を囲むとか、青春ですねぇ。

　ただ……恋人同士っぽくはないです。

　甘い空気がまったく発生してません。

　二人らしいといえば二人らしいですが……いつからラブなストーリーが始まるのか。

「ごはんくらい、自分でよそったらどうなのかしら」

「今日の主役を働かせようっての？」

　そう言いつつも、宇う佐さ見みさんは立ち上がってキッチンに向かう。

「お茶ちや碗わんは？」

「はいこれ」

　田た貫ぬきさんがお茶碗を棚たなから取り出す。

「…………ペア茶碗ね、あんたがいったいなにを思ってこれを揃そろえたのか、丸わかりだわ」

「だまらっしゃい!!」

　田貫さん……本当は彼氏と二人きりでと考えてたんでしょうね。

　それが女と二人で……これはよかったのか悪かったのか。

　ともかく、小さなローテーブルにカセットコンロやら鍋なべやら食器やらを並べ、向かい合って座る二人。ようやく宇佐見美み々みちゃんがんばってパーティが始まりました。

「じゃあ、私の輝かがやける未来にかんぱーい」

「はいはい、乾かん杯ぱいですわ」

　とはいっても、ただだべりながら鍋をつつくだけなのですが。

　ちなみに今回は、前回の教訓からウーロン茶です。

「さすが、一人暮らし歴が長いだけのことはあるわね。料理の手て際ぎわがよかったし」

「宇佐見も、料理はできるようになっておいたほうがいいですわよ。料理ができて損することなんてないですし」

「なんでできないと決めつけてるのよ、失礼な。カレーなら作れるわよ、カレーなら」

「当たり前ですわよ。アタクシは、カレーを作れない人を人類と認めたくないですわ」

　まあ、材料適当に切って、水とルーを入れて煮にたらカレーはできますからね。

　しかも、ちょっとやそっとじゃまずくなりません。某女子高生の言うとおり、カレーは強いんです。

「ちっちっち、私のカレーは普ふ通つうのカレーとは一味も二味も違ちがうわ!!　母さんが出かけていていないときに時々私がカレーを作るんだけど、私のカレーは弟たちにも評判なのよ」

　自信満々な宇佐見さんに、田貫さんは聞く。

「……カレー以外を作ったことは？」

「あるわよ。ただ、あいつらがカレーが食べたい食べたいと言うから、カレーばっかり作ってるけど」

「……それって、弟さんたちが結けつ託たくして、カレー以外を作らせないようにしてるんじゃないかしら」

「…………」

　無言になる宇佐見さん、なにやら心当たりがあったようです。

「……ほら、煮えてますわよ」

　そんな宇佐見さんに、田貫さんはお鍋を小こ鉢ばちによそってあげる。

　宇う佐さ見みさんはそれを受け取りつつ、

「ま、それは置いておいて」

　話をそらしました。

「これ、おいしいわねぇ」

「まあ、お鍋なべもカレーと一いつ緒しよで、そうとう馬ば鹿かなことしない限りまずくはならないので、今度料理する機会があればお鍋にするといいですわよ。お鍋のスープとか売ってますし」

「そうするわ。で、これはそのスープで作ったの？」

「違ちがいますわ。まあ……時間がなかったので、ダシは昆こん布ぶと鰹かつお節ぶしから取らずに、白だしを使いましたから、作ったというほどのものでもないんですけど」

「ふーん」

　と言いつつ、宇佐見さんはずずずとスープを飲む。

「いいダシ出てるわ、なにかコツはあるの？」

「まあ、いろんな具材が入ってますから、なにもしなくてもそれぞれの具材のうまみが混ざり合っていいおダシになりますわ。買ってきた魚のつみれと、安いときに買って冷れい凍とうしていた鶏とりもも肉による、動物系と魚ぎよ介かい系のハーモニー。さらには色々なお野菜、キノコ。水は少なめで白菜から出た水分でまかなって……」

「まあ、そんなことはどうでもいいのよ」

「なら、聞くなですわ!!」

　まったくです。

「にしても、あれよ。まさかあんたと鍋を囲むくらいに仲良くなるなんて、最初に会ったときは夢にも思わなかったわよ」

　まあ、自宅で鍋は、ある程度親しくならないとやらないイメージがありますよね。

「それはアタクシもですわ。だって宇佐見は出会った瞬しゆん間かんから、いきなり喧けん嘩かを売ってきましたし」

「あれはね、あんたはあみの敵だと思ってたから。しかも、私はあんたの正体を知っていたから、あみの恋の踏ふみ台だいにしてやろうとも思ってたし」

「……本当に、あなたは身内以外にはひどいですわよねぇ」

「まあ、それが私よ」

　あきれたような声で言う田た貫ぬきさんに、宇佐美さんは褒ほめられていないのに、ない胸を張る。

　でもたしかに、宇佐美さんはただ性格が悪いだけじゃないんですよね。地蔵さんが困ったときに、全力で助けになろうとしたように、身内に対しては情が厚いんですよ。

「たしかに……万人に優やさしい宇佐見とか、気持ち悪いですものね」

「気持ち悪いってなによ、気持ち悪いって!!」

「そのままですわよ」

「ふん、見る目がないわね。私のこの笑え顔がおを見なさい。天使だってこれほどの優やさしい笑みは浮かべられないわよ」

　おいしい料理に気の合う仲間、話がすごく弾はずんでいます。

「宇う佐さ見み……残念ですけど、性格の悪さが透すけて見えてますわよ」

「なんで、そんな可か哀わい想そうなものを見るような目で見てんのよ!!　お釜かまのくせに!!」

「だから、アタクシの心の中は、誰だれよりも乙女おとめなんですわよっ!!」

　弾んでいます。

　そのあとも、とりとめのないことをだらだらと話し続ける二人。

　特に話題がなくても話が続き、話が途と切ぎれても変な空気にならなくて、どんな話でも心から楽しめる。

　本当に仲のよい友達同士ならではの空気ですよね。もしくは仲のよい夫ふう婦ふ。

「じゃあ、そろそろ締しめの雑ぞう炊すいに入りますわよ」

「待ってました!!　これが鍋なべの醍だい醐ご味みよね!!」

「……宇佐見はよく食べますわよね、身体からだ小さいのに」

「運動するからお腹なかが空すくのよ。でも、食べた分は運動して消費するから、おかげで私はいくら食べても太らないのよね」

「そんなこと言ってると、引退したあと太りますわよ」

「それはそれ、引退してから考えるわ」

　そんなこんなで、楽しい時間を送っていた二人ですが、

「ごちそうさま、あーくったわー」

「おそまつさまでした」

　あっという間に夜も更ふけ、楽しい時間はおしまいです。

　食後に少しだらだらしたあと、田た貫ぬきさんと宇佐見さんは並んで学生マンションを降りていく。

「今日は、楽しかったわ」

「アタクシもですわ」

　ちなみに、田貫さんが「送りましょうか？」と聞いたんですが、宇佐見さんは「変なのが出たら、走って逃にげるわよ!!」とか言ったので、田貫さんの住む学生マンションの前でのお別れとなりました。

「さて、最後に羽を伸のばしたことだし、明日からがんばるか!!」

　宇佐見さんは夜の空気を胸一いつ杯ぱいに吸い込み、伸びをする。そんな宇佐見さんを見て、田貫さんは目を細める。

「はい、がんばってくださいな」

「まかせなさいよ!!　んじゃまたね～」

　宇佐見さんは名残なごり惜おしさなんてまったく感じさせずに、くるりと田貫さんに背を向ける。

「はい、またねですわ。あと、気をつけて」

「あいよ～」

　田た貫ぬきさんのさよならの挨あい拶さつに振ふり向きもせず、宇う佐さ見みさんはひらひら手を振ることで応こたえる。

　これもまた、宇佐見さんらしいです。




「ふんふんふん～♪」

　田貫さんと別れ、お腹なかがいっぱい幸せな気分で歩いていた宇佐見さんだが、しばらくしてからつぶやいた。

「ん～……やっぱりわかんないわ。田貫と一いつ緒しよにいるのはすごく楽しいし、なんか落ち着くんだけど……恋人というにはね。まあその上なら、ある意味でしっくり来そうなんだけど」

　その上というなら夫ふう婦ふということですね。でもたしかに、それはあるかもしれません。ついさっきまで、仲良し夫婦の雰ふん囲い気きを醸かもし出してましたし。

　ただ……奥おくさんが田貫さんで、宇佐見さんが旦だん那なさんって感じですが。

「う～ん…………て、あれ？　そういえば…………ひのふのみのよ……」

　と、そこで宇佐見さんはいきなりなにかを思い出し、指折りなにかを数えたあと、

「……ま、気のせいよね」

　そう言って歩き去った。

　いやいや、なにやら波乱とお約束の匂においが漂ただよって参りましたよ？




　宇佐見さんと田貫さんが鍋なべをしたあの日から、しばらくして。

「はあ……」

　放課後の教室で、なんだかアンニュイな宇佐見さんがだれていた。

　宇佐見さんは机に突つっ伏ぷし、ぐてーとなったまま動かない。

「なあ、宇佐見、どうしたんだ？」

　そんな宇佐見さんに声をかけたのは、地じ蔵ぞうさんだった。お堅かたく真面目まじめで愉ゆ快かいな、ヒロインを張ったこともある女の子です。『オオカミさんとスピンオフ　地蔵さんとちょっと変わった日本恋話』絶賛発売中です。……すいません、絶賛はちょっと調子に乗ってました。

「なにか困ってることでもあるのか？」

「ん～どうして？」

「いや、なにか悩なやんでいるみたいだからな。……なにかあるなら言ってくれ、私にできることならなんでもしよう。宇佐見には世話になっているからな」

　宇佐見さんはそう言われ、少し考えたあと言った。

「じゃあ聞くけど…………あみって処しよ女じよ？」

「しょっしょ!?」

「花はな咲さきとヤったのかって聞いてんの」

「やっヤるッ!?」

　地じ蔵ぞうさんの裏返って甲かん高だかくなった声が、教室の中に響ひびき渡わたる。

　そう、ここは教室です。クラスメイトもいます。というわけで、思いっきりクラスメイトに注目され、小さくなる地蔵さん。

　そんな地蔵さんは真っ赤な顔で、もじもじし始める。

　いや別に答えなくてもいいのですが、真面目まじめなので聞かれたら答えようとするのです。しかもなんでもやるといった直後ですからね。

　というわけで、散々もじもじしたあと……

「いや……その……あの……その……」

　もじもじしたあと……

「えと……………」

　いや、そこまで恥はずかしいなら別に言わないでも、いいんじゃないですか？

　なんかもう、態度で答えが丸わかりですし。

　真っ赤できょろきょろし、もじもじしている地蔵さんは、すごくかわいいからいいんですが……と、ようやく地蔵さんが覚かく悟ごを決めたようです。

「………………まっまだだ」

　まあ、聞くまでもなくわかっていたことですが。

「そうよねー。あんたが非ひ処しよ女じよだったら、この世には超ちよう絶ぜつビッチの淫いん乱らん女しかいなくなるわよねー」

　いや宇う佐さ見みさん、かわいい顔してそんなこと言わない。……ってこれ、いつもはりんごさんに使うつっこみなのですが……やっぱりキャラがかぶってますね。

「かぶってないわよっ!!」

　まあそれはともかく、そんなスラングが地蔵さんに通じるわけないじゃないですか。

「びっビッチ？」

　……いや、顔が真っ赤なんで通じてるみたいですね。

　たぶん、あの地蔵さんのお姉さんたちが吹ふき込んだんでしょう。いったいどんな会話の流れがあったら、家族の会話でビッチなんて言葉が出てくるのかはわかりませんが。

「ふっ、ならおよびじゃないわ」

　そして、なぜかとても上から目線の宇佐見さんと、

「そうか……」

　しょんぼりする地蔵さん。

「ああもう、そんな顔しないの。冗じよう談だんよ冗談!!」

　地蔵さんに冗談が通じないのは、宇佐見さんもわかっているでしょうに。

　宇う佐さ見みさんは、しょんぼりしている地じ蔵ぞうさんをどうにかなだめたあと、言った。

「ちょっと気になることがあってね」

「気になること？　先ほども言ったが、私にできることならなんでもするから言ってくれ」

「……気持ちだけ貰もらっておくわ。これは私がどうにかしないといけないことだし」

「……そう……か」

　そう言われてしまえば、地蔵さんにはどうすることもできず、

「でも、ありがとうね。気持ちだけ貰っておくわ。じゃあ、また明日」

「ああ、また明日」

　地蔵さんは心配そうな顔で宇佐見さんを見送るしかなかった。




　そして、そんな宇佐見さんの変化ですが、もちろん田た貫ぬきさんも気がついていました。最近は部活をがんばる宇佐見さんを陰かげから見守るために、会うのを大分減らしてますが、それでも気がついてしまうくらい、宇佐見さんはおかしいのです。

「ん～どうしましょう」

　はてさてどうしたものか……と、田貫さんが考え事をしながら校内をぶらぶらしていると、今自分を思い悩なやませていた人物の名前が、ちょうど田貫さんの耳に飛び込んできた。

「美み々み……なんか最近おかしいよね」

「ぼーっとしてるかと思ったら、いきなりぴりぴりしたり、なんか情じよう緒ちよ不安定よね」

　田貫さんがその声の聞こえる方向に顔を向けると、廊ろう下かでだべっているなんの変へん哲てつもない女子生徒が二人いた。田貫さんには、その女子生徒たちに見覚えがあった。陸上部での宇佐見さんの友達だったので、宇佐見さんと一いつ緒しよにいるところを見たり、出くわしたりしたことが何回かある。

「あのぴりぴりいらいら具合は久しぶりね」

「いつかのミスコン騒さわぎのとき以来？　あのときはすごかったもんね」

　これは乙おと姫ひめさんと足を引っ張り合い、ミスコンで最下位を記録したときのことでしょう。

「あとは小学校のとき？」

「ああ、美々が微び妙みようにやさぐれてた時期ね、たしかに」

「んー進学には金をかけたくないって言ってるし、プレッシャーかかってるのかな」

「美々ん家ち弟多いもんね」

　と、そこで田貫さんは会話に割り込んだ。

「あの、ちょっといいかしら？」

「あ、田貫さん」

「こんにちは」

　宇佐見さんのお友達二人が会え釈しやくをしてくる。

「こんにちは。今ちょっと宇う佐さ見みのこと話してるのが聞こえて……盗ぬすみ聞きみたいなことになってごめんなさい」

「ああ、田た貫ぬきさんなら問題ないわよ。美み々みの友達だし」

「うん」

　この二人の名前は……名前は……名前は………………便べん宜ぎ上Ａ子Ｂ子と呼ぶことにします。

「なっ!?」

「ひどっ!!」

　ちなみにこの二人。『オオカミさん』シリーズ二冊さつ目にほんの少しだけ出ていますので、暇ひまな人は探してみてください。

「それでですけど、最近の宇佐見はおかしいですわよね？」

「ああ、やっぱり田貫さんも気がついてたのね」

「あなたたちも……」

「私たちも一応、美々の数少ない友達だからね」

　Ａ子さんとＢ子さんは苦笑しながら言う。

「二人は宇佐見と知り合って長いのかしら」

「結構長いね」

「小学校からの付き合いなの。美々とは陸上クラブで知り合って、そのままずるずると。田貫さんも知ってるだろうけど、美々はいいやつなんだけど悪いやつというか……小悪党のくせに、義理堅がたいというか」

「腹黒いくせに、情が厚かったりするのよね。そんな感じなんで、扱あつかいが難しいから友達が少ないのよ。でも、取っつきにくいけど、一回取っついて友達になってしまえば、腐くされ縁えんが続くの」

「なるほどですわ」

　共感できるところがあったのか、田貫さんはうんうんとうなずく。

「特に、入学してから二年の初めくらいまでは、将来のためにミスコンで一位になるとか腹黒いこと考えてお嬢じよう気取ってたから、知り合いは多かったけど友達は全然できなかったのよ」

「この御お伽とぎ学園に入学してから、友達と呼べるほどの仲になって、しかも今も続いてるのは、地じ蔵ぞうさんに田貫さんに……あと、おまけで下した桐きりさんくらいじゃないかな」

「端はたから見ててもあいつの猫ねこかぶりはすごかったからねぇ。本性出したらギャップでほとんどの人は引くわよ。引かないのはまあ、本性を初めから知ってた私たちと変人くらいよね……あ！　ごめんなさい!!」

「……否定できないのが、悲しいですわ」

　田貫さんはお釜かまですからね。こんな田貫さんが変わってなかったら、いったい誰だれが変わってるんだって話になります。心と身体からだの性がちぐはぐなことを除のぞけば、田貫さんは比ひ較かく的まともな人なんですけどね。まあ、比較的ですが。

「それでお二人は、宇う佐さ見みがおかしい理由になにか心当たりは？」

「それがわからないのよね」

「うん、部活にもちゃんと出てるし……ただちょっと最近はトレーニングしすぎかなと」

「疲つかれがたまってるのかなーとも思ったんだけど、鬼き気き迫せまる勢いだからやめろとは言い出しづらくて、タイム的には伸のびてるから、身体からだがどうこうではないと思うんだけど」

「美み々みっていつもいいところまで行くのに、いっつもポカして重要な大会では二位止まりなのよね……うっかり属性持ちだから」

「だから最後の大会こそはと、気負いすぎてるのかなとも思ったんだけど……」

「うん、それだけじゃない気がするわ」

「まるで、走ることに没ぼつ頭とうしてなにか嫌いやなことでも忘れようとしているみたい。美々は嫌なことがあったり、悩なやみ事ごとがあったときにも走るのよね」

「悩み事……忘れようと……」

　考え込む田た貫ぬきさん。そんな田貫さんに、Ａ子さんとＢ子さんは言った。

「私たちも、それとなく美々のこと見てるから」

「田貫さんも、美々のことをお願いね」

「わかりましたわ」

　そんな二人に田貫さんは真しん剣けんな顔でうなずき返すのだった。




　翌日、色々考えた結果、こうなったら直接当たってみるしかないと、田貫さんは久しぶりに宇佐見さんに会いに来ていました。

「はあい、宇佐見。元気してました？」

「あー……田貫……じゃない。どうしたのよ」

　トレーニングの合あい間まの休きゆう憩けい中を見計らって田貫さんは声をかけたのだが、よほど走り込んだのか宇佐見さんの息はまだ荒あらい。

　宇佐見さんのトレードマークのツインテールは、今は邪じや魔まにならないようにお団だん子ご状にまとめられていて、その練習着姿もあって、どこをどう見ても陸上部の選手です。まあ実際、陸上部員なのですが。

「どうしたのよじゃ、ありませんわよ」

　そう言って田貫さんは座っている宇佐見さんの前に立つと、宇佐見さんを見下ろしながら言葉を続ける。

「唐とう突とつですけど、あなたアタクシになにか隠かくし事ごとしてません？」

「……してないわよ」

　宇佐見さんはそう返事をするが、目をそらし田貫さんの顔を見ようともしない。

「本当に？」

「……そうよ」

「そんなの信じられませんわよ!!　だってあなた、絶対におかしいですし、見逃のがせませんわ!!」

「うっさいわね。……いいから、ほっときなさいよ!!」

　宇う佐さ見みさんは不ふ機き嫌げんそうな表情で叫さけぶが、田た貫ぬきさんも負けずに言い返し、

「ほっとけないわよ!!　だって宇佐見はアタクシの大切な……」

　田貫さんがそこまで言ったところで、宇佐見さんは言葉をかぶせた。

「……ともだち？」

「そっそうよ!!」

　気け色しきばんで言う田貫さんだが、宇佐見さんはその田貫さんに向けて苦笑を浮かべた。

「…………残念だけど、それじゃあ私の力にはなれないわね」

「え？　それはどういう……」

「うっ」

　と、そこで口を押さえ、宇佐見さんはいきなり走り出す。そのおかしな様子に田貫さんが追いかけていくと、そこには女子トイレで吐はく宇佐見さんの姿があった。

「宇佐見、大だい丈じよう夫ぶ？」

　田貫さんはあわてて駆かけ寄り、宇佐見さんの背中をさする。

「大丈夫!?　ほっ保健室に行く？」

　そんなあわてた様子の田貫さんに、宇佐見さんはぽつりとつぶやいた。

「…………二ヶ月来てないわ」

「は……え？」

　宇佐見さんの言葉が意味することに気がついた瞬しゆん間かん、田貫さんはぴたっと動きを止めた。

　来ないものが田貫さんの予想した通りのものなら。それは想像したこともない、あり得ない出来事が起こったということで……。

「…………え？」

　田貫さんは完全に固まってます。カチカチです。たぶん、色々なことが脳裏を駆け巡めぐっているのでしょう。

　そして、どうにかこうにかしゃべれるくらいに回復した田貫さんは、ぷるぷる震ふるえながら聞いた。

「こ……ども？」

「まだ確実じゃないけどね…………心の準備ができてないから、調べてないのよ」

「できてたとしたら…………アタクシの子供ですわよね」

　田貫さんには、たしかに覚えがあるんですよね。酔った宇佐見さんに襲おそわれたという記き憶おくが。

　そんなショックで固まっている田貫さんを、悲しみとも焦あせりともあきれともあきらめともつかない、様々な感情に揺ゆれる瞳ひとみで見つめる宇う佐さ見みさん。

「……まあ、これはそもそも私のせいだから、こっちでけりつけるわ」

「けりって……まさか!?」

「……育てられないでしょ？」

　宇佐見さんは自じ嘲ちようするように笑う。

「そういうことよ。…………じゃあね」

　そう言って去る宇佐見さんに、田た貫ぬきさんは声をかけることもできず、ただただ啞あ然ぜんとしたまま見送るのだった。




　その後、田貫さんは混乱したままふらふらしていたのだが、気がつくといつの間にか家に着いていた。

「アタクシに子供ができるなんて……」

　夢にも思ってなかった出来事に、田貫さんは混乱しまくる。

「しかも、孕はらませた側がわとか……」

　さらに言うなら、酔よった勢いでとかもつきますね。酔った勢いで女孕ませるとか、もうダメ人間丸出しです。一応、田貫さんは襲おそわれた側ではあるんですけどね。

「彼氏が欲しい、ウエディングドレスを着たい、なんて考えてましたけど、それが簡単なことではないとはわかってるんですわよ。でも、そういうカップルがいないことはないし、夢を見ることはできた」

　制服のまま、田貫さんはベッドにごろんと転がる。

「でも……これはさすがに想定してなかったですわ」

　常々心の中は乙女おとめと言っている、田貫さんですからね。

　乙女が女を孕ませるなんて、あってはならない所業でしょう。

　まあ、普ふ通つうの女の子なら、そんなことはなにがあろうと起こらないんですが……田貫さんは身体からだが男ですからね。

「アタクシの気持ちは……はっきり言ってわからない。でも、宇佐見が傷つくのは絶対に嫌いやですわ」

　田貫さんは考えをまとめようとしているのか、天てん井じようを見ながらぽつぽつと言葉をこぼしていく。

「それに……もう一人には戻もどれませんわよね。この温かさを、楽しさを知ってしまえば。こんなちぐはぐな心と身体のせいで、ずっと一人でしたけど、宇佐見といる間は一人じゃありませんでしたわ。

　となるとあとは……今後の人生、二人分余分に支えられるかということですわね。この格好のまま働ける職業というのは限られてますから、将来は夜のお店に行こうかと思ってましたけど、そういう仕事は安定しなさそうですし…………ってあれ？」

　いつの間にか、今後の人生について〝皮算用〟を始めていた田た貫ぬきさん。それに気がついた田貫さんは大笑いする。

「ぷっあはははははははは」

　どれくらい笑っただろうか。田貫さんはひとしきり笑ったあとつぶやいた。

「はーなるほど。もう答えなんて決まってるんですわね」

　田貫さんはがばっと起き上がる。

「ったく、宇う佐さ見みのおかげで、アタクシの乙女おとめ心は大やけどですわよ。しかも、この乙女心を……」

　田貫さんは机の引き出しからハサミを取り出し、自分の目の前に置いた。

「これは宇佐見に、ちゃんと責任取ってもらわないといけませんわ。そもそもの原因は宇佐見がアタクシを襲おそったことですし」

　そして田貫さんはどこかに電話をかけ始めた。




「はっ、はっ、はっ、はっ」

　リズミカルに息を吐はきながら、その小さな身体からだで、軽快に地面を蹴ける宇佐見さん。

　だが、そんな軽快な走りとは裏腹に、宇佐見さんの心は重く沈しずんでいた。

　調べる決意も持てず、しかし放置もしていられない。

　不安が胸を締しめつけるが、誰だれにも助けを求められない。

「はっ、はっ、はっ、はっ」

　そして宇佐見さんは、わずらわしいすべてから、逃にげ出すかのように走り続ける。

　頭を空っぽにし、ただただ走ることにだけ集中する。

　だが、それでも振ふり切れない不安にくじけそうになりつつも、宇佐見さんは自分に言い聞かせる。

　これはすべて身から出たさび。

　田貫には迷めい惑わくはかけられない。

　だから、これは自分一人でけりをつける。

　しかし、そう思っていても、不安に追われる中で思い浮かべてしまうのは、田貫さんの姿。

　出会って一年。その間に、どれだけ田貫さんに甘えるようになっていたのかを、嫌いやでも実感させられてしまう。

　しかも、その甘えから……隠かくしておこうと思っていた不安を、思わず田貫さんに漏もらしてしまった。

　この期ごに及およんで、まだ田貫に甘えるのか。

　そうは思いつつも、不安は自分一人では抱かかえきれないほどに大きくなっていた。

　そしてとうとう、心にのしかかる不安の重さに、宇う佐さ見みさんの足取りはどんどん重くなっていき……今にも足が止まるかと思われたまさにそのとき、宇佐見さんに声をかける人ひと影かげがあった。

「宇佐見」

「えっ？」

　どこか聞き覚えのある声に、驚おどろき振ふり返った宇佐見さんが見たのは、さわやかな雰ふん囲い気きの美少年だった。

　スラッとした身体からだを学生服で包んだ、困ったような苦笑のような、それでいて優やさしい笑え顔がおを浮かべた少年。

　宇佐見さんと少年は、広い御お伽とぎ学園の片かた隅すみで、まるでラブストーリーのワンシーンのように見つめ合う。

　初めて見る少年……だが、宇佐見さんはその顔に見覚えがあった。

　化け粧しようをしていない。髪かみも短い。服も男物。

　しかし、それでも誰だれだかわかる。

　たれ目、柔やわらかな茶色の髪、宇佐見さんより頭一つと半分高い身長。

「あんた……田た貫ぬき？」

　そう、その人物は田貫さんだった。

「そうですわ……じゃなかった、そうだ」

「その髪は……」

「切った」

　軽くなった髪に触ふれながら、田貫さんはなんでもないかのように言う。

「切ったって……あれだけ伸のばすのにどれだけかかったのよ」

「仕方ない」

「仕方ないって……あれだけ、心は乙女おとめだって言ってたのに」

　あまりのことに、宇佐見さんは啞あ然ぜんとする。

　でもたしかに、宇佐見さんの言う通り、あの長い髪は田貫さんの乙女心の象しよう徴ちようでしょう。身体は男性でしたが、あの髪だけは女性と比べてもなんの遜そん色しよくもないくらい、誰だれもがうらやむきれいな髪でしたから。

　だが、田貫さんはなんでもないかのように言う。

「乙女心は髪と一いつ緒しよにばっさり切って、心の奥底に沈しずめたよ」

　そして田貫さんは宇佐見さんを真しん剣けんな顔で見つめ、その両肩かたに手を置き、言った。

「結婚しよう宇佐見。絶対に宇佐見も子供も幸せにする！　……大船に乗ったつもりで、俺についてこい!!」

　どうやら精せい一いつ杯ぱい男らしい態度と口調と言葉を選んでいるらしい田貫さん。

　びっくりした宇う佐さ見みさんは田た貫ぬきさんの瞳ひとみを見つめ返した。だが、すぐにそらし、うつむいて顔を見せないまま、そんな田貫さんに問いただす。

「……どうやって育てんのよ」

「親に借金することにした。アタ……俺はアレだったから、あきらめていた孫の顔が見れると大喜びだ。就職するまで面めん倒どうは見てやる。だから、大学は出ろと言われたので、その言葉に甘えてそうするつもりだ。そのほうが将来的にはよさそうだしな」

「……私の夢は？」

「子持ちで金メダルを取った人はいないか？　俺もできる限り協力する」

「あんたは…………あんたは、それでいいの？」

　宇佐見さんは顔を上げ、田貫さんの目を見る。

「……ふふ」

　その宇佐見さんの問いに、田貫さんは先ほどと同じ、笑えみとも苦笑ともつかない優やさしい笑顔を浮かべる。

「…………そうね、アタクシは心は女だと思ってますわ、今でもね。いい男見たら目で追うし、ジャニーズの美少年大好きだし。でも……」

　田貫さんはそこで言葉を句切ると、拳こぶしを握にぎりしめて叫さけぶように言った。

「……ここで逃にげるようなやつは、男とか女とか関係なく、人として終わってますわ!!　そう、真の乙女おとめはやり逃げなんてしない!!」

　…………これは真の乙女らしい発言なのでしょうか。

「それに、なにより、宇佐見が傷ついたり悲しんだりするのは、嫌いやなんですわよっ!!」

　お釜かま口調でそう叫さけぶ田貫さんに、宇佐美さんはつっこみを入れた。

「……真の乙女は、そもそもついてないからやれないんだけどね」

　まあ、宇佐見さんの言う通りです。

「うぐっ」

「それに、大船に乗ったつもりでって言ったけど、その船が泥どろ船ぶねじゃない保証は？　あんたまだ高校生でしょ」

「うぐぐっ……保証はできないけど……努力する」

　まあまだ学生ですからね。可能性が未知数すぎますよね。

「ふっふふふふ」

　ですが、そんな正直すぎる田貫さんに、宇佐見さんは大笑いです。

「あはははは」

　そして笑い終わったあと、涙なみだを拭ふきながら言った。

「は[image: ～][image: ～]あんた…………馬ば鹿かね」

「……わかってる」

「あんたお嫁よめさんになって、ウエディングドレス着るのが夢だったんでしょうに」

「逆に得るものがあるから大だい丈じよう夫ぶ。そして、それはそれだけの価値がある。宇う佐さ見みとなら……一いつ緒しよに生きるのも悪くない」

　しっかり宇佐見さんを見つめながら、田た貫ぬきさんは言い切る。

「宇佐見と一緒だと退たい屈くつしないだろうし」

　そんな田貫さんに宇佐見さんは、勢いよく抱だきついた。

「まったく……大馬ば鹿かよ」

　少年に抱きつく少女、それは普ふ通つうの恋の姿。

　どこにでもある、何の変へん哲てつもない、普通の恋人同士の姿でした。

「……田貫……ごめんね」

　無言で田貫さんに抱きついていた宇佐見さんですが、しばらくして消え入るような小さな声で言った。

　そんな宇佐見さんの頭を田貫さんは優やさしくなでる。

「いいんだ」

「……ありがとう」

「こちらこそ」

　そしてどのくらい抱き合っていただろうか。

　下校のチャイムが鳴り響ひびく頃ころ、宇佐見さんが田貫さんの胸に埋うずめていた顔を上げ、いつものニヤリ笑いではない、友人に向ける笑え顔がおでもない、田貫さんが初めて見るような微笑ほほえみを浮かべて言った。

　頰ほほを染めた朱しゆ色いろ、潤うるんだ瞳ひとみ、弧こを描えがく桜色の唇くちびる、それはまさしく恋する少女の微笑みで……

「それでさっきの答えだけどね」

「……うん」

「もちろん……」

　と、そこで宇佐見さんはぴくっと身体からだを震ふるわし、震わし…………

「……………………………………………………………………ちょっとたんま!!」

　と言って田貫さんの腕うでの中から飛び出し、背を向けて走り出した。

「は？」

　変な声を上げる田貫さん。まあいい感じの空気で、どう考えてもクライマックスでしたからね。エンドロール流れてもおかしくないほどに。

　でもこれは……あれですね。お約束の匂においがぷんぷんしますよ。

　そしてしばらくして戻もどってきた宇佐見さんは、居い心地ごこち悪そうにきょろきょろしたあと、かわいらしく笑って言った。

「………………きちゃった」

　てへ、とかつけたくなりそうなほどの、小こ悪あく魔ま笑え顔がおの宇う佐さ見みさん。ぺろっと舌も出てました。

　そんな宇佐見さんに田た貫ぬきさんは聞く。

「……なにが？」

「え～と、俗ぞくにいう月のもの？」

「…………月？」

「そう、でも、うさぎが餅もちついてるほうじゃなくて、女の子のほうの……」

「…………」

「……いや、まったく気まぐれで困るわね～あははは」

「…………」

「あは、あは、あはは……」

　宇佐見さんは笑ってその場の空気を和なごませようとするが、田貫さんはカチカチに固まったまま動かない。

　田貫さんへの罪悪感と、気まずい空気に耐たえられなくなった宇佐見さんは、ぴしいっと頭を下げた。

「……………………………………ほんとにごめんっ!!」

　腰こしの角度は九十度でした。

「…………」

　そして予想外というか、あまりにお約束すぎる展開に固まっていた田貫さんは……

　ばたん

　固まったまま、後ろに倒たおれた。

　宇佐見さんはそんな田貫さんに駆かけ寄り、上半身を助け起こして叫さけぶ。

「ちょっ田貫!?　大だい丈じよう夫ぶ!?　田貫、田貫～!!　…………はっ!?　なんというか、このシチュは……」

　倒れた田貫さんを抱だきかかえて叫んでいた宇佐見さんだったが、なにかを思いついたらしく少しの間だけ固まり……そして叫んだ。

「助けてくださ～い!!　助けてくださ～い!!」

　なんか悲痛なんだか笑えるんだかわからない、宇佐見さんの叫び声。

　……宇佐見さん、あなた実は結構余よ裕ゆうありますよね。




「────いやね、ちょっと最近は張り切ってトレーニングしてたから、それで遅おくれちゃったのかなーとか。女子マラソン選手とか、生理が止まったりすることがあるって聞いたことあるし」

「…………」

「なんか、体脂肪率が関係してるらしいわ」

　誰だれかに助けてもらうまでもなく復活してから、しばらく放心状態の田た貫ぬきさんにマシンガントークで言い訳かましていた宇う佐さ見みさんだったが、そろそろいいかなーと、おそるおそる話を切り出した。

「えと、それで……どうする？」

「…………どうするって……どうしましょう」

　相変わらず呆ほうけたような、締しまらない顔をしている田貫さん。まあ田貫さんは覚かく悟ご完かん了りようして、髪かみまで切って、思いっきりプロポーズしちゃいましたからね。

　あと、田貫さん。完全にお釜かま口調に戻もどっちゃってます。

　見た目がさわやか美少年なので、違い和わ感バリバリです。

「私としては……あの覚悟と告白は震ふるえたわ。思わず田貫の子供を産んでもいいと思っちゃったくらいに」

「そりゃそうですわ。だってあのときのアタクシ、一生宇佐見と子供のために生きるって思ってましたもの。……まさに若さゆえの暴走ですわ」

「青あお臭くさい年とし頃ごろだから言える台詞せりふだしね。……私もこっ恥ぱずかしい言葉を言う寸前だったし」

　宇佐見さんも恋する少女の表情で、思いっきりＯＫの返事をしようとしてましたからね。

「でも……ねえ？」

「…………ねえ？」

　居い心地ごこちが悪い二人は目が合っては顔をそらし、またお互たがいに顔をおそるおそる向けては目が合って……を繰くり返しています。

　そして二人は、

「…………ま、また保留ということで」

「…………そっそれがいいですわね」

　……また先送りにしました。

　でもたしかに、なんかふわふわしてますよね。空気が。

　クライマックスでのあの高まりが、行き場がなくなってこの場に漂ただよってる感じです。

「それに伴ともない、アタクシたちの関係は今まで通りということにしときましょう……しばらくの間は。心の準備というか、感情の整理が必要ですし」

「異議なし。今の精神状態も色々おかしいもんね」

　田貫さんの沈しずめた乙女おとめ心がショックのあまり、サルベージされてしまうくらいですからね。

　恋する乙女な宇佐見さんも、どっかにいっちゃいましたし。

「それもですけど……アタクシとしてはもう少し腐くされ縁えんを続けたい気分なんですわよ」

「うん、今はなかなか居心地いいしね」

　二人は笑い合う。

「ふふ、腐れ縁が続いて、なんとなくくっつく未来が見えるようだわ」

「……まあ、それはそれでいいんじゃないかしら？」

「そうね……そんなのも私たちらしいかもね」

「そうですわよ」

　そんな二人の姿はやっぱり仲のよい恋人同士にしか見えないのでした。




　まあそんな感じで、田た貫ぬきさんと宇う佐さ見みさんの関係が保留ということになってから少し経たった頃ころ、宇佐見さんは将来が懸かかっている最後の大会に挑いどもうとしていた。

　ユニフォーム姿の宇佐見さんはうろうろ行ったり来たりを繰くり返す。最後の大会でさすがに緊きん張ちようしているようだ。

「ああ……もう、宇佐見美み々み、ここが正しよう念ねん場ばよ」

　緊張してうだうだしている姿を他人に見られるのはプライドが許さないので、宇佐見さんは会場の隅すみの人ひと気けのない場所に隠かくれるようにやって来ていた。

「私はできる、私ならやれる、私は強い、私は速い、私を誰だれだと思ってるのよ、宇佐見美々よ、未来の金メダリストよ、スターよ」

　宇佐見さんは自分にそう言い聞かせるが、その身体からだは緊張とプレッシャーで小刻みに震ふるえている。

　大事な大会ではこうなるから、宇佐見さんは結果を残せていないのでしょう。

　宇佐見さんは性格からか計算からか、わざわざ大きなことを言って自分でハードルを上げてますしね。

　それは、普ふ段だんなら宇佐見さんのモチベーションが維い持じされるというメリットを生むのですが、こういう大一番ではデメリットになるわけです。

　しかも、今回は自分の未来が、夢がかかっています。

　弟が多くあまり進学にお金がかけられない宇佐見さんは、この大会で結果を残しスポーツ推すい薦せんで上に進むつもりなのです。

「私は宇佐見美々なのよ……」

　一いつ所しよ懸けん命めい、自分に言い聞かせようとするが、身体の震えは宇佐見さんの意志に反し止まろうとしない。

　このままではまた……と宇佐見さんが弱気になりかけていると、

「はあい、宇佐見。応おう援えんに来てあげましたわよ」

「田貫!!　なんでここにっ!?」

　田貫さんがいつの間にか目の前に立っていた。

　この宇佐見さんの驚おどろきには、田貫さんがこの会場にいることと、自分を見つけたことの二つの理由がありそうですね。

「まあ、あなたのことだから、人気のないところで寂さびしく丸まってるんじゃないかと……」

　そう言って田た貫ぬきさんは花か壇だんの縁えん石せきに座り、宇う佐さ見みさんは自分の震ふるえを隠かくすために、その隣となりに膝ひざを抱かかえて座った。

　田貫さんの髪かみの毛が長いですが、これは伸のびたんではなくてウイッグでしょう。

　田貫さんは、髪の毛が短いままだとさわやかイケメンですからね。そのまま化け粧しようしたらしたで一気にゲイっぽくなりそうですし。

　いつもの大らかなノリの田貫さんに、宇佐見さんは神経質そうにビリビリと言葉を返す。

「うっさいわね!!　集中するには人がいないほうがいいのよ!!」

「そういうことにしておいてあげますわ」

「実際にそういうことなのよ!!」

「だからそういうことにしておいてあげると、言ってますわ」

「あーもー!!」

　宇佐見さんはがしがしと頭をかく。宇佐見さんはいつもと比べるとかなりナーバスになっているようですが、田貫さんはそんな宇佐見さんをいつも通り、どこ吹ふく風であしらっています。

　そんな田貫さんの大人な対応がまた腹立たしくて、宇佐見さんは話を変えた。

「……で、なんでこんなところに？」

「だから応おう援えんですわよ」

「応援？　……ふん、応援なんてしなくても、私の勝ちは揺ゆるがないわよ」

　宇佐見さん、素す直なおじゃないですね。応援に来てくれたのがうれしいんでしょうに。だって、応援と聞いた瞬しゅん間かんから、少しだけ頰ほほが緩ゆるんでるのがよく見たらわかりますよ？　田貫さんは見て見ぬふりをしてあげてるみたいですが。

「そうですわね。アタクシもそう思いますわ」

「ならなんで……」

「だからこそ来たんですわよ。ほら、宇佐見の晴れ姿を見ておこうと思って」

　予想してなかった答えなのか、宇佐見さんはびっくりして一いつ瞬しゆん固まったあと、それをごまかすかのように偉えらそうに言った。

「……そっそれは殊しゆ勝しような心がけね。まあ、仕方ないから、私の活かつ躍やくする姿を見せてあげるわ。表ひよう彰しよう台の真ん中に立つ姿もね!!」

「楽しみにしてますわ」

　胸を張る宇佐見さんに、田貫さんは笑え顔がおで応こたえる。

　気がつけば、いつのまにか足の震えが止まっていて、宇佐見さんは思わず心の中で苦笑する。

　田貫さんの思おも惑わく通り、リラックスさせられてしまった自分に気づいたのだ。

　そして、あっという間に自分の心を解きほぐしてしまえるほどに、田貫さんが自分の中で大きな存在になっていることにも。

　だが、宇佐見さんはそんな自分に気づきながらも、胸を張ったまま偉そうに言う。

「あ、そうだ！　祝勝会の用意をしておきなさいよ!!」

「わかりましたわ」

　宇う佐さ見みさん、田た貫ぬきさんに甘えまくってますねぇ。

「料理は、おいしければなんでもいいわ」

「了りよう解かいですわ」

　と、そこで田貫さんは、宇佐見さんに聞きました。

「ああ、あの飲み物はどうします？」

　これはあのカチカチマウンテン事件で、宇佐見さんが田貫さんを襲おそうことになった原因である、あの液体のことですね。ですが、いくらうっかり属性持ちの宇佐見さんでも、さすがにもう懲こりてるでしょう。

「…………ちょっとだけなら大だい丈じよう夫ぶよね？」

「はぁ、懲りてませんわね」

　まったくです。

「いやだって、すごくおいしかったし」

「で、飲みすぎて、またアタクシが襲われるんですわね……」

「もう襲わないわよ!!　…………たぶん」

　その後も並んで座ってたわいもない会話を繰くり返していた二人でしたが、そろそろ出番が近づいてきたのか、宇佐見さんがひょいっと立ち上がった。

「じゃあ、行くわ」

「はい、怪け我がしない程度にがんばってくださいな」

「任せときなさい!!　宇佐見美み々みの名前を、ここにいるやつらすべてに刻み込んでやるわ!!」

　一人で隠かくれて震ふるえていた宇佐見さんはどこへやら。すっかりいつもの自信過か剰じようの宇佐見さんに戻もどってます。

　胸を張り、自信満々に歩いていく宇佐見さんに、

「いってらっしゃい」

　田貫さんは優やさしく微笑ほほえみながら手を振ふる。

　こんな愉ゆ快かいな二人が今後どうなるかは皆みなさんのご想像にお任せしますが……宇佐見さんの言っていた通り、なんとなく予想がつきますよね。




　まあ、そういうわけで、このお話もいつものアレで締しめてもいいでしょう。

　こうして、元気なうさぎとお釜かまなたぬきは完全にくっつくかはわかりませんが、つかず離はなれず腐くされ縁えんで繫つながったまま、それなりに幸せに生きていくことになるのでした。


めでたしめでたし
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　　　おおかみさんかぐや姫ひめの問題を陰かげながら解決することになる







　晩秋。そろそろ冬だなーという、寒さを感じるようになった頃ころ、当たり前の話だが亮りよう士しくんは教室で授業を真面目まじめに受けていた。学生の本分は勉学ですよね。

「…………君……森もり…君…………森もり野の君!!」

　なにやらぼーっとしていた亮士くんは、自分の名を呼ぶ声にハッと我に返った。

「あっはいっス!!　……えーと」

　……真面目に受けてませんでしたね。

「話ちゃんと聞いてた？」

　黒板の前に立っている、つややかな黒くろ髪かみが魅み力りよくの和服美人が、ぷんぷんとでも擬ぎ音おんをつけたくなるような怒おこりっぷりで、亮士くんに聞いた。

「すいません、ぼーっとしてましたっス」

「もう、授業中くらいは集中してくださいね、大おお神かみさんのことばっかり考えてないで」

「ちょっなんでそこでオレの名前を……」

　いきなり出た自分の名前に、おおかみさんは思わずガタッと立ち上がって抗こう議ぎする。

　……が、馬ば鹿かのせいで台無しに。

「あ……はい、すいませんっス。授業中はできるだけ考えないようにするっス」

　そんな恥はずかしい告白に、おお～と教室中が盛り上がる中、おおかみさんは真っ赤になって叫さけんだ。

「お前も否定しろっ!!」

　いやいや、実にラブコメな光景です。

　もげろ!!　とか言いたくなるレベルですね。……もげろ!!

　そして、かぐや先生はラブコメってる二人を眩まぶしいものでも見るように目を細めて言った。

「いいわねぇ、青春ねぇ。先生、もう少しで大台乗っちゃうのよねぇ……友達は結婚どころか、最近子供ができたらしいし……はぁ」

「かぐや先生なら、よりどりみどりでしょうですの。美人なんですし」

　そんなことを言い出したかぐや先生に、りんごさんが言うが、

「大人は色々あるんですよ」

　かぐや先生はそう言って苦笑したあと、授業を再開した。

「じゃ、授業に戻もどりましょー」

　これが、今回のヒロイン。美人でにこやか、優やさしく怖こわく頼たよりになる素す敵てきな大人の女性、竹たけ取とりかぐや先生です。

　ちなみに担当は古典で、年ねん齢れいはトップシークレットです。




　で、その日の放課後。御お伽とぎ銀行地上支店。

「このぼけっ！　このぼけっ!!」

「ひーすいませんっスー、許してくださいっスー」

　そこでは、授業中に恥ずかしいことを言った亮りよう士しくんを、おおかみさんが折せつ檻かんしていた。

　たしか、少し前に嫌きらわないで……とちょっとデレたはずなのですが、その面おも影かげはまったくなしです。

「こんのぼけーっ!!」

　でもまあ、あれは恥ずかしいですよね。授業中なのでクラスメイトが勢せい揃ぞろいしてましたし。

　そして、いつもの三人組の残りの一人、りんごさんはそんな二人を見ながら、優ゆう雅がにお茶なんか飲んでます。

　亮士くんが蹴けられまくっているこの光景を見ながら、慈じ愛あいの微笑ほほえみを浮かべられるりんごさんは間ま違ちがいなくＳです。

　と、そのとき、亮士くんへ救いの手がさしのべられました。

「あー、ちょっといいかな？」

　三人が入り口のほうを見ると、二十代後半、めがね、白衣、カッターシャツ、ネクタイ、瘦やせ形、気弱そうな笑えみと、誰だれがどう見ても化学教師にしか見えない男性教師が立っていました。ていうか、これで現代文担当だったりしたら、紛まぎらわしい格好すんなよボケと教師いじめが起こるレベルです。

「あら、三み門かど先生、こんにちはですの。ご用件はなんでしょうですの」

「あー……なんだ。いやなんというか……その……お願いしたいことがあるというか……」

　気弱そうに頭をかいている三門先生を見て、思考を読み取ったエスパーりんごさんが言った。

「お願い……かぐや先生が好きなので、仲を取り持って欲しいということですのね」

「ええっ!?　まだ何も言ってないんだけどっ!?」

　三門先生が驚おどろきのけぞる。

　この反応からして、図星だったようです。

　りんごさん、あなたはいったいどこまでいくのか。

「いや、だって先生がかぐや先生のことが好きだというのは、結構有名ですのよ？」

「…………まあ、その通りなんだけど……」

　そんなにわかりやすかったのか……と微び妙みように落ち込んでいる三門先生。

　りんごさんはお茶を用意しつつ、三門先生をソファに座るよう促うながしたあとで言った。

「にしても茨いばらの道みちを進みますのよねー、三門先生も」

「茨の道なのか？　いやまあたしかに、かぐや先生は美人だから競争相手多そうだけどよ」

　亮りよう士しくんを折せつ檻かんするのをやめて、三門先生の向かいに座ったおおかみさんが首をかしげながら言った。

　おおかみさんから見ると、かぐや先生は怒おこると怖こわいけど優やさしくて、厳しいけれども生徒思いでとてもいい先生なので、どうも茨の道という表現がしっくりこなかったのです。

「ん～涼りよう子こちゃんの言う通り、かぐや先生は独身の先生にもてて、アタックして玉ぎよく砕さいした男の先生はたくさんいますの。でも、競争率だけが茨の道というわけじゃなくて……かぐや先生って、一刀両断って感じの、未練さえ残せないようなふり方をするらしいんですのよ」

「一刀両断か……それはすごそうだな。具体的にはどんな感じなんだ？」

「噂うわさでは『私と結婚したいのでしたら、預金通帳の残高が十一桁けたを超こえてからにしてください』と言ったとか」

「十一桁……いちじゅうひゃくせん…………百億か!!　百億持ってる若い男って日本にどれだけいるんだよ!!」

　某ぼう子供手当貰もらってたあの人が、中学生のときに貰った株でも総額52億らしいですしね。

「ほかには、せめてハーバード大かケンブリッジ大卒くらいの学歴がないと、とか」

「世界最高学府じゃねーか!!」

　２００９年世界大学ランキングの一位二位ですね。

「目と眉まゆと鼻と口と歯と耳と肌はだの質感が気に入らないので、それをどうにかしてから来てくださいと言ったとか」

「全部じゃねーか!!」

　顔面総取とっ替かえですね。

「もう三十センチばかり、身長伸のばしてから来てくださいとか……」

「もう成長期なんか、とっくに終わってるだろ!!」

　某ぼう将軍様のご愛用らしいブーツを履はいても、そんなに背は高くなりませんよ。

「頭とう髪はつが上手に生え揃そろってから、出直してきてくださいとか」

「鬼おにかっ!!」

　つっこみを終え、

「はぁ……はぁ……」

　荒あらい息を吐はくおおかみさんに、りんごさんはすました顔でお茶を差し出す。

「つっこみ、ご苦労様ですの」

「……おう」

「ちなみに最初から順に、石いし作づくり先生、車持くらもち先生、阿あ倍べ先生、大おお伴とも先生、石上いそのかみ先生が言われたことらしいですの」

　おおかみさんはその先生たちの容姿を思い浮かべて言った。

「……マジ鬼だな、かぐや先生」

　最後の石上先生あたりは、特にひどいですよね。ひどすぎですよね。

　遺伝子的にいずれ運命さだめと闘たたかうことになるというか、微び妙みように闘い始めている者の一人として、レッドカードを出させていただきますよ。

「ていうか、なんでそこまで詳くわしく知ってるんスか？」

　いつの間にか復活していた亮りよう士しくんが聞いた。頰ほほが上気しているのは、変態的な意味で興奮したからではないと信じたいですね。一応、主人公ですし。

「森もり野の君、ウチは情報も扱あつかってるんですのよ？」

「そういえば……そうだったっスね」

　そうなのです。御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行は助け合いを活動理念とし、生徒たちを助け合わせることで、よりよい学園生活を送ってもらうのを目的とする組織なのです。が、貸しをより効率的に作るために……じゃなくて、助け合いをより円えん滑かつに行えるようにするために、広く情報も集めているのです。

「でっでも、なにか理由があるんじゃないっスか？　だってかぐや先生って生徒思いでいい先生じゃないっスか。そのかぐや先生が理由もなく、そんなひどいことを言うなんて信じられないっス！」

　おっ、亮士くんのテンションが少し高いです。まあ、美人教師という単語は、思春期のハートを熱くさせますよね。ですが、この場でそれは色々な意味でマズイです。

「…………」

　ほら、なんとなくおおかみさんが不ふ機き嫌げんそうですよ？

　そして、りんごさんが食いつきましたよ？

「森もり野の君がそこまで言うなんて……はっ！　森野君はああいう人が好みなんですのねっ!?」

「ちちち違ちがうっス!!　おれは涼りよう子こさんが!!」

　というわけで、りんごさんにいじられ叫さけぶ亮りよう士しくんと、

「やっぱり男は美人に弱いんですのよねぇ……涼子ちゃんも気をつけないといけませんのよ？　がんばって女を磨みがいて森野君をよそ見させないようにしないと」

「だから、なんでそこでオレの名前が出てくるんだよ!!」

　同じくいじられ叫ぶおおかみさん。

　りんごさん的には、いじれるチャンスは見逃のがさずにちゃんといじっておきたいわけです。ある意味生いき甲斐がいですし。

「……でもまあたしかに噂うわさは噂なので、尾ひれの一つや二つついているかもしれませんの。ですけど、先生方が手ひどくふられたのは確からしくて、あの優やさしいかぐや先生がそういう行動を取るからにはなにかあるはず。かぐや先生には名前通りかぐや姫ひめみたいになにか重大な秘密があって、それが理由で男を遠ざけている……という噂も流れてますの。その秘密の内容は、実はレズだとか、病気で余命数年だとか、親の決めた許婚いいなづけがいるとか色々ですの。でもイケメンと一いつ緒しよに歩いていたという噂もありますし、本当のところはどうでしょう？　ってところですの」

　いじり終えたし話が長くなりすぎたので、りんごさんはようやくまとめに入ることにしたようだ。

「というわけで、かぐや先生に特とつ攻こうしようなんて、三み門かど先生はチャレンジャーですのねって話ですの」

「いやははは……たしかにそうなんだけど……かぐや先生の魅み力りよくは君たちが一番知っているんじゃないかな？　君たち生徒を相手にしているときのかぐや先生は、とても魅力的だろう？」

「まあたしかに、おれらのことを考えてくれてるんだなーってことが伝わってくる、授業をしてくれるっスね」

　亮士くんがうんうんとうなずく。美人教師って、青春ですよね。

「それは職員室でも変わらなくて、よく気がつくし、親切だし、誰だれにでも優しいし、なにより笑え顔がおが素す敵てきだし……気がつけば、そんなかぐや先生を僕は好きになっていたんだ」

　りんごさんは照れたように笑う三門先生を見ながら、少し考えて言った。

「ん～要するに、もてない童どう貞ていが優しくされて惚ほれちゃったと」

「どどどど童貞ちゃうわ!!」

　なぜか関西弁になる三み門かど先生。

「まあ、それはともかく、さっき言ったように仲を取り持つということでいいんですの？」

　あ、ようやく話が進むようです。

　りんごさんにいじられまくりだった三門先生だったが、

「いやまあ、そうしたいのはやまやまだけど……少し違ちがうんだ」

　そこで今までの気弱な雰ふん囲い気きとは打って変わって、キリッとかつけたくなるほどに真しん剣けんな表情で言った。

「かぐや先生は、いつも笑え顔がおだけど……最近はなにかを思い悩なやんでるようなんだ。

　ただ、今の同どう僚りようという関係では深く踏ふみ込めない。ただの同僚に深刻な悩み事を打ち明けるわけもないだろう？　でも力になりたくて仲良くなろうとしても、どうも彼女は男性を友人以上にしないみたいなんだよ」

「へぇ……」

　りんごさんは驚おどろきに目を丸くする。

「さすがですの。ずっと盗ぬすみ見みしまくってるだけのことは、ありますのね。さすが童どう貞てい……」

「どどどど童貞ちゃうわ!!　って、さっきもこれやったでしょう!?」

「いえ、すいません。あまりに反応がおもしろかったのでつい……でももう自重しますの」

　先生までいじり倒たおすとは、さすがりんごさんですね。

「……頼たのむよ。あと、盗み見じゃなくて、好きな人を思わず目で追ってしまったとか、そういう表現にしてくれないかい？」

　引きつり笑いをしながらそう言ったあと、三門先生は再び真面目まじめな顔をして本題に入った。

「それでだけど、ぼくはかぐや先生の悩みをどうにかして解決してあげたい。だからそのために君たちの力を借りたい。……まあ、欲を言うなら、その悩みを解決するのができればぼくでありたいね。やっぱり、好きな女性には、いいところを見せたいじゃないか」

「……下した心ごころばりばりだな」

　おおかみさんは少しあきれ気味だが、りんごさんは生暖かい笑みを浮かべている。

「無む償しようでかぐや先生のために尽つくすというよりかは、私は好きですのよ？　人間味があって」

　……なんという上から目線。三門先生の教室での立ち位置がわかるようです。

「はは……ははは……」

　三門先生は笑ってごまかすしかないようだ。

　先生、先生、本当にそのままでいいんですか？　なんだか亮りよう士しくんが仲間でも見るような目をしてますよ？

「でも、それはもちろんできればでいいんだ。優先するのはかぐや先生の悩みの解決。かぐや先生には、是ぜ非ひ昔のように屈くつ託たくなく笑って欲しい」

「うふふ、了りよう解かいですの」

　三み門かど先生は照れたように、だがかぐや先生のことが本当に好きなんだなと伝わるような笑えみを浮かべる。そんな三門先生にりんごさんはにっこり微笑ほほえみ返したあと、ノートパソコンを開き、かぐや先生の情報を再確かく認にんする。

「ふんふん。竹たけ取とりかぐや、二十Ｘ歳さい独身。生徒たちからの信望厚く、先生たちからの評価も高し……まあ、このへんは皆みなさん知っていることですのね。ほかには……両親と同居、姉弟きようだいはなし。御お伽とぎ学園のＯＧなので、年配の先生方の何人かと旧交があって、受けもいいため、学園内での人間関係もいい感じ……」

「かぐや先生、御伽学園のＯＧなのか」

「そういえば、担任の先生の名前が竹取かぐやだと言ったら、雪ゆき女めさんがへーほーへーと、意味ありげに笑ってたっス」

「たしかに同年代だから、顔見知りでもおかしくない……か」

　おおかみさんの言う通り、亮りよう士しくんの叔母おばである雪女さんも御伽学園のＯＧなんですよ。

「で、かぐや先生はあまり自分のことを話さないんですけど、授業中にぽろりとこぼした言葉や、雑談中に出た言葉の断片を繫つなぎ合わせて推すい測そくするに、知的で包容力のある男性が好みだと思われますの」

　そこでりんごさんは三門先生をじろじろと見たあと言った。

「……三門先生は、知的はどうにかクリアーしてますけど、包容力はマイナスですのね」

「……面めん目ぼくない」

　教え子に包容力がマイナスと評されてしまう三門先生。すごく情けないです。

　でも、たしかに見た目はひょろいもやしっこって感じですからね。誰だれもが想像する化学の先生って感じですし。

「あと、ロマンティックねぇ～とかいう発言を何度もしており、ロマンティックなのが好みのよう、と」

「ああ、たしかに聞いたことあるな」

「あるっスね」

　その言葉に反応して、三門先生はメモり始める。

「なるほど、ロマンティック……」

　メモるのは普ふ通つうはいいことなのですが……三門先生がメモってると、すごく情けなく見えるのはなぜなのか。やはり童どう貞ていだから……

「どどど童貞ちゃうわ!!　って、しつこい!!」

　……まあ、それはともかく、

　そんな三門先生を見ながら、おおかみさんは少し考えたあと言った。

「ロマンティックっつったら、あれか。ホテルの最上階の夜景がきれいなレストランで、シャンパン頼たのんだらグラスに婚約指輪とかか？」

　その瞬しゆん間かん、りんごさんの目が光りました。

「森もり野の君、ちゃんとメモっておくんですのよ？」

「了りよう解かいっス!!」

　さすがりんごさん、どんなチャンスも見逃のがしません。

「ばっ!!　ありがちなやつを言っただけで、オレの趣しゆ味みじゃねーよ!!」

「またまたご冗じよう談だんを」

「冗談じゃねー!!　つーか、てめえもマジでメモってるんじゃねーよ!!」

「くはぁ」

　お約束な感じで、亮りよう士しくんが吹ふっ飛ばされる。

　そんないつも通りに愉ゆ快かいな二人を見てくすくすと笑いつつ、ノートパソコンをいじっていたりんごさんですが……

「とりあえず、三み門かど先生のスペックで可能な方法にしませんと……」

　と、なにか気になる情報でも発見したのか、動きがぴたっと止まった。

「………………」

　急に自分の世界に入り込んだりんごさんに、おおかみさんは話しかける。

「…………おいりんご、どうした？」

「え？　……ああ、なんでもありませんの。それで森野君的に、ロマンティックだと思うシチュはなにかありますの？」

　りんごさんは話をそらすように、復活した亮士くんにそう聞く。この復活の早さというのも、ラブコメ主人公に必要な才能ですよね。

「えっ、ロマンティックっスか？」

　それはともかく、りんごさんの挙動の怪あやしさに気づきつつも、聞くなというオーラを漂ただよわせているので、亮士くんは普ふ通つうに質問に答えることにする。

「う～ん、前なんかで見た、しりとりで、『け』が出てきたときに、『結婚しよう!!』でもって相手が『うん』……で、負けちゃった～とか言って笑い合ってハッピーエンドと」

「お約束ですのね～、じゃあ、それでいっときましょうですの」

「え？」

　予想外の流れに、三門先生は思わず聞き返してしまう。

「そっそれはどういうことかな？　……かな？」

「そのままですの。とりあえず、かぐや先生の噂うわさがどこまで本当なのか試ためすために、玉ぎよく砕さいしてきてくださいの。今のままじゃ、情報が少なすぎるんですのよねー。万が一カップルが成立してしまえばよし、思う存分悩なやみを聞いてくださいの。ダメなら結果を基もとに今後の方針を決定と」

「……え～」

「先生はかぐや先生のためにがんばるんでしょうですの？　なら、告白の一つや二つ問題ないはずですの!!」

「それは……そうなんだけど…………え～」

　三み門かど先生、もうあきらめてください。りんごさんがこうなったら止まりません。一応、完全に無む駄だなことはしない人ですしね。




　というわけで、三人の目の前では、りんごさんにそそのかされた三門先生がかぐや先生を発見し深呼吸をしていた。

『すぅ～はぁ～』

　発見したかぐや先生は、ちょうど休きゆう憩けい所にコーヒーを飲みに来ていたところだった。

　カップコーヒー片手に、ベンチに座っているかぐや先生。

　そんなかぐや先生に、三門先生は近づいていく。

「右手と右足が同時に前に出てますの」

「ガチガチだな」

「ガチガチっスね」

　三人はかすかに聞こえてくる二人の会話に耳を澄すます。

『あ、ああ、竹たけ取とり先生じゃないですか、こんにちは、奇き遇ぐうですね!!』

『あら、三門先生、こんにちは』

『休憩ですか？』

『はい、ちょうどきりがよかったもので』

『そっそれにしも、いっいい天気ですね』

　目がきょろきょろ、手は居場所が定まらずふらふら、情けないくらいヘタレです。教師の威い厳げんなんて、かけらも見当たりません。

『そうですねぇ』

『そっそうだ竹取先生。息いき抜ぬきがてら、しっしりとりでもしませんか!!』

　そのやりとりに、離はなれたところであきれ返る三人。

「……なんだそりゃですの」

「いや、そもそもりんごが無茶振ぶりしすぎなんだよ」

「そうっスよ。なんで今回はこんなにいきなり？」

「いえ、さっき言ったように、かぐや先生の噂うわさが本当なのかを確かく認にんしたいですし、かぐや先生の問題を三門先生に解決させるなら、ヘタレな三門先生に精神的に強くなってもらったほうがいいに決まってますし、なにより……今のヘタレな三門先生を知っていれば、成長したりいいところを見せたりしたときに、五割増くらいにかっこよく見えるでしょうですの？　ほら、人間ギャップに弱かったりするんですのよ」

「……なるほどな」

　納なつ得とくと、おおかみさんはうなずく。

　おおかみさんもある意味、ギャップにやられた口ですからね。ほら亮りよう士しくんとか亮士くんとか亮士くんとかのギャップに。

「でも自分で言っておいてなんっスけど、今のかぐや先生と三み門かど先生の関係で、この告白の仕方はなにかが間ま違ちがってるっスよ。あのしりとりプロポーズは、ある程度仲がいいことが前提っスよね？」

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]まあ楽しいからいいんじゃないですの？」

　……この最後にさらっと言った言葉が、りんごさんの本心っぽいですね。相変わらず鬼おにです。

　まあそれはともかく、いきなりしりとりしようと、言われたかぐや先生ですが……

『いいですよ～』

　にっこり笑え顔がおで了りよう承しよう。

　そんなかぐや先生に、おおかみさんが小さくつっこむ。

「いいのかよ!!」

　かぐや先生はなかなかに、マイペースなようです。

　そして唐とう突とつに始まった、かぐや先生と三門先生のしりとりはというと。

『では、ぼくから……しりとり！』

『りんご』

『ごりら！』

『らっぱ』

『パイ！』

『いす』

『すっすっ好きです!!』

『すいか』

『…………』

『…………』

　三門先生の告白が、見事にスルーされました。

　三門先生はうつむいて肩かたをぷるぷると震ふるわせるが、少しの沈ちん黙もくのあと……

『……かっかに!!』

　しりとりを再開する。

「おお、持ちこたえたぞ」

「おお、根性見せましたのねー。間違いなく三門先生のレベルは、今ので上がりましたのよ」

「でももう、残りの精神力少ないっぽいっスよ？」

　亮士くんの言う通り、三門先生はギリギリっぽいです。

『にく』

『くじら！』

『らっこ』

『こい！』

『いけ』

『けっけっけっ結婚を前提に付き合ってください!!』

『いぬ』

『…………』

『…………』

　三み門かど先生はまたもや肩かたをぷるぷる震ふるわせるが、少しの沈ちん黙もくのあと……

『うっうわ[image: ～][image: ～][image: ～]』

　走り去っていった。

「三門せんせ～い!!」

　あまりの不ふ憫びんさに、亮りよう士しくんが走り去る三門先生の背中に向けて叫さけぶ。

　先ほどはどうにか持ちこたえられたようですが、今度は持ちこたえられなかったようです。

「すげえな、一いつ瞬しゆんも迷わなかったぞ」

「顔色も変わらなかったですの」

「箸はしにも棒にも引っかからないとはこのことか」

「まあ最初からこうなることは、わかってたんですけど」

　相変わらず、りんごさんはひどいですね。

　そんなことを話しつつ、三人が姿を現すと、かぐや先生に話しかける。

「かぐや先生、もうちょっとやりようがなかったんですの？」

「あら、赤あか井いさんに大おお神かみさんに、森もり野の君」

「先生、アレはさすがに……」

「ひどすぎるっス」

　そう言う三人に、かぐや先生は困ったような笑えみを浮かべて言う。

「先生、まだ結婚する気ないのよねぇ。だから、告白されたときは断るし、それでもあきらめない人には、あきらめられるよう、ちょっとだけひどいことを言うわけなの」

　でも、ハゲにハゲと言うのはひどすぎます。本当のことでもというか、本当のことだからこそ言ってはいけないことが、この世にはあるんです。傷ついたハゲ……じゃなくてハートは、そう簡単には癒いえないんですよ？

「じゃあ、単刀直入に聞きますけど、三門先生のことはなんとも？」

「いい人だと思うけど……」

「なかなか知的な人だと思うけどな……見た目だけは」

「頼たよりがいは……まあ、女慣れしてきたら、多少はマシになるんじゃないですの？」

　そんなおおかみさんとりんごさんの言葉に、かぐや先生は感心しているんだかあきれてるんだかわからない顔で言う。

「先生の好みまで知っちゃってるんだ」

「まあ、餅もちは餅屋といいますし」

「う～んたしかに、先生は知的で頼りになる人が好みだけど……ね」

　かぐや先生は微び妙みような笑え顔がおでごまかす。

「じゃあ、先生はもう職員室に戻もどるわね」

「ハイですの～」

　にこやかに手を振ふるりんごさんおよび、

「ハイっス～痛てっ!!」

「ふんっ」

　デレデレで手を振る亮りよう士しくんと、そんな亮士くんの足を踏ふむおおかみさん。

　どんなときでもラブコメることを忘れないこの二人は、とてもすばらしいですね。




　でもって、場面は変わって、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会、通つう称しよう御伽銀行地上支店。

「なかなかおもしろ……じゃなかった、興味深かったですの」

　りんごさんが、どこぞのボクサーのように真っ白に燃え尽つきていた、三み門かど先生の姿を思い出しながら口を開く。

　この場にはおおかみさんと亮士くん以外はいない。精神的ダメージが大きすぎるようだったので、三門先生にはとりあえず帰ってもらったのだ。ショックのあまりただの彫ちよう像ぞうになり、邪じや魔までしたし。

　でもまあ、そうなるのも、仕方ありません。かぐや先生にばっさり切られましたからね。イエスでもノーでもなくスルー。愛情の反対は無関心でしたっけ？　まあ、そんな感じです。

「あのスルーはある意味ノーより質たちが悪いですのよ。普ふ通つうなら、今後も一いつ緒しよの職場で働くんですから、人間関係が崩ほう壊かいしないよう、それなりに相手のことを思いやってふると思うんですけど、かぐや先生の場合はもう、ばっさり。もしかして？　なんて希望をまったく抱いだかせないほどのふりっぷり。いやむしろふる以前の問題ですの？　バリヤーを張って、想おもいを自分に届けさせすらしない。これはもう、男を近づけるわけにはいかない、なにがしかの理由があるに違ちがいありませんの。もしくはドＳか」

　あんな優やさしそうな笑顔を浮かべられる和服美人教師なのにドＳって……一部の人が大喜びじゃないですか。

「なので、その問題を片付けないと、三門先生がかぐや先生と仲良くなるのは無理。でも、仲良くなれないので、かぐや先生の抱かかえている悩なやみをかぐや先生の口から聞くことができず、問題を解決するのは無理。三み門かど先生の言う通り、たしかにこのままだと、にっちもさっちもいきませんのね」

「たしかにそうだな……思ったより面めん倒どうな依い頼らいになりそうだ」

　問題を解決するためには、どんな問題を抱かかえているかを打ち明けてもらわないといけなくて、問題を打ち明けてもらうには仲良くならないといけない。ならどうすれば仲良くなれるかというと、かぐや先生の問題を解決しないといけない。問題を解決するには……と、見事にループしてます。

「というわけで、真っ当じゃない手段で、かぐや先生の問題を突つき止めないといけませんの。かぐや先生が隠かくしていることを無理矢理暴あばくんですから、正せい攻こう法ほうじゃ無理ですのよね。でもまあ、月に帰るとか理り不ふ尽じんな理由ではないと思いますし、時間をかければ判明すると思いますの……というわけで森もり野の君出番ですの」

「おれっスか？」

「そうですの」

「おれにできることなら、やるっスけど」

　なんか嫌いやな予感がしつつも、亮りよう士しくんはそう言う。

「では、かぐや先生をしばらくストーキングしてくださいの。そしてかぐや先生が誰だれとも付き合おうとしない原因を突き止めるんですの」

「はぁ……まあ、言いたいことはわかったっス。それでどのくらいの期間、その……かぐや先生を調べればいいっスかね」

　さすがにストーキングとは、言いたくなかったようです。

「もちろん、かぐや先生がしっぽを出すまでですの」

　そして、りんごさんは当たり前のようにひどいことを言いました。

　もう少ししたら冬ですし、夜は結構寒いです。

「りんご、お前いつもながらひどいな」

「それほどでもないですの」

「……ほめてねーんだが」

　おおかみさんがあきれてます。

「うふふ、こういうことは適材適所、私たちは助け合いを標ひよう榜ぼうしている組織なのですから、もちろん私たちも助け合わないと」

　そこで、りんごさんはすごく真面目まじめな顔になり、亮士くんを見た。

「私はちゃんと森野君を大事な仲間だと思ってますのよ？　今までのがんばりも見てきてますしね……だから、信しん頼らいしているからこそ、こんなお願いをするんですのよ」

　そのりんごさんの顔は今までに見たこともないような真しん剣けんな顔で──それほどまでに信頼されていたのかと、亮士くんは燃え上がる。

「赤あか井いさん……わかったっス!!　そこまで頼たよりにされていたなんて……おれ、がんばるっス!!」

　まあ、亮りよう士しくんはいつもりんごさんにいいように弄もてあそばれてますからね。そんなりんごさんにこんなことを言われたらこうなります。これもまたギャップの効果です。

「じゃあ早さつ速そく今日からお願いしますの。あ、学校帰りだけでいいですのよ？　学校にいる間ストーキングしても意味ないでしょうし」

「わかったっス!!」

「あと、ストーキングにかかったお金はあとで請せい求きゆうしてくださいの。経費で落としますので」

「了りよう解かいっス!!　おれはやるっスよー!!」

　亮士くんが勇んで出ていく。そんな後ろ姿を見送ったあと、りんごさんはぽつりと言った。

「……まあ同時に、愉ゆ快かいなおもちゃとも、便利な道具とも思ってますけど」

「…………」

　おおかみさんはそんなりんごさんを微び妙みような顔で眺ながめるのだった。

　りんごさんはどこまでいってもりんごさんだということですね。




　そして、亮士くんが放課後ストーキングを始めてから何日かあと、りんごさんに電話がかかってきた。

「はいもしもしですの」

『俺だ、動きがあった』

　皆みなさんご存じでしょうが一応説明しておきますと、この男らしい口調の誰だれかさんの名前は森もり野の亮士といいます。今まで[image: ～][image: ～]っス[image: ～][image: ～]っスと言ってた、ヘタレと同一人物です。周りに人がいないとこうなるのです。内うち弁べん慶けいなのです。

「どんな動きですの？」

『今かぐや先生が若い男と合流した。どうやらこれから食事に向かうらしい』

「ほほう、これはこれは……」

『どうする？』

「この目で見てみたいので、合流しますの」

『わかった、場所は[image: ～][image: ～]』

　なんて感じで打ち合わせしたあと、りんごさんとおおかみさんは亮士くんに合流し、亮士くんは無事ヘタレに戻もどりました。

「さっきあのお店に入ったっス」

　今三人がいるのは御お伽とぎ花ばな市しの中心部、飲食店が軒のきを連ねる繁はん華か街がいから少し裏道に入った辺りだ。

「いわゆる、隠かくれ家が的お店というやつですのね。……なかなかお高いですけど、さりとて嫌いや味みなほど高級でもない。これで内装がセンスよくて、料理がおいしくて、雰ふん囲い気きがよければ、へ～こんなお店があったんだ～知らなかった～と、女の子も喜ぶこと請うけ合あいですの」

「それからわかることはなんっスか？」

「センスがいいというか、女慣れしてるってことですのよ」

「なるほど、三み門かど先生と対極ってことか」

　そのあとしばらく、張り込みにはこれですのよ～と、りんごさんが買ってきたあんパンと温かいコーヒーでお腹なかをふくらませつつ時間を潰つぶしていると、ようやく店から目当ての人物が現れた。

「イケメンですの」

「イケメンだな」

　りんごさんとおおかみさんの言う通り、出てきたのはイケメンとかぐや先生だった。

　高身長で顔もよく、着ているものもお洒落しやれで金を遣つかっていることが丸わかり……男の敵ですね。是ぜ非ひとも不幸な目に遭あってもらいたいです。

　そんなイケメンと談笑しているかぐや先生だが……その光景を見たおおかみさんと亮りよう士しくんの感想はというと。

「かぐや先生、にこにこしてるけどよ……」

「いつもとなんか違ちがうっスね」

　なかなか微び妙みような感想です。少なくとも仲のいい恋人同士には見えてないようです。

「……おい、りんご。プロとしての意見は？」

「涼りよう子こちゃんが私をなんのプロだと思っているのかは、わかりませんけど……」

　ブリッコじゃないですかね？

「……作り笑いの臭においがぷんぷんしますのね」

「りんごが言うなら、まあそうなんだろう」

　りんごさんが言うと説得力ありますよね。あと、頭とう取どりさんあたりが言っても説得力ありそうです。

「これは……親の決めた許婚いいなずけ、もしくは弱みを握にぎられている説が真実味を帯びてきましたの。調べた限りでは、かぐや先生本人には弱み的なものはないみたいなので、やっぱりお家うち関係が臭くさいですのね」

「家関係か？」

「そうですの」

　おおかみさんが聞くと、りんごさんが説明モードに変身する。……まあ、小道具の伊達だてめがねを持ってなかったらしく、ただ人差し指を立てただけなんですが。

「三門先生が依い頼らいに来てから、ちょっと貸しを使ってかぐや先生の実家のことを詳くわしく調べてもらったんですのよ。で、色々とプライベートなことまでわかっちゃったんですけど……これから言うことはオフレコですのよ？　まあ、言うまでもないことですけど」

　御お伽とぎ銀行で収集した情報を不用意に漏もらした人には、それなりの制裁が行われることになっているのです。具体的には目には目を歯には歯をということで、その人の秘密がばらまかれます。

「かぐや先生は実は養子で、今のご両親に養護施し設せつから引き取られたらしいんですの。そしてご両親は、実の我が子のようにかぐや先生を大切に育てたらしく、おかげでかぐや先生はご両親を本当に大事にしてるらしいですのよ。ただ、お家うちでやってる町工場のほうがあんまり余よ裕ゆうないみたいで……」

「なるほど。あのイケメン、いいところの坊ぼつちゃんオーラ出してるからな。金持ってそうだ」

　とそのとき、かぐや先生たちのほうを見ていた亮りよう士しくんが言った。

「ちょっと、様子がおかしいっスよ」

　おおかみさんとりんごさんが視線を向けるとそこでは……

『……困ります。約束ではまだ……』

『いいじゃないか……どうせ……』

　腰こしに手を回しつつどこかに誘ゆう導どうしようとするイケメンと、困った顔のかぐや先生。

「ん～、ホテルに連れ込もうとしている男と、拒きよ否ひする女性って感じですの？」

「おいおい、落ち着いてる場合じゃないじゃねーか。どうする？」

「どうするもこうするも……邪じや魔まするならまあ方法はひとつですのよね」

　と言うなり、りんごさんは物もの陰かげから普ふ通つうに歩いて出ていくと、かぐや先生に言った。

「あら、かぐや先生じゃないですの」

「えっ……赤あか井いさん！　なんでこんなところに……」

「ちーっす」

「今晩はっス」

「大おお神かみさんに森もり野の君まで！」

　いきなり現れた教え子たちに、かぐや先生は戸と惑まどった様子を見せる。

「…………君たちは？」

　イケメンのほうはというと、笑え顔がおでそう聞いてくる。ですが、微び妙みように目が笑ってない気がしますが、気のせいでしょうか。

「ええと、私の教え子たちです」

「どうもですの」

「……ども」

「どーもっスー」

　かぐや先生に対するのとは真逆の、おおかみさんと亮士くんの態度。非常に感じ悪いですが、ある意味敵認にん定ていしているので仕方ありません。

　りんごさんは……敵に対して微笑ほほえむことができるというか、敵にこそ微笑むタイプなので笑ってますが。

「なんだそうなのかい。でも不良だなぁ、こんな時間にこんな場所にいるなんて」

　イケメンは相変わらずにこやかな笑みを保っている。

「買い物に来ていたんですけど、夢中になっちゃって気がついたら、こんな時間だったんですの。で、暗くなったしそろそろ帰る？　とか話してたら、先生の姿を見つけたんですのよ」

　しれっと噓うそをつくりんごさん。

「もう、だめですよ。今日は先生が送っていってあげるから、早くお家うちに帰りなさい」

　そんなりんごさんに、かぐや先生はほっとしたように言う。

「…………そうだね、そうしたほうがいい。……送ろうか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。タクシーをつかまえるので」

「……そうかい？　じゃあ、気をつけて。君たちも先生をあまり困らせちゃダメだよ？」

「はーい、さよならですのー」

「「…………」」

　りんごさんはよそ行き笑顔で挨あい拶さつをするが、おおかみさんと亮りよう士しくんは無言でお辞じ儀ぎだけを返す。

「それではまた」

「あ、はい、今日はありがとうございました」

　そして、イケメンはかぐや先生に挨拶をしたあと、三人の横を通って去っていく。

　だが、すれ違ちがう瞬しゆん間かんに、舌打ちでもしそうなほどに顔を歪ゆがめたのを、三人は見逃のがさなかった。

　そんなイケメンの姿が見えなくなってから、おおかみさんたち三人は言った。

「……マジ、うさんくさいですの」

「いい人を気取るんなら、中身を隠かくしきれよって感じだな」

「そうっスねー。おれ、あのタイプは反吐へどが出るほど嫌きらいっスよ」

　まあ、亮士くんの抹まつ殺さつリストのトップに載のってる、あの人系の人っぽいですからね。

「つーか、かぐや先生もなんであんなのと。私たちみたいな子供に見透すかされるなんて、底が浅いにも程ほどがありますのよ」

　そんな教え子たちの反応に苦笑しつつかぐや先生は言った。

「……はぁ、まあいいわ。タクシーで送ってあげるから、今日は帰りなさい」

「はいですのー」

「りょーかい」

「了りよう解かいっス」

　でもって、その後大通りに出てタクシーをつかまえたかぐや先生プラスおおかみさんたちだったが、タクシーが発車して少ししてから、かぐや先生が亮りよう士しくんに言った。

「森もり野の君。そういえば、ゆきめちゃんは元気にしてる？」

「元気にしてるっスよ……ていうか、やっぱり知り合いだったんスね」

「高校のときに、同じクラスだったのよ」

「連れん絡らく取ってないんですの？」

「大人になるとねぇ。それにゆきめちゃんが、こまめに連絡を取り合うタイプだと思う？」

「あー思わないなー」

「思わないですの」

「思わないっス」

　まあ、亮士くんの叔母おばである雪ゆき女めさんは、豪ごう快かいというかざっくばらんというか、数ヶ月ご無ぶ沙さ汰たしたあといきなり連絡して、今日飲み行くぞとか言い出しそうなタイプですよね。

「それでも、赤ちゃんができたことくらいは知ってるけど」

「で、かぐや先生はそれで焦あせって結婚を急いで……ということではありませんのよね」

「先生はあいつのどこがいいんだよ」

「大おお神かみさん、目上の人に向かってあいつというのは……」

「だってオレらあいつの名前知らねーもん。な、りんご」

「そうですのよ」

　ナイスですのと、りんごさんはおおかみさんに目配せする。

「はぁ……たしかにそうね」

「で、あのイケメンの人は……」

「イケメン……」

　あいつの次はイケメンか……と、かぐや先生は微び妙みような顔をする。

「……なんか微妙な気分になるから、月つき野のさんって呼んであげて」

「わかりましたの」

　イケメンの名字ゲットです。

「……で、その月野さんといったいどこで知り合ったんですの？」

　そのりんごさんの質問に、かぐや先生は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったあとで言った。

「……プライベートなことは聞かないの。それに大人には色々あるのよ……」

　そう言うかぐや先生は疲つかれた表情で……

　だが、それも一瞬。生徒の前ではいい先生なかぐや先生は、生徒に心配させまいといつもの状態に戻もどります。実にけなげでいい先生です。

「そんなことより、あなたたち、晩ごはんはもう食べたの？」

　三人はかぐや先生が露ろ骨こつに話をそらしていることに気がついているが、これ以上困らせる気もないので、それに普ふ通つうにのっかっていく。

　なにより、もう目的は果たしましたからね。

「食べてませんの」

「おやつにあんパンとコーヒーをとったくらいか？」

「そうっスね」

「あなたたち……張り込みの刑けい事じみたいねぇ」

「……ぎくりですの」

　タイミングがよすぎたので、さすがにかぐや先生は不ふ審しんに思っているようだ。だが助かったことには違ちがいないからか、かぐや先生は特に追つい及きゆうせずに言った。

「まあいいわ……じゃあ、何か食べに行こっか、先生がおごってあげるわよ」

「わーいですの」

「先生、オレ肉っぽいのがいい!!　肉っぽいのが!!」

「ごちになるっス!!」

「…………先生お給料日前だから、少しは手加減してね？」

　ま、そんなこんなで亮りよう士しくんストーキング作戦は成功に終わりました。りんごさんたちにとっては、最低限の情報さえ知ることができれば、なんの問題もないのですよ。

　かぐや先生の周りをうろつく、育ちのよさそうなイケメン、そして名字は月つき野の。それだけわかれば、あっという間に個人情報が割れるでしょうしね。

　情報を制する者は世界を制すとか、少々大げさに言ってみます。




「さーて、謎なぞはすべて解けたですの」

　かぐや先生とイケメンに出会ってから数日後、御お伽とぎ銀行地上支店でりんごさんは某ぼう名めい探たん偵ていみたいな決きめ台詞ぜりふを言った。

「貸しをたくさん使って、アリス先せん輩ぱいに小言を言われつつも集めた情報によると、かぐや先生のお父様がやっている町工場の大口の取引先が、あのイケメンの父親が経営している会社らしいんですの」

「なるほど、だからあのぼんぼんと付き合ってるわけか」

「両親のことを大事に思っているかぐや先生だから、突つき放すことができないわけっスね」

「で、あのイケメンの評判なんかも調べてみたんですけど、ま[image: ～][image: ～]最悪ですの」

　りんごさんは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「三代目は身しん上しよう潰すを、地でいきそうな感じですのよ。別に三代目じゃないですけど」

　まあ、言いたいことはわかります。

「長男様、跡あと取とり息子むすこ様ということで甘やかされて育ってるし、親が金も権力も持ってるもんだからもう好き放題、これぞダメなぼんぼんの見本って感じですの」

「ぼんぼんどころか、ばかぼんなんスね」

　読みづらいですが、カタカナでは書けない名前なので、ご了りよう承しようください。

「そうなんですのよ。かぐや先生の前では紳しん士し気取ってたみたいですけど、一ひと皮かわ剝むけばそんな感じですの。なんか沸ふつ点てんが低くてすぐ馬ば脚きやく現すらしくて、ちょっと調べればダメエピソードがわんさか出てくるんですのよ」

「まあ、顔に出るタイプなのは確かっスよね」

　前に会ったとき、大人げなく亮りよう士しくんたちをすごい顔で睨にらんでましたしね。

「さかのぼれば華か族ぞくの血が入ってるとかで、本人のみならず家族もプライドが高く、それ相応の家から嫁よめをと思ってたらしいんですけど、ばかぼんのダメさが知れ渡わたっているもんで、縁えん談だんが一つもまとまらなかったらしいんですのよ」

「ばかぼんの家と縁ができるメリットよりも、ばかぼんと縁ができることによるデメリットのほうが大きいわけか。よっぽどだな……」

「おかげで困ったのはばかぼんの親ですの。ばかぼんは一人息子むすこなもんだから、このままではばかぼんの次の跡あと取とりが……ということで、仕方なく妥だ協きようして家いえ柄がらには目をつむり、美人で健康で教養があり、なおかつ弱みを握にぎってて逆らわないであろうかぐや先生で手を打ったと。反吐へどが出ますのよね。ケッ」

　りんごさん、むかつくのはわかりますが、すごい顔してケッとか吐はき捨てるのは、やめてくださいよ。あなたは一応、美少女なんですから。

「ダメな男は色々見てきたが、今回のはまた強きよう烈れつだな。家族までダメだというのが、ポイントが高い」

　こんなことを言うのは、ダメンズソムリエと化している感のある、おおかみさんです。まあ、おおかみさんは男運悪いですからね。

「で、これからどうするんだ？　放ほうっておくつもりはねーんだろ？」

「かぐや先生にはお世話になってるっスし、できればどうにかしてあげたいっス」

　そんな二人に、りんごさんはうなずく。

「もちろんですの。まあ、かぐや先生に真意を確かめなくても、このダメさですから実は相思相愛だったということはないでしょうし、この縁談は潰つぶしちゃってもいいと思いますのよ。かぐや先生がダメ男好きなんて変な趣しゆ味み持っていたとしても、アレはもうダメ男を超こえてクズですし、家族もアレで、結婚しても不幸しか待っていなさそうですし」

　ダメな男の多い『オオカミさん』シリーズの中でも、トップレベルのダメ男ですしね。

「で、今後の方針としては……わかった情報を三み門かど先生に流そうと思いますの。そうすれば、私たちがなにもしなくても、丸く収まるはずなんですのよ。そもそも、そういう依い頼らいですし」

　そう、そもそも三門先生がかぐや先生が悩なやんでいるので、それをどうにかしたいと言ってきたことから始まった話なのです。……皆みなさん覚えてました？

　ですが、りんごさんの提案を聞いたおおかみさんと亮士くんは、驚おどろきというか心配というかとにかく釈しやく然ぜんとしない顔をした。

「おいおいまじか？　三み門かど先生じゃ頼たよりねーし、この件はただの教師にゃ荷が重くねーか？」

「そうっスよね……」

　金と権力を持ってる相手ですから、おおかみさんと亮りよう士しくんがそんな心配をするのも無理はありません。

　ですが、りんごさんはニヤニヤしながら言った。

「むっふっふっ、実はそうでもないかもしれませんのよ……」

　りんごさんはなにかを知っているみたいですね。

「じゃあ、三門先生を呼び出して報告ですの」

　というわけで、おおかみさんたち三人は三門先生を呼び出し報告をすることにした。

「……とまあ、以上がかぐや先生が男を遠ざける理由ですの。実家の大口の取引先なもんだから邪じや険けんにできない。しかも、性格が悪く断ったら間ま違ちがいなく逆さか恨うらみで報復してくる。同じ理由で、男が近づいたことを知ったら、なにかしでかすかもしれない。なので、男を近づけないようにしていると。相手は下手に金と権力持ってますからねー、金持ちとは喧けん嘩かするなっていいますし」

「そんなことが……」

　静かにつぶやく三門先生。だが、なにやら怒いかりのオーラ的なものを全身から発散している。

　かぐや先生にふられて灰になっていた人物と、同一人物だとは思えません。

　そんな反応に、おおかみさんと亮士くんはこそこそささやき合う。

「おー、怒おこってる怒ってる」

「まあ、ここで怒らないと男じゃないっスよね」

「でも、怒るだけなら猿さるでもできる。重要なのは行動に起こせるかどうかだろ」

「…………肝きもに銘めいじておくっス」

「なんでお前が肝に銘じるんだよっ!!」

　とまあ、いつも通りいちゃついている二人はさておき、

「いちゃついてねーよ!!」

　三門先生です。

「で、どうしますの？」

「どうするなんて決まってる。かぐや先生が自分の意志を無視されて、結婚を強要されるなんて許せない!!」

　三門先生はキリッと眉まゆを逆立てる。語尾にキリッとかつけても問題ないほどにキリッとしてます。

　それを聞いたりんごさんは笑え顔がおでうんうんうなずいたあと、一枚の紙を取り出した。

「なら、この地図を差し上げますの」

「これは？」

「会社に出勤した際、月つき野のさんが車を停とめている地下駐ちゆう車しや場の地図ですの。つまり、ここで待まち伏ぶせしたならば、ほぼ間ま違ちがいなく月野さんと遭そう遇ぐうできますの。車種とナンバープレートの番号もおまけでつけておきますのよ」

「……ありがとう」

「三み門かど先生、これからすぐ行くんですの？」

「うん、時間もちょうどいいからね」

　ちょうど放課後ですしね。

「では、御ご武ぶ運うんを祈いのりますの」

「任せてくれ!!」

　そう言うと肩かたを怒いからせ御お伽とぎ銀行地上支店から出ていく三門先生に、りんごさんは笑え顔がおで手を振ふり、おおかみさんと亮りよう士しくんはそんな姿を心配そうに見送るのでした。

「……痛っ!!」

「うわっ、なにもないところでコけたぞ」

「自分の足に引っかかったみたいっスねー」

「……なんかちょっと判断間違ったかなーとか、思わないでもありませんの」

　……心配そうに見送るのでした。

　御お伽とぎ花ばな市しの中心部にある、とあるビルの地下駐ちゆう車しや場。

　そこで、めがねでスーツでひょろ長い三門先生が、ダメイケメンの月野さんを呼び止めていた。

『月野さんですね』

『……君は誰だ？』

『私の名前は、三門文ふみ武たけといいます。御お伽とぎ学園で教師をしております』

　そんな二人にそろそろと近づいていっているのは、おおかみさんたち三人組。

「……おれ一人ならともかく、三人でこれ以上近づくのはまずいっスね」

「了りよう解かいですの」

　さすが亮士くん、真っ当ではない活動では大だい活かつ躍やくです。

「声は……ちゃんと入ってますのね」

　りんごさんはビデオカメラで、三門先生と月野さんの対決を、近くの車に隠かくれて撮さつ影えいすることにする。

「おい、りんご。なんで撮とってるんだ？」

「あとでこれが大きな貸しに化けるはずなんですのよ……と、始まるみたいですのよ」

　三人の視線の先では怪け訝げんな顔の月野さんと、静かな怒いかりをたたえた三門先生が向かい合っている。

『御お伽とぎ学園か……で、その教師が俺になんのようだ？』

『……お願いですから、竹たけ取とり先生を自由にしてあげていただけませんか？』

『……なんだと？　お前には関係ないだろう』

『たしかに関係はありませんが……同どう僚りようとして悩なやんでいる彼女を見過ごせません。お願いします!!』

　地下駐ちゆう車しや場に響ひびき渡わたるほどに大きな声でそう言ったあと、三み門かど先生は頭を下げる。

　それを見ていたおおかみさんは……落らく胆たんする。

「……あれだけ大おお見み得え切ってこれか」

　おおかみさんはヘタレにはきついですからね。

　だが、りんごさんはまたもやむふふふと笑っている。

「まあまあ、涼りよう子こちゃん。評価は最後まで見てからにしたほうがいいですのよ」

「……なにかあんのか？」

　おおかみさんは三門先生を見るが、やっぱりいつも通りの三門先生に見える。

　月つき野のさんは自分に向け頭を下げている三門先生を見下ろしながら言う。

『……なるほど、かぐやに惚ほれているのか』

　それに気づいた瞬しゆん間かん、月野さんはまるで眼中にないとでもいうように、三門先生のことを無視し、ぶつぶつとつぶやき始めた。

『ちっ……あの女、俺のものになったことを理解していないのか？　ほかの男に色目を使うなんて……こうなったら仕事をやめさせるか。三月までは続けたいとか言っていたが関係ない……』

　その漏もれ聞こえてくる言葉は、三門先生をキレさせるには十分だった。

『あなたは……あなたは竹取先生を奴ど隷れいかなにかと勘かん違ちがいしていませんかっ!?』

『あ？　お前まだいたのか？』

『ぐっ』

　あまりにも眼中にないといった反応に思わずひるむ三門先生だったが、それでもどうにか言い返す。

『あなたは竹取先生をなんだと思っている!!』

『……うるさいな。なんの権利があって、俺とかぐやのことに口を挟はさむ？　身みの程ほどをわきまえろ。このご時世、無職にはなりたくないだろう？』

　……なんという上から目線。これだけむかつく男はそうはいませんよ。

『権利？　そんなもの思いを寄せた人が望まぬ結婚をさせられようとしていれば、阻そ止ししようとするのは当然でしょう!!』

　それまでうざったそうにしていた月野さんだったが、その言葉を聞いた瞬間、三門先生を睨にらんだ。

『……望まぬだと？　なにを言っている。我が月つき野の家の嫁よめになれるんだ、これほど名めい誉よなことはないだろう。そもそも、どこの馬の骨ともわからない養護施し設せつ出身の女を、我が月野家に迎むかえ入れてやろうというんだ。俺ほど寛かん大だいな男はいないだろうよ』

『……では、竹たけ取とり先生を選んだ理由は？』

『能力的にはそこそこ優ゆう秀しゆうなようだし、健康で身体からだに問題もないみたいだし、なにより見た目がいいからな。まあ月野家の跡あと取とりとしては、優秀な跡あと継つぎを産んでもらわないといけないんだよ』

　ただ今、月野さんがびっくりするぐらい馬ば脚きやくを現しております。

　そんな月野さんを陰かげから眺ながめながら、ひそひそとこき下ろす三人。

「うっわー、噂うわさ通りの人っスね」

「愉ゆ快かいなくらいのダメセレブっぷりですのね」

「おい、りんご。月野家ってここまで威い張ばれるくらい、すごい家なのか？」

「ん～たしかに名家で華か族ぞくの血も入ってて、激動の時代を生き抜ぬき、没ぼつ落らくせずに現代にもそれなりの資産を残しているあたり、ご先祖様はすごく優秀だったのは間ま違ちがいないんでしょうけど……当代は子育てに失敗したみたいですのね」

　びっくりするほど、ばかぼんですしね。

　そのばかぼんはというと、相変わらずの上から目線で三み門かど先生を見み下くだしている。

『それにしても、俺に意見しようなんて身みの程ほど知らずだな……お前の実家は俺に意見できるほどの家なのか？』

『家は関係ないだろう!!』

『ふん、生まれの悪いやつは皆みなそう言うんだよ。……ということは、後ろに誰だれかついているのか？　でもまあ、それでも俺にはかなわないだろうけどよ……』

　ねえ聞きました？　奥さん、この人クズなだけでなく、虎とらの威いも借りてるみたいですよ？

　これにはおおかみさんもあきれますよ。ただでさえとんでもなくマイナスだった月野さんへの評価が、さらに下がりまくりです。

「……なるほど、バックに誰かついてるから、こんなに自信満々なんだな」

「そうっスねぇ……でも考えてみたら、おれらもあまり人のこと言えないっスよね」

　その亮りよう士しくんの言葉に、おおかみさんは少し考えたあと、渋しぶい顔でうなずいた。

「……ああまあ、たしかにな」

「こうやって余よ裕ゆう綽しやく々しやくなのは、どうにかできる手段を持っているからですものね」

　学園長への貸しを使えば、だいたいの問題が解決しますからね。

「にしても……三門先生がんばってるっスね」

「どうやら、私の試練で心が鍛きたえられたのが、よかったようですのね」

　りんごさんが胸を張る。

　…………りんごさん、それ本気で言ってます？

　ヒソヒソ話す三人をよそに、三み門かど先生は必死に訴うつたえていた。

『自分の力だけで気持ちを振ふり向かせようという気はないのかっ!?　生まれつきただ持っていただけの権力で、女性を意のままにすることに対してなにも思わないのか!!』

『思わないね。人脈も俺の力だ』

　自分で作った人脈なら、間ま違ちがいではないんでしょうけどね。

　それはともかく、まったく嚙かみ合わない会話。価値観がまったく違うのでしょう。

『あっあなたは!!』

『ええい、うっとうしいな!!』

　それでも食い下がる三門先生だったが、

『仕方ないから、お前のような愚ぐ鈍どんな人間にもわかるように、俺とお前の違いを説明してやる』

　そんな三門先生にいい加減飽あき飽きしていた月つき野のさんが、とうとう切り札を出した。

『聞いて驚おどろくといい、我が月野家はあの荒神アラガミ家とも懇こん意いにさせていただいているんだ!!　そんな俺にたてついて、ただですむと思っているのかっ!!』

　たしかに、そのカードはこの街ではジョーカーとなるものだ。……が、

「…………」

「…………」

「…………」

　おおかみさんたちは出てきた名前に思わず無言になってしまう。

　そして、三人の視線の先では三門先生も無言になっている。

　その三門先生の無言をいいように受け取ったのか、月野さんは前まえ髪がみをかき上げつつ尊大に胸を張る。

『ふん、驚いて声も出ないようだな。まあ仕方ない、荒神家はこの街の影かげの支配者だからな。荒神家と敵対すればこの街では生きていけない……』

　そんないい気になっている月野さんを見て、おおかみさんは言う。

「おいりんご、どうするよ。オレらが出るか？　エロ爺じじいへの貸しを使えばどうにかなるだろ」

「たしかに……学園長の名前を出されると、三門先生にはきつそうっスよね」

　だが、りんごさんはそんな二人をまたまた止める。

「まあまあ、出ていくのはちょっと待ってくださいですの。予想以上に愉ゆ快かいな展開になってきましたので、このままゴーですの」

　やっぱり、りんごさんはなにやら情報をつかんでいるらしい。

『どうだ、はいつくばって謝る気になったか？　靴くつでもなめるなら許してやらんでもないぞ』

　勝ち誇ほこる月つき野のさん。

『荒神アラガミ家……か』

　しかし、この街の支配者の名にも三み門かど先生は怯おびえることなく、ただただ大きくため息をついた。

　そして顔を上げたときには、三門先生の瞳ひとみに決意の光が宿っていた。

『使いたくはなかったが…………先に虎とらの威いを借りたのは、あなたですよ？』

　三門先生は月野さんを一いち瞥べつしたあと、どこかに電話をかけ始める。

『……はい、私です。……はい……はい。それで電話をかけた理由ですが……力を貸していただこうと思いまして。あと、私の秘密も同時に明かします。………………はいわかっております。ただ、一言言わせていただきますと、好きになった女ひとを見捨てて得た権力になんの意味があるのでしょう。そう……なにを失おうとも、好きになった女を見捨てるよりかは何百倍もマシだ!!』

　そう言い切る三門先生の姿は、いつものひ弱な化学教師ではなく、なにか威厳すら感じるものだった。まあ、有あり体ていに言うと、なんかかっこいいです。

『……すいません、興奮してしまいました。それで申し訳ありませんが、月野家当主に電話をかけて、おまえの息子むすこは儂わしを敵に回すつもりか？　とでも言ってください。そのあとは、こちらでなんとかしますので……はい、それだけでいいです』

　そんな誰だれかと電話で話している三門先生を見ながら、おおかみさんは聞いた。

「りんご……これはどういうことだ？　気弱ヘタレメガネが、クールメガネになってるぞ」

　すると、りんごさんが待ってましたとばかりに説明を始める。

「むふふ、御お伽とぎ銀行に収められてた三門先生の情報を見たときに、ある注ちゆう釈しやくがついてたんですのよね」

「注釈っスか？」

「ですの。で、どんな注釈かというと、三門先生の情報を得たなら、それがどんな些さ細さいなことでも学園長に報告しろ」

「…………えーとそれは」

　そのとき、亮りよう士しくんの視線の先では、三門先生は電話を切って、携けい帯たい電話を懐ふところにしまうところだった。そんな三門先生の様子に月野さんは怪け訝げんそうな顔で聞く。

『いったい、どこに電話を……』

　と、そのとき、月野さんの携帯が鳴った。

　誰からの電話か確かく認にんしたあと、にやりと笑って、電話に出る。

『あっ、パパ？　ちょうどよかった、一つお願いがあるんだよ。……え？　お前はいったいなにをした？　別になにもしてないよ。ただ、偉えらそうに説教してくる教師に、身みの程ほどをわきまえさせようと…………』

　次の瞬しゆん間かん、

『………………え？』

　おおかみさんたちは血の気が引いていく人間というのを目まの当あたりにしました。

　さーっと冗じよう談だんみたいに真っ青になり、月つき野のさんは冷ひや汗あせを流し始める。

『………………………………え？』

　月野さんがおそるおそる三み門かど先生のほうを見ると、三門先生はクールな表情で平然と立っている。

　いつの間にやら、形勢が逆転しています。

『……わかり……ました』

　そして、電話を切った月野さんは、おそるおそる三門先生に聞いた。

『お前……いや、あなたは……』

『三門というのは父方の名字で、母親の旧きゆう姓せいは……荒神アラガミといいます』

　それを聞いたおおかみさんは思わず声を上げた。

「あのエロ爺じじいの孫か!!」

「いや、マジっスか……ぜんぜん、似てないっスねー」

「でもさっきの三門先生の姿は、あのエロ爺の覇は気きやらオーラやらを百倍に薄うすめたくらいはありましたのよ」

　いやそれは薄まりすぎじゃないですか？

　大物オーラを微び妙みように漂ただよわせた三門先生は、冷や汗をだらだら流している月野さんに言う。

『というわけです。なにか言いたいことはありますか？』

『…………』

『なしですか……まあいいです。今後、彼女の周りをうろついたり、逆さか恨うらみで彼女の両親に対しなにかしようものなら……わかってますね？』

『はい……わかっています』

　身体からだを丸め、冷や汗を流し、月野さんはただただうなずく。

　虎とらの威いを借りてたら、その虎が現れたという状じよう況きようですからね。これはもう、どうしようもないでしょう。

『……では失礼します。もう二度と出会わないことを祈いのってますよ』

　そう宣言したあと、三門先生はきびすを返しその場を立ち去る。やっぱり、今の三門先生はオーラをまとっていますね。

「あっ、こっち来るっス」

「隠かくれますのよ!!」

　そして、三門先生が通り過ぎ、見えなくなってからおおかみさんたちも地下駐ちゆう車しや場から脱だつ出しゆつした。

「ふう、これで一件落着ですのね」

「ああ、これでかぐや先生の問題は解決だな……オレらなにもしなかった気がするが」

「いや、まあ、でもよかったっスよ」

　いつの間にやら外は真っ暗でした。もう、よい子はお家うちに帰る時間ですよ。

「……にしても、月つき野のさんのことは反面教師にしないといけませんのね」

　りんごさんが思い出しているのは、三み門かど先生が消えたあとに気が抜ぬけたのか地面にへたり込んでいた月野さんの姿だった。

　登場時と比べたら、実に情けなさすぎる姿です。

「……そうだな。あのエロ爺じじいがこの街の実質的支配者なもんだから、その下についてることでオレらも少々気が大きくなってたかもしれねー」

「トラブっても、どうにかなるとか無意識に思ってた気がするっス。この勘かん違ちがいをしたまま学校を卒業して街の外に出たら、いつか痛い目見そうっスよね」

「むかつくことにな。……なんだかんだ言って、オレらは守られているわけだ」

「ですのね。……とはいえ、この街にいる間は色々助けてもらうつもりですけど。ていうか、今回の依い頼らいは頼たよらないとハッピーエンドは無理ですのよ。私たち、まだまだ子供なんですし」

「だなー。……あー早く大人になりたいような、このままでいたいような微び妙みような気分だ」

　おおかみさんが伸のびをしながらそう言うと、それに亮りよう士しくんが反応した。

「えっおっおれは大人になりたいっスよ」

「あん？」

　おおかみさんは亮士くんに目を向ける。

　そんなおおかみさんを、頰ほほを染めつつ見返しながら亮士くんは言う。

「だって、大人にならないと涼りよう子こさんとぶほあー」

　……言えませんでしたね。

　せっかくいいこと言おうとしたのに、いつも通りどつかれる亮士くん。

「はっはずかしいこと言うんじゃねーよ、ぼけっ!!」

　ですがまあ……なにを言おうとしたかは皆みなさんおわかりですよね。




　翌日、いつものニコニコ笑え顔がおでかぐや先生が教室に入ってきた。

「みんなおはよー」

　いつもならここで普ふ通つうにホームルームが始まるのだが、今日はいつもと違った。なぜかというと……

「かぐや先生、今日はいつにもまして素す敵てきないい笑顔ですね。どうです、今度ぼくと一いつ緒しよに昼食でも……」

　いきなり浦うら島しまさんが、かぐや先生を口く説どき始めたのだ。

「太た郎ろう様!!　教室で担任を口く説どくなんて、なにを考えているのでございますか!!」

「いっいやだって、こんないい女がいたら口説かないと逆に失礼……」

「最愛の恋人の前で、ほかの女ひとを口説くほうが失礼でございます!!」

　まあ、そうですよね。乙おと姫ひめさんの言う通りです。

　というわけでいつも通り、浦うら島しまさんにお仕置きを……もとい愛情の深さを教え込もうと、乙姫さんは手を挙げて言った。

「……かぐや先生、少し時間をいただきたいのでございますが」

「なっこんな朝からっ!?」

　そんないつも通りの二人を見ながら、あきれ顔でかぐや先生は言った。

「先生、不純異性交遊はやめて欲しいなぁ」

「不純ではございません、純粋異性交遊です!!　避ひ妊にんはしてますし!!」

　乙姫さんは相変わらずですね。これがなかったら完かん璧ぺきな美少女なのに。

「にしても、今日はいったいどうしたんだ？　浦島さん。ホームルームでかぐや先生口説いたのは初めてだろ」

「だなー。それに先生はいつもにこにこしてるじゃねーか」

　そんな男子生徒の茶々入れに、浦島さんは心の底からあきれたような顔で言った。

「……おいおい、見る目ないなお前ら。いつもかぐや先生の笑え顔がおに潜ひそんでいた、かすかな憂うれいがなくなってるじゃねーか」

　そんな浦島さんを見ながら、事実を知っているおおかみさんたち三人は、感心すればいいのかあきれればいいのか～なんて微び妙みような顔でささやき合っていた。

「…………浦島さんが見る目ありすぎなんじゃないですの？」

「相変わらず女のこととなるとすごいな、浦島」

「そうっスね」

　そして、そんながやがやとうるさい教室を、かぐや先生は本当に素す敵てきな笑顔で見回してから言った。

「では、朝のホームルームを始めましょー」




　こうして、このお話はハッピーエンド。

　かぐや先生の悩なやみは、おおかみさんたちと三み門かど先生のがんばりで、ばっちり解消されました。

　で、悩み解消の最大の功労者である三門先生ですが……その想おもいがかぐや先生に通じるかどうかは、今後のがんばり次し第だいでしょう。ただ、男として一ひと皮かわ剝むけましたし、可能性はゼロではないでしょう。

　まあ、というわけで、話を締しめましょうか。




　え～こうして、月に連れ去られなかったかぐや姫ひめは、大好きな両親と愉ゆ快かいな生徒たちに囲まれ、いつまでも幸せに暮らすのでした。


めでたしめでたし









　　　おまけ１




　御お伽とぎ銀行地上支店でおおかみさんたちは、三み門かど先生から昨日の報告を受けていた。まあ、実際は全部見ていたんですが、それは秘密ですからね。

「……というわけで、まあ、どうにかなったよ」

「それはよかったですの～。もう、あれから三門先生のことが、心配で心配で」

　りんごさん、マジ白しら々じらしいです。ですが、すべて見ていたことを知らなければ、心の底から心配していたようにしか見えなくて……まったく、美少女は得ですね。

「はははは、心配してくれてありがとう」

「で、これからどうしますの？　これでかぐや先生は男を追い払はらう必要もなくなり、恋もできるようになりましたの。とりあえず私たちはかぐや先生の名めい誉よ回復のために噂うわさを流そうと思ってますの。かぐや先生が望まぬ結婚を強しいられようとしていて、そしてそのとばっちりが行かないよう、告白してきた人を、ひどいことを言って追い払っていた、と。ただそうすると、三門先生のライバルが増えちゃいますけど……」

　りんごさんは試ためすような目で見る。

「そうだね……そうしたほうがいい」

　一ひと皮かわ剝むけた、三門先生。なかなかいい男じゃないですか……見た目は気弱メガネですが。

　りんごさんは、そんな三門先生を見てにこっと笑う。

「そうそうですの。乗りかかった船ですし、先生とかぐや先生との仲を取り持つという依い頼らいなら、喜んで受けさせていただきますけど、どうしますの？」

　見直しましたし、すべて見てたので三門先生を応おう援えんしたい気分になってきましたし、なによりりんごさんが、学園長の孫へ貸しを作れるチャンスを見逃のがすわけはありませんよね。ですが、三門先生は首を振ふります。

「いや……自分でがんばるよ。ただでさえかぐや先生の問題で力を借りたのに、これ以上力を借りるというのは情けなさすぎる。なにより、好きな人の心は自分だけの力で手に入れてこそ価値のあるものだと思うから」

「三門先生、素す敵てきですの……」

「ああたいしたもんだ」

「かっこいいっスよ!!」

　かっこいいことを言った三門先生を、おおかみさんたち三人はべた褒ぼめです。

「いやははは」

　教え子たちに褒ほめられ、三み門かど先生は照れたように頭をかく。

　そんな三門先生に、りんごさんはにっこり微笑ほほえんで言う。

「……さすが童どう貞てい、ロマンティストなんですのね」

「どどどど童貞ちゃうわ!!」

　まあ、お約束ですよね。




　　　おまけ２




　おまけ２の舞ぶ台たいは御お伽とぎ学園の学園長室。

「……とまあこういうことがあったんですの。ちなみに、そのシーンがこれですの」

　そこでは、りんごさんがノートパソコンに三門先生vs月つき野のさんの映像を流していた。

　よく見えるようにという名目で、学園長の膝ひざの上にちょこんと座るりんごさん。もちろん、りんごさんがこんなことをするからには、下した心ごころがありまくりなのです。

「相変わらず、用意がいいのう」

「隠かくし撮どりは基本ですのよ。映像、写真、ボイスレコーダーなどは、動かぬ証しよう拠こになりますし」

「ほうほうほう…………あの電話はこういうことじゃったわけか。なかなか育っておるのう」

　学園長は画面を見ながら、満足げにひげをなでる。

「それにしても、三門先生がお孫さんだったとは、びっくりしましたの。三門先生のファイルを見たとき、先生の情報を得たらおじいちゃまに伝えろという注ちゆう釈しやくがついてまして、身内かなぁとは思ってたんですけど、まさか孫とは」

「あやつは父親の姓せいを名乗っておるからのう。儂わしの嫁とついでいった娘むすめの子なわけじゃ」

「でもなんで、三門先生の情報を伝えろと？　おじいちゃまは孫かわいさに情報を集めるタイプではないと思うんですけど」

「まあ、どれだけ育っているかを確かく認にんするためじゃな。この街の後こう継けい者しやになるかもしれない男じゃし。ただ、儂は血が繫つながっているというだけで跡あとを継つがせるほどかわいげのある爺じじいじゃないから、試練を与あたえておるわけじゃ」

「おじいちゃまらしいですの」

「試練としては、自分の素す性じようを明かさない、荒神アラガミ家の力を使わない。それを守れる、そして人の上に立つ器でなければ後こう継けい者しや候補から外すというわけじゃ。後継者候補は一人じゃないしの」

「でも今回はおじいちゃまの力を借りちゃいましたけど？」

「……あやつには内ない緒しよじゃが、今回は大目に見てやろう。惚ほれた女のためにすべてを捨てるつもりだったようじゃしな」

　学園長は笑いながらひげをさする。

「後継者候補の座を……荒神アラガミ家の権力やらなにやらを全部捨てるなんてのは、よっぽどの覚かく悟ごがないとできませんのよね」

　荒あら神がみグループは日本でも有数の財ざい閥ばつですからね。

「あやつは娘むすめに似て、よく言えば優やさしい、悪く言えば覇は気きのないやつじゃったから、ダメかと思っておったが、なかなかどうして……」

「たしかに、あのときの三み門かど先生はかっこよかったですの。今思えば、なるほど伊達だてにおじいちゃまの血を引いてないんですのねーって感じだったですの」

「うむうむ」

　孫を褒ほめられ自分を褒められ、いい気分になっているらしい学園長。こうやってりんごさんが人を持ち上げるときは……なにかありますよね。

「あ、そうそうですの。三門先生は、かぐや先生の問題は解決したし、あとは自分でがんばるとか言ってたんですけど、ここまで関かかわったついでに少しだけ応おう援えんしてあげようかなーと思うんですのよ」

「……ほう」

　学園長がぴくりと眉まゆを動かす。これは怒いかりか興味かそれとも喜びか。

「でもまあ、応援するといっても、別に策を弄ろうすわけじゃないですの。ただ、三門先生がどんなふうにがんばったかを、かぐや先生に伝えてあげようかなーというだけなので。かぐや先生の好みは知的で頼たよりになる男なので、あの怒おこった三門先生なんてかなりツボだと思うんですのよねー。気弱メガネがクールメガネになってましたし。それに、これはおじいちゃまにもメリットがありますの。だってうまくいったら、かぐや先生が孫になるんですのよ？」

「……おじいさまって呼んでもらいたいのう」

　まあ、かぐや先生は美人ですからね。性格もいいですし。

「しかも二人の間に子供ができたら……三門先生も瘦やせぎみなことを除のぞけば、容姿はそれほど悪くありませんし、間ま違ちがいなく美形になりますのよ？　そしてその子がもし女の子だったら……すんごくかわいい美幼女なひ孫が『おじいちゃま、おじいちゃま』と……」

「おお、いいのう、いいのう。……………………………………で、なにが条件じゃ？」

　まあ、りんごさんがただ働きするわけがありません。

「陰かげながらの恋のアシストに、色々と情報を伝え、いいものを見せてあげたことを加えて……全部まとめて、貸し一つでどうでしょうですの？」

　どうやら、細かな貸しをまとめて、大きな貸しにしようとしているらしいですね。そんなりんごさんに、学園長は苦笑する。

「まったくりんごちゃんはがめついのう……しかも、儂わしの弱いところをついてくる。わかった、条件を飲もう」

「まいどありーですの」

　りんごさんはすんごくいい顔で笑う。

　これで御お伽とぎ花ばな市し限定ドラ○ンボールひとつゲットです。




　　　おまけ３




「お、久しぶりだな」

　とある居い酒ざか屋やの個室に現れたかぐや先生に、すでに待っていた女性が言った。

「久しぶり、ゆきめちゃん元気してた？　あ、ついでに、久く美みちゃんも」

「ついでとはなんだついでとは!!」

　いつも通りにラフな格好の雪ゆき女めさんと、仕事帰りらしいきっちりスーツの久美さん。

　一応説明しておきますと、この二人は亮士くんの叔母おばさんと地じ蔵ぞうさんのお姉さんです。

「そういえば、ゆきめちゃんおめでとう～」

「おうよ、そろそろ大台が見えてきたからな……今の内に産んでおこうかなと思ったわけだ」

「そうよね～、できれば三十までにとか考えちゃうよね。あなたの甥おいっ子こたちのおかげで問題が片付いたから、私も恋に生きちゃおっかな～」

　かぐや先生はお友達の前だとなにやらおっとりな感じです。

「ほう……それはおもしろそうな話だな、聞かせろ」

「う～ん、詳くわしくはわからないけど、どうも私の周囲で色々動いてたみたいなのよね。そしてそのあと、私の問題が唐とう突とつに解決した。関かかわってないわけがないわよねぇ。で、いいものをあげますの～と言う赤あか井いさんに、今日これを貰もらったのよ」

　かぐや先生は鞄かばんからＤＶＤを取り出す。

「まだ見てないんだけどね」

「りんごからか、そりゃあ関わりまくってるな……にしても、かぐや。困ってることがあったら言えよ、友達がいのない」

「それが相手が悪かったのよねぇ。金持ちとは喧けん嘩かするなっていうじゃない？　お父さんたちに迷めい惑わくかけられないし。だから適当に付き合って引き延ばしてたら、飽あきてどっかに行くかなと思ってたんだけど、しつこくて……」

「でもまあ、解決したんならいいか。じゃあ久しぶりに揃そろったことだし、乾かん杯ぱいでもするか」

「いいわね！　では、ゆきめちゃんのおめでたに」

「かぐやの問題解決に！」

「久美がまたふられたことに」

「って、雪女、なぜそれを知っている!!」

「「かんぱ～い」」

「話を聞け!!」

　久く美みさんは家でも外でもいじられキャラのようです。




　一時間後、久美さんが泣いていました。どうやら泣なき上じよう戸ごのようです。

「うっうっ……男なんて……男なんて……」

「久美ちゃんはいい子よ～」

「まあ、いい子ではあるな。見た目と中身が伴ともなってないが」

　久美さんは地じ蔵ぞうさんのお姉さんなだけあって、しっかりしているというか、強い女だというか、オーラがあってなんか近寄りがたいというか、なんかそんな感じの印象を受けてしまうのです。目なんか切れ長で、すごく目め力ぢからがあるように感じますからね。

　でも中身はこんな愉ゆ快かいなお姉さんなので……まあ、色々とあるのです。

「んもう、ゆきめちゃんってば……よし、久美ちゃん。私と勝負しよっか、どっちが先に結婚するか」

「すん……いいだろう、吠ほえ面づらかいても知らな……」

「おいおい、かぐやが勝つんだから賭かけにならないだろ」

「そんなことはないぞ!!　本当だぞ!!」

　いやいや、久美さんはいじられるとほんと輝かがやきますよね。




　二時間後、泣き疲つかれて眠ねむった久美さんの横で、かぐや先生と雪ゆき女めさんはちびちびとお酒を飲んでいました。

「で、どうなんだ？　お前はもてるだろ？」

「告白はされるんだけどね……あんまり好みの人がいなくて」

「そうなのか。……そういえばかぐや。お前は、相変わらずメガネが好きなのか？」

「うん。最近は、メガネ男子とか流行はやったし、やっと時代が私に追いついてきたって感じかな？」

「同どう僚りようにメガネかけてんのぐらいいるだろ」

「いるんだけどね……ちょっと頼たよりないかな。私はメガネはメガネでも、知的でクールで頼たよりがいのあるメガネがいいのよ。……どこかにそんな人いないかなぁ」

　まあ……すぐそばにいるかもですね？

　というわけで、いいお歳としをした女性三人の夜は更ふけていくのでした。
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　　　おおかみさんこびとの国に迷い込んでこびとたちの争いに関かかわることになる







　秋もほぼ終わり、そろそろ冬に入ったかな～と誰だれもが思い始めてきた頃ころ、

　りんごさんが気を利きかせすぎたため、おおかみさんと亮りよう士しくんは二人で下校していた。

「…………」

「…………」

　つーんとしつつもまんざらでもなさそうなおおかみさんと、おおかみさんと二人で帰ることができてうれしそうな亮士くん。相変わらずのつかず離はなれず、ラブコメってる二人です。

　そんな二人が校門のところにさしかかると、小学校低学年くらいの男の子四人が二人のもとに走ってきた。

「「「「涼りよう子こねーちゃん!!」」」」

「お、白しら雪ゆき先せん輩ぱいんとこのガキどもじゃねーか。元気に……してたみたいだな」

「うんしてた!!」

　このかわいらしい子供四人は、りんごさんの腹はら違ちがいの姉である白雪さんの弟たちです。

「この間もりんごおねーちゃんとご飯食べたよ」

「姉弟きようだいみんなでね」

「そういや、りんごがそんなこと言ってたな」

　複雑な家族関係ですが、それなりに仲良くやってるみたいですね。

　このお子様の言う姉弟というのは、白しら雪ゆきさん、その弟妹の七人のガキども、そしてりんごさんの九人のことみたいですし。

　ちなみにどのくらいの複雑さか説明しますと、すごく長くなるんですが……がんばります。

　えー白雪さんのお父さん（以下白雪父）に惚ほれちゃった、りんごさんのお母さん（りんご母）が、一夜だけでもとか言ってりんごさんを仕込んだあと身を引き、しかし数年後に白雪父とりんご母は劇的に再会。女おんな手で一つでりんごさんを育ててたとかいう、けなげなりんご母の行動を知った白雪父は、りんご母の一いち途ずな思いに心を揺ゆさぶられてしまったのです。そんなときに隠かくし子ごりんごさんのことが白雪母にばれて、怒おこった白雪母は白雪さんを連れて家を出ていき、その後あと釜がまにりんご母が据すわったのです。

　で、白雪さんを連れて出ていった白雪母はしばらくして再婚し、この七人のガキが生まれたというわけです。

　その後成長し、自分が一つの家族を壊こわすための毒りんごだったと知ったりんごさんは、それを気に病やんで一人で御お伽とぎ花ばな市しに来たのですが、白雪さんがものすごくいいお姉さんで、りんごさんがいないとこの七匹ひきのガキはこの世に存在していないし、なにより今私は幸せだから気にしないで、そして生まれてきてくれてありがとう、という感じの白雪さんの言葉で、ハッピーエンドになりました……と。

　ふう、つかれました。

　それにしても、どろどろすぎですよね。しかも、これがすべてりんごさんのお母さんの計画通りだったわけで、それどこの昼ドラですかって感じです。今はいい感じにみなさん幸せになっているので、問題ないのかもしれませんが。

　あ、あともう一つ。七つ子というテレビで大家族特集でも組まれそうなこの子供たちの名前は、上から順に一かず也や、二ふた葉ば、三さん太た、四よ市いち、五月さつき、六ろく郎ろう、七なな子こといいまして、この場にいるのは一也、三太、四市、六郎の男四人です。ごっちゃになるので、ガキどもとひとくくりにさせていただきますが。

「おい、亮りよう士し。どうなんだよ」

「どうって……」

　でもって、亮士くんがそんな小学校低学年のガキどもになれなれしく絡からまれている理由は、ガキどもにとって亮士くんが同レベル、もしくはそれ以下だと思われているからです。相変わらずなめられてますねー。亮士くんは昔、プールでおぼれた白雪さんを助けるという主人公的な行動を取ったことがありまして、そのときはガキたちの中で株を上げたんですが……時が経たち株価が元に戻もどってしまったのです。

「ほらわかるだろ？　涼りよう子こねーちゃんとの仲がどうだってことだよ」

「そうそう、やったのか？　キスぐらいはしたのか？」

「ええと……手を繫つなぐくらいなら」

「……おいおい、今日きよう日び、幼よう稚ち園えん児でももっと進んでるぜ」

「ヘタレだなぁ……だからお前は亮りよう士しなんだよ」

　思いっきり馬ば鹿かにするガキども。いつもならここで苦笑いしつつ、心の中で涙なみだを流すところですが、今日の亮士くんは一ひと味あじ違ちがいます。なんと、大きな声で反論したのです。

「なにを言ってるんスか!!　あの涼子さんから手がお留守だぞと、手を繫ぐことを催さい促そくされるということがどれだけすごいことかわかってるんスぐはぁ!!」

　亮士くんが会話の途と中ちゆうに、いきなり吹ふっ飛びました。もちろんおおかみさんが殴なぐったのですが。

　あと、本気だったらしく悲鳴が濁だく点てん混じりでした。

「このボケ、なにたわけたこと言ってやがる!!」

　そんな真っ赤になってるおおかみさんを見て、

「……うわぁ、マジなのか」

「亮士……いや、亮士さんスゲー」

「亮士さん、マジパネー」

　ガキどもの亮士くんへの呼こ称しようがさん付けになりました。

　ですがまあ、たしかにハンパないです。

　だって、どっきりに引っかかったおおかみさんが、亮士くんに嫌きらわれたと思い込み、『嫌わないで』とか言っちゃったんですよ？　そのあと、嫌われてなかったと知って安心したおおかみさんが、泣きながら『いいから側そばにいろ！』と手をにぎにぎして、お手を催促したんですよ？

　そりゃ、さん付けにもなりますし、亮士くんを見る目に尊敬がにじみますよ。

「……で、なんか用なのか？　白しら雪ゆき先せん輩ぱいでも待ってんのか？」

　おおかみさんは、手がお留守だぞと亮士くんに催促した事件を蒸むし返されては困るので、話を変えようと言った。

「ううん、用があったのは、涼子ねーちゃんなんだ」

「オレか？」

　予想もしてなかったので、おおかみさんは思わず聞き返してしまう。

「そう」

　そして、ガキどもの一人が話し始めた。

「前さ、この学校の文化祭行ったとき話したと思うけど、オレ、ある女の子を狙ねらってたわけ」

「あー言ってたなぁ」

「言ってたっスねぇ」

　思い出す表情になるおおかみさんに、いつの間にか復活した亮りよう士しくんが相づちを打つ。

　少し説明しましょう。白しら雪ゆきさんのクラスの模も擬ぎ店でガキどもとお茶をしばいていたときに、ガキどもの一人が、ちーちゃんという女の子に目をつけてて、今はそうでもないけど磨みがけば光るんだと話していたのです。

「で、好感度上げて、そこそこいい仲になって、でもって言ってたように順調に褒ほめて育ててたんだけど……」

「たしかにかわいくなったな」

「磨けば光るというのはほんとだった」

　一応言っておきますが、この子たちは小学校低学年です。

「ただ……かわいくなったのはいいんだけど、自信がついてきてちょっと登り調子だったところで少女漫まん画がに影えい響きようされちゃって……白馬の王子様に憧あこがれて、なんか無茶なこと言ってくるようになったんだよ！　白馬の王子様を、オレに求めるようになっちゃったんだよ!!」

　そこでくわっと目を見開き叫さけぶ、ガキその一。

「高身長？　あほか成長期まだ来てないっちゅうねん!!　高学歴？　だから小学生だっちゅうねん!!　高収入？　あほか!!　小学生に財力求めんな!!　夜景のきれいな高級ホテルでめくるめく素す敵てきな一夜？　いったいどこの小学校低学年がそんなところでそんな夜を過ごすかっつーねん!!　そもそもオレらまだ精通きてねーよっ!?」

　何度も言うように、小学校低学年ですしね。

「そらまた……」

「……マセてるっスね」

　小学生の発言じゃないですよね。女の子のほうも、このガキのほうも。

「でもまあ、最近の少女漫画は過激だからな」

　おや、おおかみさん。その言いい様ようは最近の少女漫画を、見たことあると言っているような……

「……もちろん、オレが自主的に見たわけじゃなくて、りんごが無理矢理見せてきたんだが!!」

　こんなおおかみさんの趣しゆ味みは、少女小説を読むことです。

　あわてて言いつくろうおおかみさんにかまわず、ガキその一はキッとおおかみさんを見て言った。

「だから、ここらで一発、現実ってものを見せてやって欲しいんだよ!!」

「現実を見せる？」

　いまいち理解できていないおおかみさんだったが、続くガキどもの言葉でようやく理解をする。

「そうそう!!　あんなの漫まん画がだけの世界だ!!　あんなにうまくいくわけねーし、あんな王子様みたいなやつが、そのへんにごろごろ転がってるわけねーと!!」

「なにより!!　清く正しくお手々繫つないでみたいな付き合いをしている高校生だっていると、見せてやってよ!!」

「そくぶつ的な快楽を求めるんじゃなくて、手が触ふれるだけで頰ほほ赤らめてみたいな!!」

「甘あま酸ずっぱくて、胸焼けするような温ぬるい恋愛している、涼りよう子こねーちゃんの生いき様ざまを見せてやってよ!!」

　おおかみさんにそう訴うつたえるガキども。

「…………」

　おおかみさんは頰をひくひくさせつつ、無言でそんなガキどもを見下ろしたあと、

　ごんごんごんごん

　ゲンコツを落としました。

「「「「いってー」」」」

「なにするんだよ、涼子ねーちゃん!!」

「うるせー!!」

　文句を言うガキどもに、おおかみさんは赤い顔で叫さけび返す。

　まあ、ガキどもにあんなこと言われたら、ゲンコツの一つも落とすでしょう。

「つーかそんなしょーもないこと、ほかのやつに頼たのめ。なんだったら、白しら雪ゆき先せん輩ぱいでもいいだろ」

「だめだよ、姫ひめねーちゃんはスペック高すぎる」

「姫ねーちゃんがげんじつ語ったって、なんのせっとく力もねーよ」

「歩いてるだけで、王子様がよってきそうだしな」

「まあ、同時に変なのもよってくるから、目がはなせないんだけど」

　ものすごい美人で性格もスタイルもいいですからね。食い意地張ってるというか、食べるの大好きで白雪家のエンゲル係数を押し上げているという噂うわさですが、そんなのは外からは見えませんし。

「そもそも、オレらの知ってる中で、一番純情な高校生って涼子ねーちゃんだし」

「なっ!?　じゅっ純情ってなんだ、純情って!?」

　まあ、乱暴者でちょい悪なつもりのおおかみさんとしては、絶対についてはいけない称しよう号ごうですよね、純情って。

　でも真っ赤になってるその顔は、純情でしかないですよね。

「だからおねがいしますっ!!」

「「「おねがいしますっ」」」

　頭を下げるガキども。だがおおかみさんは首を縦に振ふらない。

「……めんどくせー。ほかあたれ。白しら雪ゆき先せん輩ぱいがダメなら、りんごに頼たのめ」

「んなもん、りんごねーちゃんなんか会わせたら、女子が今よりもっと強くなるじゃねーか!!」

「そうだよ！　ただでさえ、せいしんねんれーは女子のほうが高いとか言われている年とし頃ごろなのに、よりマセさせてどうするんだよ!!」

　君たちのほうがよっぽどマセてると思いますけどね。

「でもなぁ……」

　心の底から、めんどくさそうなおおかみさん。そんなおおかみさんにガキどもは最終手段に出た。

「協力してくれないと、ここで大泣きするぞ!!」

「そしたら、涼りよう子こねーちゃんが泣かしたと思われて、ものすごい目で見られるぞ!!」

「変な噂うわさが立っちゃうぞ!!」

「これだから近頃の若いもんはなんてひそひそ言われるぞ!!」

「……このガキども」

　おおかみさんの頰ほほが再びひくひくと、引きつる。相変わらず悪わる知ぢ恵えの働くガキどもです。

　今は放課後なので、帰宅する生徒で結構人通りがあるのです。変なことしたら、おおかみさんが子供をいじめていたとかいう噂が立つでしょう。……まあ、ゲンコツ落としてましたし、今いま更さらかもしれませんが。

「涼子おねーちゃん、おねがい～」

「「「おねがい～」」」

　でもって今度は、庇ひ護ご欲をそそる感じの子供特有のかわいらしさで、ガキどもはおおかみさんにまとわりつき始める。

　力づくで引き離はなすのは簡単だが、そうしたらもう悪者決定なのでおおかみさんは実力行こう使しに出れない。

　なにより、おおかみさんは結構面めん倒どう見みがよかったりするのだ。

「あーもう、わかったわかった。りんごが世話になってるみたいだし、話ぐらいなら聞いてやる」

「やったー涼子おねーちゃん大好きー」

「「「大好きー」」」

「ったく、調子のいい……」

　おおかみさんはあきれた顔で言う。

「まったくっスね」

　そして亮りよう士しくんは完全に無視されてました。株が上がったの一いつ瞬しゆんだけでしたね。

「あ、亮りよう士しさんはもう用はねーから、帰っていーぞ」

「「「いーぞー」」」

「…………」

　しっかし、なんというぞんざいな扱あつかい……さすがの亮士くんも、これには怒おこりました。どのくらい怒ったかというと、心の中でこいつらいつかしばいてやるぞこらーと思うくらい。

　まあ、ヘタレ状態の亮士くんが怒っても、こんなもんです。




　その後、ガキどもに囲まれたおおかみさんと、呼ばれてないどころか帰っていいぞと言われたにもかかわらずついてきた亮士くんの二人がやって来たのは、御お伽とぎ学園の小等部だった。

　御伽学園小等部、中等部、高等部は並んで建っているのだが、それぞれの敷しき地ちが広いので少し時間がかかっていた。

「……こびとの国に迷い込んだみたいだな」

「そうっスね」

　二人の視線の先にいるのは、放課後の校庭でワラワラ集まり遊んでいる子供たちだ。

　見渡わたす限りいるのはすべて小学生で、小学生高学年はそこそこ背の高い子もいるが、基本的に小さい子ばかりで、おおかみさんと亮士くんの頭は頭一つどころか二つくらい飛び出している。

　おおかみさんは女の子にしては背が高いほうですからね。中肉中背の亮士くんと身長は同じくらいですし。

「こっちこっち」

　おおかみさんは、ガキどもに手を引っ張られながら、校庭を横切ると校舎の中に入り来客用のスリッパに履はき替かえる。

　ガキどもに手を引かれながら廊ろう下かを歩いていたおおかみさんは、校舎内を興味深げに眺ながめながら言った。

「なんか、懐なつかしい気分になるな……机とか小さく見えるし」

「そうっスね……おれの場合はこんなに机がある光景は見たことなかったんスけど、それでもなんか懐かしい気分になるっス」

「そういや、お前同級生とかいなかったんだっけか」

「そうっス」

　亮士くんはド田舎いなかすぎて、同級生どころか近い年とし頃ごろの子供がいないなんて環かん境きようで育ったのです。そして、住人皆みな顔見知りみたいな感じだったので見知らぬ他人が怖こわいというヘタレぶり。山で鍛きたえられた鋭えい敏びんすぎる猟りよう師し的感覚のせいで他人の気配を敏感に感じ取り、じーっと見られると錯さく乱らんするのです。

　特に同年代の人たちとはあんまり接したことがなかったので、入学当初はひどかったんですよ。まったく知らない生き物である同年代の子供──クラスメイトが怖くて、常に気を張り、空気を読み、必死に周囲にとけ込んで、心の安まるときがなかったという。

　まあ、色々あって最近は大分緩かん和わしましたが。

　そのあとも小学校時代の話なんてしていたおおかみさんと亮りよう士しくんだが、ガキどもが足を止めたので二人も立ち止まる。どうやら、この教室が目的地のようだ。

「あ、涼りよう子こねーちゃんはここで待ってて。出番になったら呼ぶから」

「おう、さっさとしろよ。だるいから」

「わかってるって」

　そしてガキどもは教室に入っていき……こびとたちというか小学校低学年の男子と女子の戦いが始まりました。

「待たせたな」

「おそいわよっ」

　声が廊ろう下かにまで響ひびいてくる。

　男子対女子というくくりでの喧けん嘩かは、小学生ではまあありがちといえばありがちかもしれませんが。

「ふっふっふっ、連れてきたぞ。ぴちぴちちゃぷちゃぷらんらんらんで、濡ぬれ濡れな花の女子高生を!!」

　ぴちぴちは理解できますが残りはわけわかんないですよね。しかも濡れ濡れってもうすでにシモネタじゃないですか。……え？　今いま更さらですか？　すいません。

「その女子高生の話を聞けば、少女漫まん画がのような出会いなんて、高校生になってもそうそう転がってないということをりかいできるだろうぜ!!」

「あと、普ふ通つうの恋愛最高ということもな」

「そっその人が出会えなかったからって、私たちにそういう出会いがないと決まったわけじゃないじゃない!!」

「決まってる!!」

「決まってない!!」

　女の子たち三人とガキども四人が言い合っている。この女の子たちの中の一人がいわゆる、ちーちゃんなんでしょうが、名前を出してもわけがわからなくなるので、女の子たちで統一させていただきます。

「そもそも、お前らの求めるじょーけんをクリアするほどの年上の王子様って、それもうただのロリコンでしかないじゃねーか!!」

「いや、ロリコンこえて○○野や郎ろうだろ!!」

　あーキミキミ、伏ふせ字じになるようなことは言わないでください。

「そうだ!!　いくらイケメンで金持っててやさしかろうが、お前らと恋愛したじてんで犯罪者だ!!」

「うぐっ」

　痛いところを突つかれたのか、女の子たちは黙だまり込む。

「つーか現実をにんしきしろ。はっきりいって、オレら見た目レベルは相当高いぞ？」

「姫ひめねーちゃんの弟だし、きゃっかん的に見てもイケメンになるはずだ」

「身長はみちすうだけど……かーちゃんとーちゃんを見る限り、そこそこ伸のびそうだしな」

「夜はちゃんとぐっすり寝ねてるし」

『オオカミさん』シリーズを読んでいる、まだ成長期中のよい子の皆みなさん。身長を伸ばしたかったら、早く寝ましょう。22時から２時までの間に、成長ホルモンが出やすいらしいですよ？

　成長期が過ぎてる大きなお友達はもうあきらめてください。私もとっくにあきらめてます。

「あと、金!!　若くして金持ってるって、そりゃ金持ちのガキか、社会人か、バイトしてる学生くらいだろ!!」

「後ろ二つは論外だな、ロリ野や郎ろうってことだし」

「つまりオレらと同年代で金持ってる王子様がお前らの求めてるものなんだろうが、金持ってる小学生ってかなりの確率でダメになってる、もしくはダメになるだろ。どう考えてもオレらくらいのガキに金をポンポン渡わたす親ってのはろくな親じゃねーし、そんなのに育てられたら、普通に性格ねじ曲がってるぞ！」

「それに今は金ないけど、将来的にはどうにかなるはずだ」

「オレら頭悪くないし、勉強もちゃんとしてるからな」

「ぶっちゃけオレら弟きよう妹だい多すぎて、教育にあんまり金かけられねーんだ。だから、勉強するしゅうかんをつけるために、毎日予習復習してるんだぞ？」

「塾じゆくは無理そうだしな。まあ、わからないところは、とーちゃんかーちゃんか姫ねーちゃんに聞けばいいから、問題ないけど」

　補足しますと、このガキどもの両親は両方とも教師やってたりするという設定があります。

「勉強するしゅうかんがついてさえいれば、受験はさんこー書と塾のやってる公開もしを受けるくらいでどうにかなるだろうし」

「まあ、このまま行けば、そこそこいい大学にいけるだろ」

「ぶんぶりょーどーで、いい子ちゃんでやっていくつもりだしな。オレらにはグレる余よ裕ゆうはねーよ。しょーがく金をとらないときついだろうし」

　なんとまあ、現実的すぎてかわいげがないガキです。あと、話がどんどんそれてます。

「大学はスポーツで行くという選せん択たく肢しもあるぞ？」

「ああ、なるほど。今のオレらはゴールデンエイジのきかんでフィーバー中だから、今のうちに色々けいけんしておこうと、なんでもやってるしな……まあ、外で遊んでるだけなんだけど」

「さすがに、うちは一人一台ゲーム機ってのは無理だからな」

　えーと、さらに補足しますと、ゴールデンエイジとは５～15歳さいの間の、より物事を覚えやすい時期のことをいうらしいです。

　有名なスポーツ選手や音楽家は、この頃ころからがんばってた人が多いとか多くないとか。

「でもさすがに、プロはきつくねーか？」

「いや、今から努力をはじめればなれるかもしれない。しんけーかいろが今作られてる真っ最中だし」

　もう一つ補足、運動神経って遺伝しないらしいですよ？　でもってゴールデンエイジの最中に運動すればするほど、神経回路が作られるらしいです。

「さすが三さん太た、色々知ってんな。けど、スポーツ選手とか不安定なのはちょっとな」

「早ければ18で大金かせげるというのはみりょくだけど、あんまり冒険はできないよな。ものになるかはわからないし」

「だれかひとりがスポーツ選手ねらうのは？」

「まわりがフォローすればどうにかなるかな。まわりのフォローでがくれきという保険をかけつつ、スポーツ選手をめざすと」

「オレはパラメータを知力に振ふりたいからパス」

「三太はたくさん本を読んでるもんなー」

「理科とか算数とかの、理系は任せろ」

「まあ、二ふた葉ばが文系だからちょうどいいだろ。ちなみにオレも無理。オレはできれば、げーじゅつ関係にパラメータを振りたい。漫まん画が家も成功できれば金もうけできるしな……なれるとは限らないから、保険はかけとくつもりだけど」

「うん、六ろく郎ろうはそれでいいんじゃね？　なるなら、一かず也やか四よ市いちだな。お前ら組んでスポーツ選手目指せば？」

「日本で金をかせげるスポーツって、野球かゴルフだろ？　でも、両方道具に金がかかるんじゃね？」

「あー、それがあるか。サッカーは世界に出ないときつそうだし」

「それに一也はいいけど、オレは性格的に向いてねーよ」

「って、おい。話がそれまくってるぞ。それは今夜の会議の議題にしようぜ」

　どうやら、このガキどもは夜に情報を共有しているようです。

「まあ、まとめると」

　ガキの一人が話を元の流れに戻もどして言った。

「オレらはかなりのかくりつで、エリートコースに行けるはずだ!!　今から計画的に動いてるしな!!」

　にしても、なんなんでしょうこいつら。

　ですがまあ、このガキどもがこうなったのには一応理由があるんです。

　お姉ちゃん大好きで大好きでたまらないこのガキどもは、大好きなお姉ちゃんに褒ほめられたい、お姉ちゃんの手助けをしたい、なによりお姉ちゃんに迷めい惑わくはかけたくない、という共通の思いを基もとに動いているのです。

　なので、いい子にするのはもちろんのこと、弟きよう妹だいが分担して家事を手伝い、できることは自分たちで協力してやり、それぞれいろんな場所から集めてきた情報を共有することで、同年代とは比べものにならないくらいマセきっているのです。

　あと、金かね儲もうけがどうのとうるさいのは、お姉さんの白しら雪ゆきさんが自分たちの将来のためにバイトをしてお金を貯ためてくれてるのを知っているためだったりします。

「そりゃ、年上にあこがれるのはしかたねーけどよ。でも、今のオレらとくらべられても困る。じっさい生きてる時間がちがうんだから」

「ほら、あこがれの学校の先生とどうこうってやつがときどきいるけど、アホにも程ほどがあるぞ」

「子供に手を出した時点で、その先生くずだしな。子供はせまい世界しか見てないから、かっこよく見えるだけだ」

「なにより、せいしゅん時代は一度きりなんだ、せのびせずに年に合わせた感じでつきあっていくほうがいいだろ。おとななつきあいは、おとなになってからすればいい」

　……えーしつこいようですがもう一度言っておきますと、これは小学校低学年生の言葉です。
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　でもって、ぐうの音も出なくなる女の子たち。生意気なガキが言ってようが、正論は正論ですしね。

　そしてガキどもは女の子たちがひるんだのを見計らって、とどめを刺さそうと叫さけんだ。

「そして、そんな身みの丈たけに合った温ぬるい普ふ通つうの恋愛のすばらしさは、涼りよう子こねーちゃんが教えてくれるはずだ!!　というわけで、先生、お願いします!!」

　その用心棒を呼ぶかのような台詞せりふで、おおかみさんは教室の中にのそっとだるそうに入っていく。

　背が高く、しかもスケバンルック。なにより目つきが悪くて怖こわい。

　なので、女の子たちはビクッとなりました。……まあそりゃそうですよね。

　おおかみさんはそんな女の子たちの反応を気にもせずずかずか歩いていくと、適当な椅い子すにどっかりと座った。そして、がばっとその長い足を組み、さらには腕うでまでも組む。

　…………どこからどう見てもスケバンです。スケバン以外の何者でもありません。

「見ろ、これが背せ伸のびせずに温い恋愛をしている、今時の女子高生だ!!」

「えっと……その……」

　ぴっちぴちの女子高生を連れてきたと言われて、出てきたのがこのおおかみさん。女の子たちから言葉が出なくなるのも仕方ないでしょう。たしかにぴちぴちで女子高生なおおかみさんですが、同時にどう見てもスケバンですからね。

　ここまでスケバンらしいスケバンは、もうすでに絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆですよ。

　でもって、その後ろから入ってきたのは亮りよう士しくん。

　へこへこと頭を下げながら、おおかみさんの後ろまで歩いていく。どこからどう見ても舎しや弟ていです。

「どうもっス」

　スケバンとヘタレな舎弟のラブストーリーは、少女漫まん画が誌に載のってなさそうですよね。

「「「…………」」」

　というわけで、黙だまり込む女の子たち。

　そんな反応をしている女の子たちに向けて、ガキどもはおおかみさんの普ふ通つうの乙女おとめっぷりをアピールし始めた。

「涼りよう子こねーちゃんはな、こう見えてもすごく優やさしいんだぞ？」

「そう、手は早いけどな！」

「時々ものすごい優しい目をするんだぞ？」

「いつもは、すごい目つきだけどな！」

「すっげー、スタイルいいんだぞ？　足ながいし、腰こしほそいし」

「胸ないけどな!!」

　そして……、

「…………」

　ごんごんごんごん

　おおかみさんはガキどもにゲンコツを落とす。

「「「「いってー」」」」

「だから、すぐゲンコツ落とすのやめてくれよ!!」

「将来ゆーぼーなオレらが馬ば鹿かになったらどうするんだよ!!」

「なら殴なぐられないようにしやがれっ!!」

　このご時世に思いっきり体たい罰ばつを加えているおおかみさんに、女の子たちはさらに引いていく。

　白しら雪ゆきさん家ちのガキどもと同い年なので、おおかみさんからしたらすごくちっこい小学校低学年の女の子たちでしかない。

　そんな女の子たちを一通り眺ながめたあと、
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　おおかみさんは大きなため息をついた。

「ま、話はだいたいわかった……廊ろう下かまで聞こえてたしな」

　そしておおかみさんは、なにやら考えながら言葉をこぼした。

「白馬の王子様……ねぇ」

　その言葉に、なにやら含ふくむものがあるらしい。……そりゃそうですよね。まんまそういう名前の人にひどい目に遭あわされましたからね。

「んーまあたしかに、白馬の王子様を待つのは、夢見る少女の特権ではあるんだが……」

「涼りよう子こねーちゃんもやっぱり覚えがあるの？」

「おい一かず也や、なに当たり前のこと言ってんだ。涼子ねーちゃんだって最初からこうだったわけねーだろ」

「そうそう、かわいくてきゃぴきゃぴしてた時代だって、あったはずなんだよ」

「今はグレてて見る影かげもないけどな!!」

「…………」

　ごんごんごんごん

「「「「いてー!!」」」」

　ゲンコツを落としたあと、おおかみさんはまた叫さけんだ。

「お前ら、ちょっと黙だまってろ!!」

「「「「はっはいっ!!」」」」

　そして素す直なおに返事し、ガキどもは気をつけの状態で固まる。

　今までの態度がどこへ行ったのか、ガキどもはいきなりおとなしくなる。まあ、色々言ってますが、それは甘えのようなものなんですね。

　群れの序列トップなおおかみさんにじゃれついているだけで、本気で歯向かってるわけではないのですし、馬ば鹿かにしているわけでもないのです。……たぶん。

「で……だ」

　おおかみさんが女の子たちに向き直る。

「オレから言うことは、夢見るのはかまわないが、現実も見ておかないと痛い目を見るぞってことかな」

「でっでも、おねーさんもそう言うのに、あこがれたこともあるんでしょう？」

「まーなかったと言えば噓うそになる。ただそれで痛い目を見たからな……」

　嫌いやなことを思い出し、おおかみさんは沈しずみ込む。

「この世にゃ王子様っぽいやつは、まあそこそこいるだろう。見た目よくて性格よさそうでってな。ただ、実際に性格がいいかどうかはわからないわけだ。人間なんだからいいやつ悪いやつがいるのは当たり前だからな。で、王子様の内面を見ずに恋に恋して、王子様っぽいやつにほいほい近づいていって、それが当たりならいい。が、それが外れだったら痛い目を見る……オレみたいにな」

　そんなおおかみさんに、亮りよう士しくんは心配そうに声をかけた。

「涼子さん……」

「大だい丈じよう夫ぶだ……おかげさまでな」

　二人は見つめ合う。なんだかすごくいい雰ふん囲い気きです。

　おおかみさんの亮りよう士しくんを見る瞳ひとみには、亮士くんへの信しん頼らいが感じ取れます。

　そう、二人の間にはしっかりとした絆きずながあるんです!!　亮士くんのがんばりをおおかみさんは知ってるし、おおかみさんの弱さと強さを亮士くんは知っているんです!!

　絆があるんです!!　きずながあるんです!!　キ・ズ・ナがあるんです!!

「……その人が、おねーさんの現実なの？」

　それを見た女の子の一人がおおかみさんに聞いた。それに伴ともない、この場の人間すべての視線が亮士くんに集まる。

「……ひー」

　……が、亮士くんは小学生のつぶらな瞳で見つめられ、情けない声を出しながらふるふる震ふるえ出す。

　そんな亮士くんを見て、おおかみさんは羞しゆう恥ちとあきれとあきらめの混じったような複雑な顔でつぶやいた。

「…………………………残念ながらたぶんおそらくそうらしい？」

　…………絆（笑）とか思った皆みなさん。

　見る目がありませんね。

　いやまあたしかに、今の亮士くんはキングオブヘタレ、ヘタレの王様です。ですが、それでも、残念ながらとか言いつつも、おおかみさんは否定をしないんですよ。おそらくとか、クエスチョンマークとかついてますけど、一応どうにか否定はしてないんですよ。

　昔なら、

『んなわけねーだろ!!』

　と叫さけんでる場面ですよ。

　でも、そうなってない。つまりそれが絆の成果なのですよ!!

　それに亮士くんも一応成長した姿を見せてますからね。見ないでーと叫んでないですし。

　ただ、ここまでの挙動不ふ審しん具合なら、錯さく乱らんするのと変わらなくね？　という意見もなきにしもあらずでしょうが。

　そんな二人の様子をよそに、ガキどもはおおかみさんを応おう援えんし始める。

「涼りよう子こねーちゃんがんばれ！　人を外見ではなく内面で見る。すごいじゃねーか!!」

「そうそう、亮士さんって、やるときはやるやつじゃん!!」

「ヘタレにしか見えないけど、中身はあるんだよ!!」

　そこで再び視線が亮士くんに集まり……

「……………………ひー見ないでくださいっスー」

　あ、さっきはこらえたと思ったんですが、やっぱりこらえられませんでした。

　小学生に見つめられ、亮りよう士しくんは錯さく乱らんする。

「……中身あるの？」

「こんな中身いや」

「……無理」

　小学生の女の子に散々に言われてる亮士くん。情けないにも程ほどがあります。

「……おい亮士」

「なにしてるんだよ」

「そうだぜ、まったく」

「せっかくフォローしてやったのに、ムダにしやがって」

　あ、ガキどもが完全にため口になりました。

　しかもマジ顔で亮士くんにダメ出ししています。

「………………………………はぁ」

　そりゃ、おおかみさんも、深い深いため息ついちゃいますよね。オレ、早まってねえか？　とか考えちゃいますよね。

　そして、これはまずいと、ガキどもが話を仕切り直す。

「まっまあ、それはともかくだ!!　ヒャクブンは一見にしかずというし、どれだけ涼りよう子こねーちゃんたちが温ぬるい恋愛をしているかを教えてもらって現実を知るのだ!!」

「そう、今時の高校生の恋愛をっ!!」

「ヤるどころじゃねー！　ただ手を繫つなぐくらいで大おお騒さわぎしている、そのラブコメっぷりを!!」

「ツンとデレの狭はざ間まをたゆたっている、ツンデレの生き様を!!」

「…………」

　ごんごんごんごん

「「「「いてー」」」」

　またまた炸さく裂れつするおおかみさんのゲンコツ。ここまで来ると、一種の様式美のように感じてきました。

　それに、ガキどもはへこたれません。実にしぶといです。

「うー……というわけで、質問をどうぞ!!」

　そして日曜の朝にやってそうな番組みたいなのが始まった。

　あまりにも無茶振ぶりな始まりだったが、恋に恋してる年とし頃ごろの女の子たちなので乗ってくる。

「えっと、じゃあ出会いは？」

「あーこいつが学校帰りにコクって来た」

　亮士くんにチラりと目を向けながら、おおかみさんは答える。

「おー」

「すごいお約束ですね!!」

「二人で並んで学校から帰っていて、不意に言葉が途と切ぎれ……そして……きゃー!!」

　が、おおかみさんの言葉には続きがあった。

「なにやら声が聞こえたと思ったら誰だれもいなくてな。だるまさんが転んだみたいな感じでタイミング外して後ろ向いたら、こいつが曲がり角から少しだけ顔出してたんだよ」

　皆みなさん、ご存じなことです。

「…………」

「で、聞いてみたら、なんかこいつ一週間ぐらいオレのことをストーキングしてたらしくてな」

「そうそう、ストーキングから始まる恋もある…………ってあるかー!!」

　ノリつっこみするガキ、芸風が広いですね。

「はい、次の質問どうぞ!!」

「文化祭とかの学校行事で色々あったりとかはありますか？」

「そうね、文化祭の準備で夕方遅おそくまで残って色々語り合ったりとか」

「バンド組んだりとか」

「一いつ緒しよに買い出し行ったりとか」

「二人で文化祭を回ったりとか」

　ドキドキわくわくな女の子たち。

「あー、文化祭は回ったな」

「やっぱり!!」

　ぐぐぐいと、女の子たちが食いつく。コレは青春っぽいですよね。

「このヘタレがイベントのために女装することになってな。でもこいつ見ての通り人に見られまくったら錯さく乱らんするから、少しでも視線に慣れさせるために女装した格好のままのこいつと回った」

「……なんか、違ちがう」

　きゃっきゃうふふという感じの文化祭デートを想像していたのでしょう。

「じゃあ、デートは？」

「高校生ならデートよね!!」

「バイトとかしてお金もあるだろうし」

「うん、遊園地とか映画とか」

「あーなんというか、所属している怪あやしい組織の依い頼らいでダブルデートに行ったことはあるが、記き憶おく喪そう失しつになったので覚えてない」

　おおかみさんがそこまで言ったところで、ガキどもがとうとう切れた。

「なんで涼りよう子こねーちゃんの高校生活は、そんなにはらんばんじょーなんだよ!!　高校生になっても、少女漫まん画がのようなドラマティックな出会いなどない、身みの丈たけに合ったごく普ふ通つうの恋愛がすばらしい、なんてことを伝えて欲しかったのに!!　もうすでに日常ではあり得ない単語ばっかりじゃねーか!!」

　ストーキング、女装、怪あやしい組織に所属、依い頼らい、記き憶おく喪そう失しつ、まあ普ふ通つうに生きてたら体験することなさそうですよね。

「なんでって言われてもな……」

「なんというか、涼りよう子こさんってそういう星の下もとに生まれてるんっスよ。普通にしててもなにかが起こるというか、トラブルを引き寄せるというか」

「お前も人のこと言えねーだろうが。つーか言わせてもらうが、オレというより周りのやつらがわざわざ余計なことやるから、色々起こるだけだ。りんごとか……」

　まあ、今言ったすべてが原因でしょう。

　そもそもトラブルが集まってくるような組織にいるんですから、色々起こるに決まってるじゃないですか。

「ともかくだ。当たり前の話だが、漫まん画がに書いてあることなんざ、お伽とぎ噺ばなしと同じだよ。そんなのがそうそう起きるわけはねー」

　おおかみさんが言うと、なんだか説得力ないですけどね。

「シンデレラとかあるだろ。可か哀わい想そうなシンデレラが実はかわいくて、特別で、でもって最後は王子様と結ばれる。でもな、オレは今まで二人の王子様っぽいやつと、仲良くなったり告こくられたりしたことがあるが……片方にゃ襲おそわれかけるわ、もう片方にゃ拉ら致ちられるわと散々な結果に終わってる」

　……おおかみさん、マジ男運悪いですよね。

「でもだからって……」

「このヘタレの人は？」

　亮りよう士しくん、小学生の女の子に『ヘタレの人』呼ばわりされています。

　しかし、今日の亮士くんはかっこいいところを見せてないので、おおかみさんが亮士くんで妥だ協きようしたと、そう思われても仕方ないでしょう。

「まあ、こいつはコレでもやるときはやるやつなんだよ……一応な」

　主人公ですしね。

「たしかに、オレが痛い目に遭あったのはオレの男運が悪かっただけで、王子様みたいな外そと面づらのいい男すべてがダメということにはならねー。だからといって、焦あせって見た目だけで、いい人そうとかいう印象だけで選ぶと、痛い目に遭うかもしれねー」

「「「…………」」」

　経験者の言葉なので、女の子たちは返す言葉がない。

「ま、要するに、劇的な出会いなんて求めずに、じっくりゆっくり慎しん重ちように相手を探せってことだな」

　……それにしても、恋愛について語るおおかみさんって、違い和わ感ありまくりですね。

　まあ、それはともかく、言うことは言ったので、帰るかとおおかみさんは立ち上がる。

「じゃあ、そういうことでオレは帰……」

　でも、こんなところで終わるわけないじゃないですか。まだまだページに余よ裕ゆうがありますし。というわけで、逃にがさないように、おおかみさんにくっつきながらガキどもが言った。

「よし、こうなったらもう、ヒャクブンは一見にしかずだ!!」

「おう、見せてもらおうぜ!!　少女漫まん画がみたいにゲキテキじゃない、普ふ通つうのつきあいってやつを!!　そうすればお前らも王子様がどうのと言わなくなるだろ」

「さんせーだ!!」

「でもどうやって」

「そんなもん、二人がデートしてるところを、見ればいいだろ」

「なるほど、それは名案よね」

「たしかにそれは私もきょうみある」

「うん」

　そして、話がまとまったのか、ガキはおおかみさんに言った。

「というわけで、涼りよう子こねーちゃん、今から亮りよう士しとデートに行ってくれよ」

「なにが『というわけで』なんだよ」

　あきれるおおかみさん。

「ああ、安心してよ。ただ少し離はなれてついていくだけで、邪じや魔まはしないから」

　人はそれを邪魔といいます。

　おおかみさんは当たり前の話だが、納なつ得とくするわけがない。

「……だから、なんでオレがそこまでしねーといけねーんだ？」

「まあまあ、いいからいいから」

「いいからいいからじゃねーよ」

「いくところまでいっちゃってもいいから!!」

「いけるか!!」

　いくらそっち方面で定評があるかもしれない『オオカミさん』シリーズだといっても、さすがにヒロインがエンディング前にヤるというのはまずいです。いくら二話前で宇う佐さ見みさんが酔よった勢いでヤってようが、おおかみさんはダメなんです。コレは差別ではなく、区別なのです。

「ちっ、付き合ってらんねー。亮士、帰るぞ」

　というわけで、おおかみさんは帰ろうとするが、

「涼子ねーちゃん、オレたちを助けると思って!!」

「うん、私たちの未来のために!!」

　今度は男の子女の子共同で、おおかみさんを引き留めてくる。

　男女共同で協力して囲み、逃にげ出せないよう抱だきつく。

　……なんかすごくチームワークがいいですが、あなたたち喧けん嘩かしてたんじゃないですか？

「わくわく」

　おおかみさんを囲み、ガキどもはわくわくした目でおおかみさんを見上げる。

「きらきら」

　おおかみさんを囲み、女の子たちはきらきらした目でおおかみさんを見上げる。

　そして……

「ドキドキ」

　少し離はなれたところから、亮りよう士しくんはなにかを期待する目でおおかみさんを見ている……っておい!!

　あなたは主人公として恥はずかしくないんですか？

　いったいどこまで他た力りき本ほん願がんなんですか。しかも、頼たよる相手が小学生とか。そんなんだから、小学生にヘタレの人呼ばわりされるんですよ。

　なにより、人の力によって手に入れたデートで、あなたは本当に満足できるのですか？

　……できるんでしょうねぇ。

　というわけで、おおかみさんは、無む邪じや気きな瞳ひとみ（亮士くんを除く）に根負けし、

「…………………………はぁ」

　あきらめやらあきれやら様々な思いを胸に、大きな大きなため息と共にうなずいたのだった。

「わかった、わかった。だから離れろ、うっとうしい」

「わーい、涼りよう子こおねーちゃん大好きー」

「「「大好きー」」」

　もちろん亮士くんが相手じゃなかったら、絶対了りよう承しようはしていないでしょうが……いやいや、おおかみさんも丸くなったもんです。




「……で、ここになるわけか」

　おおかみさんは御お伽とぎ花ばな市しの中心部にある公園にやってきていた。

『オオカミさん』シリーズでたびたびデートスポットとして出てきています。地じ蔵ぞうさんがテンパって弁当を猫ねこに食われたり、おおかみさんが猫を助けようとして記き憶おく喪そう失しつになったり、マチ子さんが玉たまの輿こしねらいで亮士くんを狙ねらってたときにデートしに来たりと、大だい活かつ躍やくしてるあの公園です。

「あの子たちがたくさんついてきても迷めい惑わくにならない、入るのにお金がかからない、なおかつ普ふ通つうのデートスポットと考えたら、行けるところは限られてくるっスよね」

　ウインドウショッピングは、あのガキどもを連れてると営業妨ぼう害がいになっちゃうでしょうし、遊園地映画館動物園などその他諸もろ々もろの施し設せつは、ガキの分まで合わせるとものすごくお金がかかってしまう。金がないカップルにお勧すすめの家デートは、ガキどもを部屋に入れた瞬しゆん間かんから普ふ通つうじゃなくなる。図書館デートはガキどもが騒さわぐに決まってる。放課後居残りデートは実に青春ぽいですが、生徒に見られるのを恥はずかしがって、おおかみさんが絶対許可しない。

　なので野外に限定されるわけなのです。車の通ったりするところだと、ガキどもが危なっかしすぎて無理ということで、外で広くて金がかからずガキを大量に連れてても迷めい惑わくにならない場所として、消去法で選ばれたのがこの定番デートスポットなのです。

　実際、この公園はカップルがちらほら見えます。学生は基本的にお金があまりないですからね。

「にしても……いい天気だなー」

「そうっスね！」

「大分寒くなってきたけど、まだまだ人いるなー」

「夜は寒いっスけど、日の出ている間は過ごしやすい温度っスからね！」

　現実逃とう避ひ気味に会話をしているおおかみさんと、ドキドキして少しテンションが高くなってる亮りよう士しくん。その横ではガキどもがなにやら会議をしている。

「この公園でできる、普通の高校生の青春っぽい行動ってどんな感じだろ」

「腕うで組んで歩くとか」

「うん、それは普通よね!!」

「池の周りの遊歩道を腕を組んで歩くか……普通の青春だな」

「普通っぽいな」

　えー君たち、そういうのは普通ですが、普通じゃないんですよ。……普通じゃないんですよ。選ばれし者だけに与あたえられた、普通なんですよ。まあ、小学校低学年の君たちに言っても、詮せん無なきことですが。………………ちくしょー。

　と、まあそれはともかく、ガキどもの一人が会議の結果をおおかみさんに伝える。

「というわけで、涼りよう子こねーちゃん、亮士と腕組んで歩いちゃって」

「…………」

　無言でいつつも、心の中で、そっそこまでか!!　とおおかみさんは密ひそかに思う。

　一応、以前この公園で記き憶おく喪そう失しつになったときに、亮士くんと腕を組んだことはあるんですが……あのときと今は違ちがいますからね。

　ですが、さっきまで散々偉えらそうに恋愛について語っていたおおかみさんとしては、そんなことできるわけねーだろと言えないわけなのです。

「えっでも、腕組むぐらい普通よね」

「けいけんほうふな、高校生のおねーさんなら、これくらいなんでもないよね」

　着々と退路を断たれていくおおかみさん。

　ですがまあ、こういうことでもないとおおかみさんと亮士くんの関係は発展しませんよ。

　というわけで、おおかみさんはなんでもないかのように、亮りよう士しくんに言った。

「ちっしゃーねーな。おい亮士、腕うでを出せ」

「ははははハイっス!!」

　亮士くんは両腕を腰こしに当てる。前ならえで先頭の人がする格好になっています。

　これを見たガキどもの反応は以下の通り。

「……あれはどうなの？」

「女慣れしてねーにも程ほどがあんだろ」

「なさけないね」

「男なら、女をエスコートしろよ」

「ほんとよね」

　亮士くん、思いっきりこき下ろされてます。

　そして亮士くんの株が下がれば下がるほど、亮士くんを選んだおおかみさんの言葉の説得力が消えていくのです。

　そう、こんなのが普ふ通つうなら、背せ伸のびしてでも普通じゃない王子様を探したいという風になるのです。

「…………」

　おおかみさんは、なんでこいつはいつもしまらねーんだと思いつつ、亮士くんの左腕に自分の腕を絡からませる。

「じゃ、行くぞ」

　ぶっきらぼうに言いつつも、おおかみさんの頰ほほが少し赤くなっているのはご愛あい敬きようです。

「はははハイっス！」

　というわけで腕を組んで、おおかみさんが落っこちて記き憶おく喪そう失しつになった池──女神の池──の周りに作られた、遊歩道を歩いていく二人。

「…………」

　緊きん張ちようやらなんやらで、亮士くんはぎこちなくしか動けない。

　そんなあまりにテンパっている亮士くんを見て、少し冷静になったおおかみさんは、ふと、あることに気がつく。

「お前……」

「なっなんっすか？」

「………………いやなんでもない」

　どうやらおかみさんは、男の子的ながっしりとした骨格というか、思ってたよりもたくましい腕に思わずキュンとしてしまったようです。

　そう、亮士くん、隠かくれたところで実はがんばってるんですよ。鍛きたえてるんですよ。フェチの皆みなさんと馬ば鹿かやっているだけじゃないんですよ。……本当ですよ？

　まあ、おおかみさんに『おれがついてるっス』とか言ったり、りんごさんに『誰だれよりも強くなってくださいの』とか言われたり、ラスボスに『絶対お前は俺が狩かる』とか言ったりしましたし、これでなにもしてないほうが問題なのですが。

「…………」

「…………」

　そして、その後は特に会話もなく、普ふ通つうに並んで歩いていた二人だが、

「あれ、ここは……」

　気がつけば、思い出の風景の中にいた。

「ん？　ああ、ここか……」

　おおかみさんの視線の先には、見覚えのある一本の木が立っている。

　それは、おおかみさんが子こ猫ねこを助けるために登って落っこちたあの木だった。

　おおかみさんと同時に亮りよう士しくんもそれに気づき、思わず思い出に浸ひたる。

「……あのときは大変だったっスねー」

　だが、その言葉でさらに色々思い出してしまったのか、おおかみさんは過か剰じように反応する。

「しっ仕方ねーだろうが!!　記き憶おく混乱して、昔のオレに戻もどってたんだから!!　だから、お前を引っ張り回したのも、ファンシーショップではしゃいだのも、お前をさん付けで呼んだのも、全部一時の気の迷いだったんだよ!!」

　あ、それはまずいです。

「え？　あれ、涼りよう子こさん、記憶喪そう失しつの間のことは全部忘れちゃったんじゃ……」

　そうなんですよ、記憶喪失の間に起こっていた出来事は、おおかみさんはすべて忘れているということになってるんですよ、恥はずかしいから。

　実際はご覧の通りに、全部覚えてるんですが。

「えっあっ!?」

　亮士くんにつっこまれ、一いつ瞬しゆんしまったという顔をしてしまったおおかみさんだが、強引にごまかしに入る。

「…………りっりんごから聞いたんだよ！　りんごからっ!!」

　ファンシーショップのときには、まだ別行動してたりんごさんと合流してなかったので、それはさすがに厳しいと思うんですが……

「でも……」

「そういうことなんだよ!!　男なら細かいことを気にすんな!!」

　おおかみさんは押し切りました。

　無理が通れば道理が引っ込むのです。

　と、そのときちょうど、ガキどもの一人が伝令として走ってきました。

　そのガキ曰いわく、

「公園のベンチに並んで座って語り合うのは、すごく普ふ通つうの青春っぽくていい」

　……だそうです。

　というわけで、池のほとりのベンチに座って語らうことになった、おおかみさんと亮りよう士しくん。

「…………」

「…………」

　ただ……おおかみさんと亮士くんの間には少しの隙すき間まができている。

　まあ、亮士くんですから仕方がない。ここでぴったりくっついて座れるくらいなら、亮士くんはヘタレの名をほしいままにしていません。

　ですが……周囲の環かん境きようがいいからか、一応どうにかデート的な空気が漂ただよってきましたよ？

　それに気づき、亮士くんがごくりと喉のどを鳴らす。

　ガキどもに乗せられたのが発ほつ端たんだとはいえ、これはデートです。亮士くん的には大チャンスなのです。ここで頼たよりがいがあるところを見せれば、おおかみさんがデレるのが早くなるはずなのです。

「えっと、その……」

　そして、亮士くんは考える。この無言はダメだ、なにか話題を振ふらないと……と、そこで亮士くんは間を持たせるため、思いついたままに口を開いた。

「いや～涼りよう子こさんと二人で出かけるときって、いつもこんな感じっスよね～」

　こんな感じとは、依い頼らいということですね。まあ、今回のは厳密に言えば依頼じゃないんですけどねって、問題はそこじゃないですね。問題は、話題のチョイスが論外ということですね。

　なんで自分のヘタレさを再認にん識しきさせるような話題を選ぶんですか。

「…………」

　ほら、おおかみさんもあきれてますよ。

　亮士くん、あなたはなぜ依頼でしかデートみたいなことをしたことないと思ってるんですか？　それは亮士くんが、おおかみさんをデートに誘さそわないからじゃないんですか。

　亮士くんがおおかみさんを誘ったことがあるのは、犬の散歩くらいですよ？

　しかも犬の散歩って、犬好きなおおかみさんを犬で釣つってるだけで、亮士くんの魅み力りよくでとかまったくなしですよ？

　そんな情けない亮士くんに、

「……………………はぁ」

　おおかみさんは本日何度目かわからないため息をつき、

「…………」

　亮士くんは自分の失策に気がつき落ち込む。

　……ですが、今回はその先がありました。そう、亮士くんはある意味大当たりを引いていたのです。

　というわけで、やっちまったーなんて顔をしている亮りよう士しくんを横目に、そっぽを向いたおおかみさんが、頰ほほを染めつつぶっきらぼうに言った。

「…………ふん、こういうのはもうなしだぞ」

　これはあれですよね、デレですよね。確実に、デレですよね。

　だが亮士くんには伝わってません。ツンデレのデレに気がつかないでどうするんですかあなたはっ!!

「えっ!?　それは……」

　おおかみさんの言葉を聞いて、デートはもうなし？　と、亮士くんはショックを受ける。

　そんな亮士くんに、おおかみさんは思わず叫さけんだ。

「次はお前の意志で誘さそえって言ってんだよ、このボケッ!!」

　そんなおおかみさんの叫びに、亮士くんは思わず反射的に返事をする。

「はっはいっス!!　次はおれの意志で誘うっス!!」

「…………ふん！」

　そして、おおかみさんは赤い顔で再びそっぽを向く。

「……ったく言わせんな、恥はずかしい」

　みなさーん、わかりましたかー、これがツンデレですよー。

　それを見たガキどもの反応はというと、

「ツンデレだ」

「ツンデレだ」

「ツンデレだ」

「ツンデレだ」

「これがツンデレなのね」

「計算じゃないのが恐おそろしいわ」

「うん、なりたくてもさすがにああはなれないよ」

　こんな感じです。

　ガキの皆みなさんも、リアルツンデレのあまりの破は壊かい力に恐れおののいてますよ。

　さらに、今のやりとりのおかげで、緊きん張ちようも解けいつも通りに戻もどりました。今日は、流れが確実に亮士くんに来ていますよ!!

「……というわけで、また雪ゆき女めさんのせいで大おお騒さわぎっスよ」

「雪女さんらしいなぁ」

　普ふ通つうに、普段の話題で盛り上がっているおおかみさんと亮士くん。実に青春です。

　これを見たら女の子たちも、身みの丈たけに合った普通の恋愛っていいなぁと思うでしょう。

　と、そのとき、なにやらにゃーにゃー言いながら、一匹ぴきの猫ねこが登場した。

「……なんか人なつっこい猫っスね」

「そっそうだな」

　無防備に近寄ってくる猫ねこに、おおかみさんはそわそわし出す。おおかみさんは犬派ですが、猫も好きなのです。ていうか、かわいければなんでも好きっぽいですが。

　すると、おおかみさんの思いが通じたのか。その猫はおおかみさんの足あし下もとに来て、足にまとわりついてきた。

「……おお」

　そのかわいさに、おおかみさんは感無量……ですが、

「…………なんか、こいつ見たことあるな」

　なにかその猫に感じることがあったのか、おおかみさんはその猫を持ち上げて、じろじろ。

　そして、しばし観察したあと叫さけんだ。

「ああ!!　お前、あのときの!!」

　そのおおかみさんの声に、にゃーと答える猫。

　なるほど、おおかみさんが前にここで助けた子猫だったわけですね。

　いやいや劇的な再会です。

「大きくなったな、お前～」

　夏の初め、梅雨つゆが明けたくらいで、今は冬も間近、そりゃ大きくもなります。

　猫を膝ひざの上に置き、おおかみさんはなでまくる。

「元気してたかおい～」

　……なんか、亮りよう士しくんは完全に忘れ去られていますね。ですがまあ、デレデレなおおかみさんを見れるんですから、プラマイゼロどころかプラスになってますよね。ていうか、そう考えでもしないとやってられませんよね、亮士くん的には。一気に場を持っていかれましたし。

　と、なでられるままになっていた猫だが、急に立ち上がると、おおかみさんの膝の上から飛び降り走り去った。

「ああ……」

　まだまだモフりたかったのか、おおかみさんは名残なごり惜おしそうな顔をする。

　そんなおおかみさんに、思い出してもらうチャンスだと、亮士くんは話しかける。

「猫は情が薄うすいイメージがあるっスけど、覚えてたんスねえ」

「まあ、猫はあれだ、個人主義っぽく見えるから、そう思われてるだけなんだろ」

「なるほど……でも考えてみたら、ライオンとか群れで暮らしてるっスしね」

　なんて話していると、猫がなにかをくわえて戻もどってくる。

「……ちっ」

　それを見て、亮士くんは舌打ちをする。亮士くん、獣けものに嫉しつ妬として舌打ちするのはやめましょうよ。あなたは一応ヒーローなんですから。

　で、その戻ってきた猫はまたまたベンチに登り、おおかみさんの太ももに前足を置き、太ももの上にくわえていたものを置いた…………くわえていた半死半生のバッタを。ピクピクしていて、実に新しん鮮せんです。

「ひいっ」

　それに気がついた瞬しゆん間かん、おおかみさんは思わず悲鳴を上げてしまう。ですが、猫ねこはなんだか誇ほこらしげです。

「にゃー」

　これはあれですね、猫の恩返しです。猫が命を救われた恩を返しに来たのです。

　この恩返ししっぷりは、おつうさんが知ったら、いい話です……と感動の涙なみだを流すレベルです。

　ですが、いつものスケバンロングスカートの上に置かれているので、直じかに肌はだに触ふれているわけではないのですが、それでもこれはきつかった。

　ゴキブリで幼児退行し、泣き叫さけんだことのある、乙女おとめなおおかみさんにはきつかった。

　なのでおおかみさんは、今すぐに立ち上がってこの虫を足の上から落っことしたいのだが、太ももに両前足を乗っけたままの猫が、なにやらワクテカしながらおおかみさんを見ているので、そうすることもできず……

「あっあり……がとう」

　おおかみさんは真っ青な顔で、猫をなでました。笑え顔がおは思いっきり引きつっています。

　ですが、猫は満足したのか、にゃーともう一ひと鳴なきしたあと去っていきました。

　実に義理堅がたい、いい猫でした。

「あ……あ……」

　おおかみさんはそれを見届けると、腰こしが抜ぬけて立ち上がれなくなったのか、涙目で亮士くんに言った。

「とっ取って……おねがい……」

　はい、お願い入りました、お願い入りましたよー!!

　おおかみさんにお願いされるなんて、亮りよう士しくんも出世したもんです。

「あっ了りよう解かいっス」

　田舎いなかで生まれ育ったおかげで、虫関係は大だい丈じよう夫ぶな亮士くんは普ふ通つうに虫をつかむと、ぽいっと池に投げる。これで池の生き物たちが、この哀あわれなバッタをあますことなく食物連れん鎖さに組み込んでくれるでしょう。

　というわけで、おおかみさんの足の上から虫は消えたが、

「…………」

　……おおかみさんはまだ、青い顔して固まっている。

　虫が怖こわいとか、実にかわいいですよね。

「……はっ!?」

　そんなおおかみさんを見ていた亮りよう士しくんはひらめいた。

　──これは……男を見せるチャンスだ!!

　今日は株を下げてばかりですからね。どこかで帳ちよう尻じり合わせないと、好感度下がっちゃいますよね。

「よし！」

　亮士くんは気合いを一つ入れると、おおかみさんとの距きよ離りを縮ちぢめ、

「りょっ涼りよう子こさん、もう虫はいないから大だい丈じよう夫ぶ……」

　肩かたを抱だこうとし……

「そっそのきたねー手で、オレに触さわるなー!!」

「ぐはぁー」

　……決してヒーローがヒロインに言われてはならない言葉と共にぶん殴なぐられました。

　いや、肩に回そうとしたほうの手が、虫をつかんだほうの手だったんですよね。

　相変わらず亮士くんは締しまらないお人です。……おおかみさんのほうもたいがいですが。

　そんな光景を見たガキどもの反応はというと、

「……おもしろいな」

「うんおもしろい」

「でも、これ普ふ通つうか？」

「普通じゃない」

「だって、まんまラブコメだもん」

「だよなー」

　こんな感じでした。

　ですがまあ、たしかに普通じゃありません。いい意味か悪い意味かわかりませんが、普通じゃありません。

　そのあと、ガキどもは次はどうするか会議を始める。

「で、次はどうする？」

「池の船でタイタニックやらせる？」

「いやさすがにイタすぎるだろう。ブーム終わってるわ、船小さいわ」

「今時、どんなバカップルでもやらねーよな」

　……しかし、おおかみさんの叫さけび声ごえでタイムアップとなった。

「おいガキども出てこい!!　もうおしまいだ、つーかもう夕方だぞ!!」

「今時はあっという間に夜になるっスよー……はぁ」

　ただ亮士くんはいいところがなさすぎて、思いっきり凹へこんでますが。

　まあ、というわけで、このたびのデートは強制的に終しゆう了りようとなったんですが、二人が普通のデートをすることができるようになるのは、いつのことなんでしょうね。




　公園からの帰り道。

　あまり人通りのない住宅街の道を、おおかみさんと亮りよう士しくんはガキどもを引き連れて歩いています。

「ったく、妙みようなことに付き合わせやがって」

　ぽこっと、おおかみさんはガキその１の頭を軽く叩たたく。

「いてっ！　そんなにぽこぽこ叩くなよ！」

「昭しよう和わのおやじかよ!!」

「しょうげきでのうさいぼーが死んだらどうするんだ!!」

「嫌いやだったら殴なぐられないようにしろ!!　ったく、口ばっかりうまくなりやがって……白しら雪ゆき先せん輩ぱいの前じゃあ、おとなしくしてるのにな」

「だって姫ひめねーちゃん困らせたら、完全に悪者になっちゃうじゃねーか」

「オレならいいのかよ!!」

　まあ、おおかみさんは慣れたら絡からみやすいですしね。

　ガキその１は頭をさすりながら亮士くんを見上げる。

「にしても亮士、ヘタレすぎだって」

「そんなんだと、涼りよう子こねーちゃんだって愛あい想そ尽つかすぞ？」

「いや、面めん目ぼくないっス」

　一応、ガキどもは亮士くんのことを心配はしているみたいです。

「いやオレらは、お前がやるときはやる男だって知ってるんだけどよ」

「今日のはないわー、マジないわ」

「マジ面目ないっス」

　……文字だけではわからないと思いますが、亮士くんとこのガキどもの身長差はすごいことになっているので、小学生に慰なぐさめられてる亮士くんを見ていると、笑いを超こえて情けなくなってきます。

「「「…………」」」

　女の子たちはそんな様子を、ものすごく情けないものを見るような目で見ています。

　いや、ガキどものもくろみは完全に破は綻たんしましたね。

　これが普ふ通つうで、こんなのが身みの丈たけに合った恋愛なら、一発逆転、イケメン王子様に特とつ攻こうしてやるわとか絶対思ってますよ。

　ですが、話はまだ終わりませんでした。

　そのとき、閑かん静せいな住宅街に女性の悲鳴が響ひびいたのだ。

「ひったくりー!!」

　次の瞬しゆん間かん、目の前の曲がり角から出てき若い男が、

「邪じや魔まだっっ!!」

「いてっ」

「きゃっ」

　ガキどもを突つき飛ばして、走り去っていく。

「おいっ、てめえ!!」

　そう叫さけびつつガキどもに目をやり、大きな怪け我ががなさそうだと判断したおおかみさんは、

「亮りよう士し!!」

「了りよう解かいっス」

　亮士くんにそう言うなり、走り出す。

　だが…………亮士くんはその場に残ったまま。

「おいおい、涼りよう子こねーちゃんだけに追いかけさせるって」

「亮士、それは男としてダメだろ」

「せっかくいいところ見せるチャンスなのに」

「そうよね」

「おねーちゃんってやっぱり見る目が……」

　亮士くんのヘタレさのせいで、おおかみさんの言葉の説得力が完全に失われてしまっているようだ。

　だが、そんな言葉を無視……いや、集中しているせいで耳に入っていないのだろう。

　亮士くんはただ前を見すえている。

　亮士くんの視線の先では、おおかみさんがひったくり犯を追いかけているが、まだ追いつけていない。それに追いつけたとしても、相手が凶きよう器きを持っている可能性もあり、亮士くんがおおかみさんだけに任せるわけがないのだ。

　獲え物ものを狙ねらう猟りよう師しの瞳ひとみでひったくりを睨にらみながら亮士くんは、取り出したスリングショットで流れるように狙いをつけ、ゴム製の玉、いわゆるスーパーボールを発射した。

　ここまで、ほんのわずかしか時間は経たっていない。

　それにもかかわらず、走るおおかみさんの横をかすめるようにして発射されたゴムの弾だん丸がんは、狙い違たがわずひったくりの靴くつと地面の間に入り込んだ。

「なっ!?」

　地面を踏ふみしめた瞬しゆん間かん、体重をかけてゴムの玉を踏んだことで、ひったくりは思いきりバランスを崩くずす。

　そのチャンスをおおかみさんが見逃のがすはずもない。ひったくりに追いついたおおかみさんは、

「おらっ!!」

　走る勢いのまま背中に蹴けりを入れた。

「ぐはあっ」

　バランスを崩していたときにこれを食らってはひとたまりもなく、ひったくりは前に吹ふっ飛び、ひったくったバッグが手からこぼれ落ちる。

　だが、おおかみさんは追つい撃げきせずに、ささっとバックステップで男から離はなれた。

　なぜなら、吹っ飛ばされたひったくりが、懐ふところに手を入れたのが見えたのだ。

　ひったくりはふらつきながらどうにか起き上がり、おおかみさんを睨にらむ。

　取り出したのは、伸しん縮しゆく式の特とく殊しゆ警棒だった。

「てってめえ、ぶっころしてや……」

　が、次の瞬しゆん間かんひったくりは、手の中の特殊警棒を取り落とす。

「がっ!?」

　おおかみさんは目の前に転がってきたそれを踏ふみつけ、余よ裕ゆうの表情で言う。

「……どうやってだ？」

　そして、追い打ちをかけるかのように、今度は魔ま女じよさん特製、催さい涙るい弾だんがひったくりの顔面に直ちよく撃げき。

「なっ!?　……ぐはっごほっ」

　ひったくりは涙なみだと咳せきが止まらなくなり、顔を押さえふらふらする。こうなったらもう逃にげることもできない。

　ただまあ、闇やみ雲くもに暴れられると危ないので、

「ぐあっ」

　おおかみさんはもう一度ひったくりを蹴けり倒たおし、そして言った。

「…………ふんっ、そのまま寝ねてやがれ」

　こうしてひったくりを退治したおおかみさんは、悠ゆう々ゆうとバッグを取り返したのだった。




　一方、四発目をいつでも放てるように、スリングショットを構え、おおかみさんのほうを鋭するどい瞳ひとみで見ていた亮りよう士しくんですが、もう大だい丈じよう夫ぶだなと構えを解いた。

「一件落着っスね。じゃ、行きましょうっスか」

「うっうん」

　そんな亮士くんに、気持ち悪いくらいにおとなしく従うガキども。

　それに対し疑問に思いつつ亮士くんがおおかみさんのところに行くと、駆かけ寄ったバッグの持ち主のお姉さんが、おおかみさんにお礼を言っているところだった。

「あっありがとうございます！　本当にありがとうございます!!」

「…………ん」

　ですが、おおかみさんの返事はこんな感じ。まあ、おおかみさんですし仕方ありません。

　ていうか、おおかみさんがにこやかに『いや～どういたしまして』とか言うほうが怖こわいです。

　そのあと、お姉さんは亮士くんにもお礼を言い、その頃ころになると騒さわぎを聞きつけた近所の人がちらほら現れてきました。

　警察を呼んだという声も聞こえるので、もうこの場は大だい丈じよう夫ぶでしょう。おおかみさんに蹴けられたひったくり、伸のびちゃってますし。

「涼りよう子こさん、大丈夫だったっスか」

「ああ。にしても……最近物ぶつ騒そうだな。あいつオレらとあんまり歳としかわらねーぞ。この街はもっとほのぼのしてたはずなんだが」

「本当っスね」

「嫌いやな感じだ……」

　と、シリアスに決めてたら、ようやく落ち着いてきたというか頭の中が整理されたらしいガキどもが、亮りよう士しくんに絡からみ始めた。

「おい、亮士……いや亮士さん」

　あ、またさん付けになりました。

「かっこいいじゃねーか!!」

「なにそれ、なにそれ!!」

「パチンコ……というかスリングショットっスけど」

「貸して貸して！」

「見せて見せて!!」

「あーわかったわかったっス。でも、人に向けちゃダメっスよ、危ないんで」

「うんわかった!!」

「ていうか教えてくれよ～」

　亮士くんの周りにガキどもが群がる。

　ですがたしかに、今日のすべてを帳消しにするくらい、今の亮士くんはかっこよかったです。

　おおかみさんは思いっきり手のひら返しまくりのガキどもを見て苦笑しながら、女の子たちに言った。

「学校で話しただろ。オレが王子様に拉ら致ちられたってよ」

「うっうん」

「その、拉致られて大ピンチってときに、助けに来てくれたのがあいつだよ」

　おおかみさんは柔やわらかい表情で、ガキどもに囲まれている亮士くんを見つめる。

「見えない……けど」

「今さっきのお兄さんは、かっこよかったし」

「たぶん本当なんだよ。……見えないけど」

　まあ見えませんよね、基本はヘタレですし。

　そんな女の子たちの反応に、おおかみさんはまたまた苦笑する。

「まあ、たしかに見えないな。けど、あいつは大立ち回りをして、オレを拉致った不良の親玉をぶん殴なぐったんだぞ？」

　おおかみさんは殴るジェスチャーをする。

「……わぁ」

「本当にお兄さんって、やるときはやる人なんですね」

「かっこいい……」

「いや……まあ……な」

　おおかみさんは照れながらうなずく。女の子たちにきらきらした瞳ひとみで見られ、どうやらまんざらでもない様子です。

「思いっきり男運の悪いオレだけどな、今回は当たりなんじゃないかと思ってる。だからまあ、お前らも焦あせらず探せ。ぱっと見はずれでも、実は当たりってやつもいるからな。見た目がかっこいいからって飛びつかず、恋に恋するんじゃなくてじっくり相手を見定めてから、行動を起こせ。……元夢見る少女、見る目のない先せん輩ぱいの助言だ」

　なにやら、子供相手だからか、気分がいいからか、おおかみさんの口が軽くなっています。昔の自分を見ているようで、ほっとけないという理由もありそうですが……とにかく、いつものおおかみさんなら絶対言わない台詞せりふのオンパレードです。

　上から目線で恋について語るおおかみさんなんて、もう二度と見られないに違ちがいありませんよ。

「でも……そこまで言うのにおねーさんは、まだつきあってないんですか？」

「お兄さんって、どう見てもおねーさんのこと大好きだと思うけど」

「夢見る少女してた代だい償しようというか、痛い目見たから、どうもまだ恋愛するのが怖こわくてなぁ……だから踏ふん切ぎりがつくまで待ってもらってる」

「待ってくれてるんですか？」

「ああ。オレの過去も知ってるしな」

「なるほど、ああ見えてほんとにいい男なんですね」

「…………そうだな」

　おおかみさんが亮りよう士しくんを見る目はとても優やさしくて……そんな目をすることができるほどに、恋する少女なおおかみさんを、女の子たちは憧あこがれの目で見つめる。

　そしていつかは、そんな目ができるくらいの大恋愛をしてやるぞと、決意しつつ言った。

「わかりました、急がずゆっくり、歳とし相応にやっていきます。ね、みんな」

「はい!!」

「うん!!」

「そうしろ、そうしろ。急がば回れっていうしな、焦あせってもなんもいいことねーよ。子供のときにしかできない恋愛ってのもあるだろうしな。……ちなみに、あのガキどもはシスコンだが、ねーちゃんに恥はじないように生きようとするだろうから、そこそこ将来有望だと思うぞ」

「シスコンだけど？」

「シスコンだけどだ。……白しら雪ゆき先せん輩ぱい、ほんと美人なんだよ。しかも性格までいい、マジお姫ひめ様みたいな人だ。そりゃシスコンにもなるだろ。でもよ、逆に考えれば、そんなねーちゃんを毎日見てて、目が肥えまくっているあのガキどもに見み初そめられたなら、自分に自信を持っていいだろ」

「……はい、考えてみたら私が自信を持てたのも六ろく郎ろう君のおかげだし」

　そしておおかみさんは女の子たちに、いたずらっ子のような笑え顔がおで言った。

「ああ、そうだ。今言ったことは亮りよう士しには内ない緒しよだぞ？　いわゆる、女同士の秘密ってやつだ」

「「「はいっ!!」」」

　これは……ガキどもの大勝利って感じですね。おおかみさんを巻き込んで大正解でした。




　こうして、小学生のこびとたちの諍いさかいを収めたおおかみさんだったが……その夜、りんごさんとの愛の巣すで、頭を抱かかえてごろごろしていた。

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　なんだかお姉さんぶって色々言ったことが、今いま更さらながらに恥はずかしくなってきたらしいです。……こういうことってよくありますよね。

「涼りよう子こちゃんなにしてるんですの？」

「なにって…………うわ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　りんごさんの言葉でまた色々と思い出したらしく、おおかみさんはうわーっと頭を抱える。そんなおおかみさんに、りんごさんはもう一度聞いてみた。

「……なにしてるんですの？」

「なに……うわ[image: ～][image: ～]」

　またまたうわーっとなるおおかみさん。

　りんごさんがにやりと笑う。目がキラーンと光りました。

「そう言えば今日……」

「うわ[image: ～][image: ～]」

「森もり野の君と……」

「うわ[image: ～][image: ～]」

「一いつ緒しよに帰ったんですのよね」

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「いったい」

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「なにがあったんですの？」

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ビクビクビクン

　恥ずかしさから、おおかみさんはとうとう痙けい攣れんし始める。

　そんなこんなで、おおかみさんの夜は更ふけていくのでした。


めでたしめでたし
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　　　あとがき




「ふふっ、いいニュースと悪いニュースがあるけど、どっちを先に聞きたい？」

　と死ぬほどウザい台詞せりふから、あとがきを始めてしまった沖おき田た雅まさしです。すいません。そしてお久しぶりです。

　まあそれはともかく、ページも少ないので、こちらの都合で悪いニュースから言っちゃいますが、『オオカミさん』本編は次で終わります。理由は、有名な童話やら昔話やらのストックが切れてきたことと、おおかみさんと亮りよう士しくんの仲をこれ以上足あし踏ぶみさせるのは厳しいなーと思ったことと、私もそろそろネタ的にきついぞと思い始めてきたこと。すいません、すべて私が悪いのです。

　…………で、いいニュースはというと、後日談を書くことになりました。ぶっちゃけると、おおかみさんがデレたあと。本編後なので、ヤマなしオチなし、意味は自己満足と読者サービスという感じの、おおかみさんと亮士くんがただいちゃついてるだけの話になると思います。……それでも、ツンデレはデレたあとのことを書かないといけないだろうし、なによりそういうのは私大好きなんで、担当さんに前から後日談どうです？　と言ってたんですよ。後日談なのであまり量を書かないと思いますが、一冊さつはどうにか出せるはず。

　……ここまで書いておいて、出なかったらすいません!!

　あ、もう一つ重要なことを書かないと。この本が出る頃ころに、『オオカミさん』のアニメが始まるはずなので、是ぜ非ひとも見てください!!　スタッフさんはすごい方ばかりですし、声優さんもすごい方ばかりですし、問題なのはもう原作のみという有様ですよ!!　……すいません。

　そしてこれ以後ネタバレ解説です。




【ラブコメ主人公ピノキオ君の話～元ネタ、ピノッキオ】

　ピノキオ君の名前はあっという間に決まったのですが、ゆかりさんの名前は、ゼペットとか、もう当て字無理だろと、強引にあだ名ということにしました。……いいですよね？

　で、話は馬ば鹿か話です。ピノキオ[image: →]人間になる[image: →]真ま人間に俺はなる!!　この発想がすべてです。思いついた瞬しゆん間かんに、話が最後まで組み上がりました。いやー私は馬鹿話がほんと好きなんだなと実感しました。特に、スーパーな感じに目覚めるあたりとか馬鹿すぎますよね……書いててすごく楽しかったのですが!!

　にしても、桃ももちゃんと宇う佐さ見みさんの使いやすさは異常。桃ちゃんは気持ちいいですよーと言えば来てくれますし、宇佐見さんは御お伽とぎ銀行の連中に目に物を見せてやれますよーと言えば来てくれます。しかも、普ふ通つうの女の子じゃやってくれないようなことまで、やってくれます。

　なので、そんな使いやすくて、今までいろんな話でがんばってくれた宇佐見さんへのご褒ほう美びに、宇佐見さんがヒロインでお話を書いちゃいましたよ!!　ひどい話になりましたけどねっ!!




【田た貫ぬきさんが宇う佐さ見みさんにカチカチにされる話～元ネタ、カチカチ山】

　好きに書いたらこの有様だよ!!　というわけで、とうとう宇佐見さんがヒロインに。

　で、性しよう懲こりもなくシモネタなのですが……宇佐見さんが田貫さんをカチカチにと思いついた瞬しゆん間かんは「カチカチ！　カチカチッ!!」とテンションだだ上がりだったんですが、こうなることがわかってたので、書く気はなかったんです。一人で想像してニヤニヤしてたんです。

　が、前巻のあとがきで書いたように、余よ裕ゆうができたので書いちゃったと。……すいません。

　でも、かなりお気に入りな話だったりするんですが、皆みなさんはどうでしたか？

　べたべたですが、正直これ以外に二人がここまで接近するルートはないと思いますしね。

　宇佐見さんはあまり深くキャラを考えずに出して、色々なお伽とぎ噺ばなし・昔話に出てくるうさぎの要素をくっつけていったらこんなキャラになったのですが、すごく書きやすいいいキャラです。愉ゆ快かいな敵かたき役で、策士なくせに詰つめが甘く、義理に厚い。お伽噺のうさぎを擬ぎ人じん化したら、まんま宇佐見さんになるんじゃないかとまで言ってみます。

　でもって、ヤっちゃった二人の未来がどうなるかは……皆さんにお任せします。結婚せず腐くされ縁えんのまま別々の道を歩く。普ふ通つうに結婚し田貫さんは普通にサラリーマンしつつ、女装は家でだけ、夢破れた宇佐見さんは主婦に。もしくは、宇佐見さんがメダルを取って引退後スポーツキャスターに、田貫さんはおねえキャラでタレントになり、おもしろ夫婦としてテレビで引っ張りだこに。とか色々考えられますが、自分が気に入った感じのものを考えてください。そもそも、この二人は並行世界が１００あったら95の世界では腐れ縁のまま、４の世界で縁が切れ、残りの１の世界でこの話みたいになってくっつくというイメージなんですよね。田貫さんの心の中は乙女おとめですから、よっぽどのことがないと、こんな風にならないわけです。で、そのよっぽどのことが、宇佐見さんの妊にん娠しん疑ぎ惑わくと。普通の男でも子供ができたとか言われたらパニックになりそうなものですが、それが乙女な田貫さんなら……ということですね。

　にしても、色々便利に出演してくれる宇佐見さんへのご褒ほう美びみたいな感じだったはずなのに……これはご褒美なのか？　まあ、一応ハッピーエンドですし、いいですよね!!

　あと、田貫さんが宇佐見さんと鍋なべを囲むとか、すごく日本昔話っぽいなーと思いました。




【ギリギリ二十代のかぐや先生のお話～元ネタ、かぐや姫】

　一言で言うと、権力をより大きな権力で潰つぶすという身も蓋ふたもない話。

　ひねくれ者の私なので、かぐや姫を月に帰さないようにしよう、それに伴ともない月側がわを悪役にというところから始まったのですが、人一人連れ去れるくらいの権力を月に持たせたら、それに対たい抗こうするには権力がないと無理だろということになりました。世せ知ち辛がらい世の中です。

　最初はただの教員が結婚式に突とつ撃げきしてさらうとか考えてたんですけど、それだと後先考えないただの馬ば鹿かにしか思えなかったんですよ。なので頭使って月つき野の家を脅おどせるくらいの材料を探して脅すとかも考えたんですが、それでもけりをつけるときに学園長を引っ張り出すことになるよなーと思ったんです。庶しよ民みんが脅しても、権力で叩たたき潰つぶされそうですし。

　なら最初から権力持ってたほうが早いだろと、三み門かどさんは帝みかどだしと権力持たせたんですが、そしたら権力vs権力という話になっちゃって、これほんとに書く？　おおかみさんたち、関係なくね？　と思ったんですが、反面教師というテーマを思いついたので書くことに。

　いや、どんな問題があっても意地でもハッピーエンドにするために、荒神アラガミ洋燈ランプ学園長というキャラを入れたのですが、そのおかげでおおかみさんたちがちょっと危機感をなくしすぎ、いい気になりすぎかなと思ったんですよね。基本、権力を笠かさに着てるおおかみさんたちですが、それを当てにしすぎてると、なんか嫌いやなキャラになっちゃうよね、みたいな。

　なので、虎とらの威いを借りまくりのダメセレブを見て、おおかみさんたちは少し反省しました、というお話になりました。

　最後の大人の女性三人組は、かぐや先生は最初から雪ゆき女めさんと知り合いのつもりだったんですが、地じ蔵ぞうさんのお姉さんの久く美みさんはちょうど同じ年代だったので、入れてみたらいい感じにぴたっとはまったのでそのままに。なんとなく三人の送った高校生活が見えてきますよね。




【おおかみさんが上から目線で、女の子たちに恋について語る話～元ネタ、ガリバー旅行記】

　こびとたちの争いを巨きよ人じんが収めるという話を、ガキどものいざこざをおおかみさんが解決するという話に。これは、おおかみさんがデレてきたからこそ書けた話です。

　おおかみさん本人はすごく真面目まじめに話してるんですが、おおかみさんが恋について語ると、しかも上から目線だと、それだけでなんかおかしいという、今までの積み重ねがあればこその話ですよ。あのおおかみさんが!!　みたいな。

　というわけで、おおかみさんが上から目線で恋を語ってる姿を、ニヨニヨしながら眺ながめちゃってください。

　そして、一つずつ男女のお付き合いの階段を登ってきたおおかみさんと亮りよう士しくんですが、次の巻では亮士くんがおおかみさんをデートに誘さそうはずで、ここまで来たらさすがにデレないとなーというわけで、次で終わりで後日談を書くという冒ぼう頭とうの話に続くわけです。

　ぶっちゃけここまで来ると、階段はもう少ししか残ってませんしね。次の巻でデートして○○して～くらいまではいくかな？　いかないかな？

　まあ、本文でも書きましたが、宇う佐さ見みさんはヤっても、おおかみさんはヤりはしないとは思いますが!!　…………たぶん!!

　というわけで、残り少なくなってきた『オオカミさん』シリーズですが、最後までお付き合いいただければと思います。




　では、最後にお世話になった皆みな様への感謝を。

　担当の高たか林ばやしさん、粂くめ田たさん。このたびもまたご迷めい惑わくをおかけしました。ですが、おかげさまで今回もどうにかこうにか本を出すことができました。ありがとうございます。

　イラストのうなじさん。いつも、すばらしい挿さし絵えをありがとうございます。そして今の私は、桃ももちゃんのポロリのイラストが入ってるのかどうかが、気になって夜も眠ねむれませんよ!!

　この本が出るにあたりご尽じん力りよくくださった皆様。いつもいつもありがとうございます。

　そして、この本を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます。

　アニメになったり漫まん画がになったりした『オオカミさん』シリーズですが、それもこれも読者の皆様のおかげです。その恩を少しでも返せるように、最後まで楽しいと皆様に思ってもらえるような作品をがんばって書きますので、どうぞよろしくお願いします。


沖おき田た　雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

[image: ↓]娘な田貫さんと腐れロリな宇佐見さんは、なんだか書いてて楽しいです。ただ、あの話の展開はキャラが勝手に動いた結果なので、私に責任はありません!!……すいません!!
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イラスト／うなじ

広島在住イラストレーターという名の無職ひきこもりのはずがキャラ原案ということに。アニメも始まりましたし原作共々よろしくお願いします。全○話それが希望までのタイムだ！
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